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　その、黒い燕えん尾び服ふくに身を包んだ品のいい紳しん士しがやってきたのは、新しい家に引ひっ越こしてから、間もなくのことだった。

　それは三歳のとき。天てん河がの持つ、最初の記き憶おく。

　父親の後ろに隠かくれ、恥はずかしそうに顔をのぞかせる幼おさない天河に、紳士はおだやかな微笑ほほえみを浮かべ、挨あい拶さつした。

「こんにちは、ぼっちゃま」

　天河はきゅっと唇くちびるを結び、じっとその紳士を見つめた。












　恥ずかしがる息子むすこの頭を撫なで、父が笑う。

「ほら、天河。昨日きのう、ＤＶＤで観みただろう。今日からうちに来てくれることになった執しつ事じさんだよ。メーメーの羊ひつじさんじゃないよ、執事さん」

「しつじ……？」

　天河は思い出す。

　昨日、父親とリビングで観た外国の映画。

　城のような大きな屋敷。その玄関に乗り付ける車体の長い一台の黒い車。

　車から降り立った男を出で迎むかえる燕尾服を着た――幼い天河はペンギンの後ろ姿みたいだと思った――ひとりの男。

「お帰りなさいませ、ご主人様」と優ゆう雅がに一礼したシーンを見て、「カッコイイ」と思ったのは、記憶に新しい。

　そのペンギン男の名前は、確か。




「チエホフ？」




　天使のような愛らしい顔で。

　小首を傾かしげて。

　初めて笑顔を見せた幼い主人に、紳士は「愛らしい」とばかりに瞳ひとみを細めた。

「はい、私はチエホフでございます。ぼっちゃま」




　そして、それから月日は流れ――。

　十三年後。
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「オレって、セレブ～っ？」

　天てん河がはグラスを飲み干ほし、高笑いした。

「ほらほら、おかわり注ついでよ。気が利きかないなあ」

「し、失礼致しましたっ」

　プールサイドのデッキチェアにのんびり横たわった天河が空からになったグラスを振ると、すかさず黒服のウェイターが近寄ってきて、しゅぽん、と新しい瓶びんの蓋ふたを開ける。

　シチュエーション的にはここはシャンパンであるはずなのだが、悲しいかな、天河はまだ高校一年生なので、ウェイターが注ぎにくるのはペリエやトロピカルジュースだ。

　本人はその点をまったく気にしないで、ごくごく、と豪ごう快かいにジュースを飲み干す。

「ぷっはー！　これだよこれ！　これこそが正しい高校生の夏休みってヤツだよな～！」

　彼は東京都心にあるこの高級ホテルの一室をリザーブし、今日はクラスメイト――男子校だから全員男――も呼んで最新設備の整ととのった室内プールを借り切っていた。

　天てん上じよう天河。

　六ろつ本ぽん木ぎに本社を構かまえるＩＴ企業の社長令れい息そくで、何不自由なく育ってきた生きつ粋すいのおぼっちゃまだ。

　さらさらとした茶色の髪かみにくるくるとよく動く大きな瞳ひとみ、あまり鍛きたえられていない、どちらかといえば華きや奢しやな身体からだつき。

　まだ少年の域いきを抜けない身体にバスローブを羽は織おって、天河は満足そうに微笑ほほえむ。

「遠えん慮りよしないで、ほしいものなんでも頼たのめよ。今日はオレの奢おごりだからさ」

　それを聞いたクラスメイトたちから、わっと歓かん声せいが沸わき起こる。

「よっ、神様、天河様！」

「さっすがぁ、太っ腹～！」

「セレブ王子は違ちがうよなあ～」

「あ、そういう褒ほめ言葉、オレ大好き。どんどん言って、もっと言って～」

　天河はふんぞり返って、プールサイドで楽しそうに遊びまわるクラスメイトたちを眺ながめた。

　このホテルのプールは、生なま半はん可かな金では貸し切ることはできない。親の財力にものを言わせての豪ごう遊ゆうだけれど、別に心は痛いたまない。

　親は金持ち。家は高級住宅街。学校は有名進学校。

　誰だれもが憧あこがれるような恵めぐまれた環境だが、彼にとってはこれが当たり前。お金はそれこそ泉のようにどこからか湧わいて出てくると思っているお気楽人間だ。

　環境のせいなのかそれとも天然なのか、根は単たん純じゆんでお人ひと好よしで、考えなし。

　少々わがままなのが難なん点てんなのだけれども、本人はまったく自覚していないし、周りも指し摘てきしない。なので、まだ世間の厳きびしさも知らないどころか、世間をなめてかかっているようなところがあった。

「ウェイター」

　ぱちん、と指を鳴ならすと、天河は横おう柄へいな口く調ちようであごをしゃくる。

「ここのホテル自じ慢まんの三万円バーガー、全員分。フォアグラは倍の厚あつさに切って。メニュー通りじゃ薄うすすぎる」

「はい、かしこまりました」

　無む茶ちやな注文にも笑顔で答えるウェイターが、思い出したように付け加えた。

「天上様、ただいま、当ホテルでは、シェフが厳げん選せん致いたしました最高級のオマール海え老びをふんだんに使いましたパスタをお勧すすめメニューとしてお出ししておりますが、いかがでしょうか。ちなみにお値段は――」

　つまらなさそうな顔つきで、ひらっと手を振り、天河がウェイターのセリフを遮さえぎる。

「値段なんかどうでもいい。じゃあ、それも。全員分な」

「は、はい」

「とにかく急げよ。オードブル、もうほとんどなくなっちゃってんだからさ」

「かしこまりました。急ぎ、ご用意致しますので」

　ウェイターが深ふか々ぶかと頭を下げて去っていくのと入れ替かわりに、今度はメロンやパイン、ぶどうにスイカなど、色とりどりのフルーツをタワーのように盛もり付けたワゴンが静かに運ばれてきた。さわやかな香りが天河の鼻はな先さきをくすぐる。

「天上様、お先にフルーツの盛り合わせをお持ち致しました」

「ああ、みんなに取り分けてやって。それから」

　そばにかけてあった上着のポケットに指を滑すべらせ、取り出した紙し幣へいを無む造ぞう作さに弾はじき飛ばす。

「チップ」

　プールサイドに落ちた紙幣は一万円札だ。

「こ、こんなに、よろしいんですか？」

　ウェイターは目を白黒させる。それが一般的な反はん応のうだろう。

「足りない？」

　面めん倒どうくさそうに、天河が再ふたたび指を滑らせる。

「ほらよ」

　二、三枚の一万円札がひらひらと飛び、ウェイターはあわてて多すぎるチップを制服のポケットにねじ込んだ。他の従じゆう業ぎよう員いんに、こんなところを見られたら大変だ。

「おーおー、相あい変かわらず豪ごう気きなことで」

　プールから上がった田た中なか博ひろ人とが近づいてくる。

　天河とは比ひ較かく的てき、仲がいいクラスメイトだ。おしゃべり好きの彼は、クラスでもムードメーカー的存在である。

「金なんて、使わなきゃ意味がないだろ」

「天河、泳およがないの？」

「普ふ通つうなんだもん。つまんねえよ。本当はさ、このプールをジュースでいっぱいにして泳ぎたかったんだけど」

　炭たん酸さん飲料で満みたされたプールで泳いだら気持ちよかっただろうな――そんな天河の想像に、田中が苦にが笑わらいを浮かべる。

「うわ。そりゃアホなアイデアだな」

　しゅわしゅわの炭酸。

　目に染しみるし、第一、身体がベタベタになりそうだ。

「そう？　おもしろそうだと思ったんだけどさ。ホテルの支し配はい人にんにやめてくれって泣なきつかれてさ。やめたんだ」

「そりゃ、支配人の方が正しいと思うよ」

　悪ふざけなのか真しん剣けんなのかもわからない、突とつ拍ぴよう子しもない天河のアイデアに田中は苦笑いするしかない。天河はこんなふうに時とき々どき、子こ供どもより子供みたいなことをすることがある。

「それよりおまえ、家に帰んなくていいのかよ。夏休みに入ってから、ずっとホテル暮ぐらしなんだろ。親おや父じさん心配しないのか？」

　天河の表ひよう情じようが一いつ瞬しゆん暗くらくなったが、すぐに元もとのつまらなさそうな顔に戻る。

「親父は仕事でほとんど家になんか帰ってこないから、オレがいなくてもわかんないよ。それに、なにか用事があったらチエホフが来る。あいつだけはオレの居い所どころを把は握あくしてるからさ」

「ふーん。放ほう任にん主しゆ義ぎってヤツ？　おまえンとこ、気楽でいいな。おれン家ちなんか、やれ勉強しろとか夜遊びするなとかうるさいんだよ」

　たまには羽を伸のばして遊びたいよな――ため息をつく友人に、天河は唇くちびるの端はしを吊つり上げる。

（放任主義、ねえ……）

　天河は、心の中で今日の日付を確認した。

　八月三日。夏真まっ盛さかりの、この日。

　十六年前の今日、天河は生まれた。

（ひとり息子むすこの誕たん生じよう日びを忘れるのも、放任主義の一種なのかよ）

　もう十六歳だ。子供じゃない。だから、さびしいなんて思わない。

　思わないけれど。

（メールのひとつくらい、寄よ越こしたってよさそうなもんだけどな）

　ほしいのはプレゼントじゃない。自由に使えるお金が唸うなるほどあるから、ほしいものは自分で買う。ほしいのは、そんなものじゃない。

「ああ、そう言えば忘わすれてた。今日ってさ、天河の」

　が、田中の言葉を最後まで聞かず、天河がデッキチェアから起き上がった。クラスメイトのひとり、霧きり島しまが出て行こうとしているのが見えたからだ。

　大人おとなっぽい容よう貌ぼうの霧島は口数があまり多くなく、ぱーっと騒さわぐのが好きな天河と別に仲がいいわけではない。けれど成績は学年でもトップクラスなので、クラスの連中からは一いち目もく置かれている存そん在ざいだ。

「どこ行くんだよ、霧島」

　先ほどまでプールサイドでオードブルを摘つまんでいたはずなのに、いつのまにか帰り仕じ度たくを済すませている。招しよう待たいしてやった自分に黙だまって、こっそり帰るつもりだったのだろうか。

　ムッと顔をしかめる天河の後ろから、田中が気さくな口調で声をかける。

「霧島～、もう帰るつもりなのか？　まだ来たばっかりじゃん。料理、これからだってよ？」

　霧島は淡たん々たんとした態たい度どで、天河を見つめ、つぶやいた。

「ああ、これ以上はもう意味がないからな」

　天河の不ふ愉ゆ快かいゲージが一気に跳はね上がった。

「意味がないってどういうことだよ」

「そのままの意味だが」

「ノリ悪いな、おまえ。こういう場で盛り上がれないヤツは嫌きらわれるぞ」

　なにが気に入らないって、霧島の、この人を馬ば鹿かにしたような態度が気に入らない。

　プールサイドに仁に王おう立ちになった天河に向かって、霧島がフンと鼻を鳴らした。

「嫌われて、結けつ構こう。父親がすごいから、息子はどんなものかと思って来てみれば……俺おれ、おまえみたいなヤツ見てると反へ吐どが出るんだよ」

「なんだと……!?」

「ああ、理由ははっきり言ってやらなくちゃわからないか、わがまま放題に育てられたおぼっちゃまは。この際だから教えてやる。いいか、勘かん違ちがいするな。偉えらいのはおまえじゃなくて父親だ。会社を興おこしたのも成功したのも、みんなおまえの父親の功績であって、おまえはなにもしてない。それどころか、その財産を無む駄だに食い潰つぶしてるだけの害虫。ダニみたいなもんなんだよ、おまえは」

「なんだとっ？」

　親の七なな光ひかりだとかなんだとか、陰かげ口ぐちを叩たたかれたことならいくらでもある。

　けれど、面と向かってここまで言われたのは初めてだ。

「だいたいおまえさ、自分の父親の会社の仕事内容、把握してるのか？」

「あ、当たり前だろっ。馬鹿にすんな！」

「へーえ。じゃあ説明してみろよ、自分の父親がどんな仕事してるのか。あ、社長って答えはなし、な」

　天河はぐっと唇を嚙かむ。

　実はなにも知らないなんて、死んでも口にできない。

（オレ、親父と仕事の話なんてしたことないもんな……）

「――やっぱりな」

　霧島は呆あきれたようなため息いきをつくと、「じゃあ、最低限のことだけでも、俺が教えてやるよ」とすらすらと淀よどみなくしゃべり始めた。

「『株式会社ヘブンリーブルー』、天上青せい河がが若い頃に興した会社で、ＩＴ業界に時代を先読みして参入したことで大成功を収おさめ、今では業界でカリスマ扱あつかいされ、最近では経営の多た角かく化かを目め指ざしている」

　明らかに馬鹿にされている。天河は拳こぶしを握にぎり締しめた。

「あのな、オレだって会社名ぐらい言えるさ」

　霧島はわざとらしく、がっかりした、というように肩かたを軽くすくめた。

「それぐらい覚えていて当たり前だろう。しかし、父親がどんなふうに金を稼かせいでいるのか知らずに豪遊とは、いいご身み分ぶんだよな、ホントに。いずれおまえが継つぐことになるかもしれないんだぞ？　お遊び気分で継いだらすぐに潰れるのがオチだ」

　今まで、こんなことを誰だれかに言われたことはなかった。

　霧島の言い分になにも言い返せない自分自身に、天河は少なからず衝しよう撃げきを受ける。

「だ……黙れ！」

　胸むねの中で渦うず巻まくモヤモヤとしたものが気持ち悪くて――気がつけば、とっさに固めた拳を振り上げて、霧島を殴なぐりつけていた。

「うわっ、なにやってんだよ、天河！」

　田中があわてて天河を羽は交がい絞じめにして押さえる。

「それ以上なにか言ったら許ゆるさない！」

　そう叫さけぶ天河を睨にらみつけ、ぺっと唾つばを吐はき出し、霧島がくっと唇の端を吊り上げた。

「……ガキが」

「霧島、おまえ！」

　さらに殴りかかろうとした天河を、田中や他のクラスメイトたちが必ひつ死しで止めに入る。

「やめろって、天河。落ち着けよ、な？　霧島も、もうやめろって」

「そうだよ、せっかくみんなで楽しんでんだからさ」

「霧島も、突っかかるのやめろよな」

　数人に押さえ込まれたまま、天河はデッキチェアに座すわらされ、霧島も反対側に引っ張られていく。

（……あいつ）

　天河は霧島から目を逸そらさず、睨み続けた。

　が、霧島はその視し線せんから逃にげようとせず、まっすぐに見つめ返してくる。

「霧島、帰れよ」

　田中が「いつまでもそうしていられないだろ」と霧島に言げん外がいに告つげると。

「……ああ」

　霧島は肩を一度すくめて、呆れ顔で去さっていった。

　大勢いるはずのプールサイドが静せい寂じやくに包つつまれる。

　霧島の後ろ姿が完全に見えなくなるのを見み届とどけてから、田中は重おも苦くるしい雰ふん囲い気きを振り払はらうようにパンパンと手を叩いた。

「はいはい、せっかくのパーティーなんだから、暗い雰囲気はなしなし！　みんな～、今日は天河の誕生日だぜ～？　天上天河君、十六歳の誕生日おめでとう～！　いえ～い！」

「えー、知らなかった。おめでとう、天河～！」

「なんだよ、早く言えば俺たちでパーティーしてやったのに」

「おめでとう！」

　一気に祝しゆく福ふくの嵐あらしになり、みんなにもみくちゃにされ、天河にやっと笑え顔がおが戻った。

「ありがとー、みんな～っ！　よーし、さっそくビンゴ大会しようぜ。今回は最新ゲーム機器他、豪ごう華か賞品多数用意したから、気合入れていけよ～？」

　ウェイターにビンゴの用意をさせようとした、そのとき。

「ぼっちゃま、こちらにいらしたのですね！」

　現あらわれたのは天上家の執しつ事じ、チエホフこと江え古こ田だ元げん蔵ぞうだった。

　皺しわひとつない上等の燕えん尾び服ふくに身を包んだ完かん璧ぺきな執事の装よそおいだ。白髪しらが交まじりの髪と眼鏡めがねがよく似に合あっている。年齢は確か、今年で五十五歳になるはずだ。

　天河が幼おさない頃から仕つかえていて、流れるような物もの腰ごしはいつもと変わらないが、表情は今まで見たことがないくらいに強こわ張ばっている。

　せっかく気を取り直そうとしていた矢や先さきに出で鼻ばなをくじかれて、天河は唇を尖とがらせた。

「チエホフ、なにしに来たんだよ」

「あ、あの……お誕生日おめでとうございます」

　しかし、チエホフの表情は誕生日を祝いわいに来たという感じには見えない。今の言葉も天河の顔を見て、ひとまず口にしたような感じだ。なにかはわからないが、焦あせっているようだ。

「なんの用だ？」

「ご友人方とお楽しみのところ恐おそれ入ります。大変重要な用件で参まいりました。できれば、お人払いをしていただくか、どこか静かにお話しのできる場所に移動していただきたいのですが……」

　天河は面倒くさそうに眉まゆをしかめた。

「なんだよ、重要な用件って」

　しかし、いつにも増まして深しん刻こくそうなチエホフにただならぬものを感じた天河は、渋々うなずいた。

「わかった。部屋に行くぞ」

　踵きびすを返した天河の背後に、チエホフは気配すら感じさせない動きでついてくる。

「悪い、みんな。すぐ戻るから」

　天河はチエホフとプールをあとにした。







　ガラス張りのエレベーターに乗り――最上階の一階下。

　ふかふかとした赤絨じゆう毯たんを乱暴に踏ふみ、瀟しよう洒しやな装そう飾しよくのされたセミスイートの扉とびらの前でいったん立ち止まる。

　ポケットからカードキーを取り出すと、すっと伸びてきた手がそれを取り、扉を開いて押さえた。

「どうぞ、ぼっちゃま」

「ああ」

　ずかずかと中に進み、ソファにどさりと腰を下ろすと、天河はまだ扉のところで控ひかえているチエホフにあごをしゃくる。

「入れよ」

「はい、それでは失礼致します……素す敵てきなお部屋でございますね」

「ホントはスイートに泊とまりたかったんだけど、どっかの不動産会社の社長が二週間押さえてるとかでさ。そこが空あくまでの間、ここにいるってわけ。ちょっと手て狭ぜまなんだけど、まあ、たまには節約ってことでそれもいいかなって」

　湯水のように金を使っている最中のその口で、天河が言う。

　筋すじ金がね入りのおぼっちゃまは、完全に節約の意味を取り違えているらしい。

　けれど、それが天河的には本気なのだから困こまったものだ。

「節約、ですか」

　チエホフは真剣な面おも持もちで天河を見る。

「なんだよ、言いたいことがあるなら、はっきり言えよ。オレだって暇ひまじゃないんだからさ」

　天河は不ふ機き嫌げんそうに、放り投げてあったタオルで髪を拭ふき始めた。服は着替えてから上がってきたが、髪がまだ乾かわき切っていないのだ。

　この部屋はバス、トイレ別々。ベッドルームと居間が分かれており、南向きの部屋からは東京の街が一いち望ぼうできる。

　夜や景けいが綺き麗れいなことと料理の美う味まさ、そして国際的なデザイナーや新しん進しん気き鋭えいのインテリアデザイナーに内装を委い託たくしていて、とにかく隅すみから隅まで洒落しやれているのが気に入っている。

　高級感を出すためのゴテゴテとしたインテリアではなく、落ち着いた色合いのウッドを基調にまとめているので、自分の部屋のように寛くつろぐことができる。シーツやタオルなどのファブリック類はすべて好きなカラーを選ぶことができるので、天河はラベンダー色をセレクトしていた。

「重要な用件ってなんだよ。言っておくけど、夏休みの間、オレ、ここにいるから。家には帰らないからな」

　天河はチエホフが父親に言われて迎むかえに来たのだと思っていた。どうせいつものお小こ言ごとだろう。

　しかし、チエホフはお小言ではなく、天河の前に一通の手紙を差し出した。

「私の口からはなにも申もうせませんが、旦だん那な様からこれを預あずかって参りました。ぼっちゃまにお渡わたしするように、と」

「はあ？　手紙？」

　それは、なんの変へん哲てつもない白い封ふう筒とうだった。宛あて名なには父親の字で『天河へ』と書かれている。

「今どき手紙かよ？　だっせえな。用があるなら、電話かけてくりゃいいじゃん。せめてケータイにメール入れるとかさ。なんなんだよ、面倒くせえ」

　ぶつくさ言いながら、天河は手紙を受け取り、裏うら返がえす。

（あれ。これ、ちゃんと封ふう蠟ろうしてある……？）

　他人に読まれたらすぐにわかるように。

　天河以外、誰も読まないように。

　父親が息子に宛あてた手紙にしては、やけに厳げん重じゆうな扱いだ。

「くっだらない内容だったら、マジで怒おこるからなオレ」

　開封すると中からは、丁てい寧ねいに折りたたまれた便びん箋せんが出てきた。

　さっそく、したためられた文面に目を走らせた天河は一瞬の沈ちん黙もくののち――。

「はあ～!?」

　と奇き妙みような叫び声を発した。
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「来い、チエホフ！　ぐずぐずすんな！」

　手紙を読んだ天河はあわててホテルを飛び出した。エントランスで待たい機きしていたタクシーに飛び乗り、自宅へと走らせる。

　傍かたわらにいるチエホフはただただ黙り込んでいるばかり。ことがことだけに、天河になにを話してよいものか、考えあぐねているようだ。

　天河も、なにを言っていいのかわからない。

　タクシーの中は沈黙が支し配はいしていた。チエホフが乗ってからすぐにラジオを止めるように運転手に言ったからだ。角を曲がるとき、ウインカーの音だけがやけに大きく聞こえて、心臓が嫌いやな感じにドキドキと脈みやく打うっているのがわかった。

　流れる景け色しきを見ながら、天河は膝ひざの上で拳を握り締める。

（……ウソだろ!?　こんなことって……！）

　手の中で、父親からの手紙がくしゃりと丸まる。

　重苦しい沈黙が続く中、ようやく自宅の前に着いた。

「釣つりはいい！」

　急いでタクシーを降り、門へと駆かけ寄ったのだが。

　視線の先に見み慣なれないものが飛び込んできて、天河は思わず立ち止まってしまった。

「……っ」

　天河の背よりも少し上くらいの――頑がん丈じような鉄で作られた柵さく状の門もん扉ぴ。

　失しつ踪そうした母の好みを反映したという、まるでヨーロッパの城に構えられているような優ゆう美びな曲線を描えがくデザインが施ほどこされた、それには。

『差し押さえ』の紙が無む慈じ悲ひに貼はられていた。

　門の隙すき間まから中をのぞくと、正面玄関にもテープが張ってあるのがわかった。

　前にテレビドラマかなにかで見たことがある。

　でも、自分がこれを見る羽は目めになるとは思ったこともなかった。

　だって、あれは作り物の世界で。

「マジかよ……」

　つぶやいた声がみっともなく震ふるえる。

　天河は手にした手紙を、もう一度開いた。





ごめん、うちの会社、倒とう産さんしちゃいました！

父さんだけに倒産……なんちゃって（笑）

そんなワケで、父さんは失踪するから探さないでね★






「父さんだけに倒産……なんて、つまんないギャグかましてる場合かよ……」

　手紙を、ぐしゃりと握り潰す。

　胸の中でぐるぐると渦うず巻まく感情が怒いかりなのか悲しみなのか、戸と惑まどいなのかもわからない。

「倒産とか差し押さえとか……オレはなんにも聞いてないぞ」

「ぼっちゃま」

　チエホフが涙なみだを堪こらえ、静かに言う。

「これが現実でございます」

「……くそっ！　ふざけんな！　開けろよ！　おい、誰か！　誰か！」

　天河は頑丈な門扉を力ちから任まかせに引っ張った。

　いつも天河のために開かれていた門。

　出で迎むかえに出てきた使用人たち。

　住み慣れた家、大切だったその場所。

　それが今は閉め切られ、もう天河の手には届かない。

「ウソだろ!?　冗じよう談だんだって言ってくれよ……！」

　がしゃん。

　冷つめたい門にしがみつくようにして、天河は叫んだ。

「父さん……！」
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　天てん河がはしがみついていた門もん扉ぴから手を離はなすと、差し押さえの紙を乱らん暴ぼうに破り取った。

　それをぐしゃぐしゃっと丸め、投げ捨てる。

（じょおおお――っだんじゃねえっ！）

　さっきは「父さん……！」なんて叫さけんで泣なきそうになったが、今は悲しみより怒いかりのほうが大きく上回っていた。

　父親のふざけた手紙に破は産さん宣せん告こく。

　ワケのわからない状況にイライラが募つのる。

（うちが倒とう産さん？　そんな話、聞いてねえぞ！）

　天河はいてもたってもいられず走りだした。

「あ、ぼっちゃま！」

　が、その声を無視し、天河は大通りに向かっていく。

「お待ちください！」

　チエホフはあわててあとを追おったが、天河の全速力には到とう底てい追いつけない。あっという間に天河の背中が小さくなっていく――それでも、チエホフはあきらめずに追いかけた。

　天河は後ろから追いかけてくるチエホフの気け配はいを感じ、振り返りながら怒ど鳴なった。

「ついてくるな！」

「おひとりで行動されるのは危険です！　今は私の言うことを聞いてください！」

　チエホフも必ひつ死しに叫び返す。それでも天河の足は止まらない。

　天河は交通量の多い大通りに出ると、右手を上げ、タクシーが通りかかるのを待った。時折振り向き、チエホフが追いついてこないか確認する。

　チエホフは、息を切らしながら必死に走ってくる。もう少しで追いつかれてしまいそうだ。

「早く停とまってくれ」

　焦あせる気持ちを抑おさえつつ手を上げていると、一台のタクシーが停まってくれた。

「六ろつ本ぽん木ぎの――」

　さっそく車内に乗り込むと、天河は早口で行き先を告つげる。行き先は父親の会社が入っている巨大複合ビルだ。

「急いでくれ」

「はい」

　運転手は返事をするとアクセルを踏ふみ込んだ。渋じゆう滞たい気ぎ味みの道を、一路六本木へと走りだす。

　振り返ると、チエホフが息を切らしながらも、腕うでを伸のばしてタクシーを停めようと必死で叫んでいるのがリアウィンドウの向こうに見えた。

　天河は前に向き直った。

「……どうにか撤まけたな」

　とにかく、直接、父親に会って話を聞きたい。チエホフが同席したら、きっと煙けむに巻まかれてしまう――。

　天河はケータイを取り出し、電話をかけた。コール音が鳴なり始め、呼び出しを開始する。しかし、何度もコールしているというのに、一いつ向こうに父親は出ない。

（早く出ろ、早く出ろ……！）

　十回、十五回、二十回……。コール音だけがひたすら鳴り続ける。

「くそ、なにやってんだよ、親おや父じ！　こんなときに連絡が取れないなんてっ！」

　頭に来た天河はケータイを隣となりの座席に投げつけた。ケータイはバウンドし、コロンと座席に転がる。

　運転手がビクッと肩かたを揺ゆらし、それから何なに事ごともなかったように運転を続けた。

（たぶん、会社だと思うけど……）

　考えてみれば親子の間で一ヶ月以上会話をしていない。わざわざ電話をかけるほどの用事もなかったし、できれば向こうからかけてきてほしくないとさえ思っていた。

　そういえば、最後に顔を合わせたのはいつだったか。電話だけではなく、何年も前から会うことすら避さけていたから、はっきりしない。

（あーっ！　もう！　だからってこんなときに狙ねらったように音信不通になるなんて、ひどいじゃないか！　なに考えてんだよ、親父！）

　ひとりイライラしていると、車が減速し路ろ肩かたに停まった。いつのまにか目的地に着いていたようだ。巨大な複合ビルが集まる敷しき地ちにある広場の、シンボルツリーの前である。

「着きましたよ」

　後部座席のドアが開き、むわっとした夏の外気が流れ込んでくる。

　天河は財さい布ふを取り出し、それから中を見て唖あ然ぜんとなった。まともな現金がない。ホテルで使い果はたしてしまったようだ。

　仕し方かたがないので、天河はカードで清せい算さんしてもらうことにした。

　カードを受け取った運転手は読み取り機にカードを差し込み操そう作さを始める。しかし、すぐに首をひねった。

「お客さん、これ……申もうし訳わけありませんが、使用停止になっているようですので使えません」

「なんでだよっ、ゴールドカードだぞ、これ」

　そんな馬ば鹿かなことがあるはずない。

　天河はヤケになって、もう一度読み取ってくれるよう頼たのんだ。

　しかし、読み取り機は何度やってもエラーが出てしまう。

「ゴールドでもなんでも、使えないものは使えませんね」

　運転手は苦にが笑わらいでカードを突き返してきた。天河はあらかさまにムッとする。

「機械がおかしいんじゃないか？　オレのカードが停まるわけがないだろう」

　すると、運転手は一気に不ふ機き嫌げんな顔になった。

「お客さん、いい加か減げんにしてくださいよ。本当は自分のカードじゃないんじゃないですか？　もしかして、はじめから無む賃ちん乗車するつもりだったとか」

　自分のカードじゃない――その意味を感じ取り、天河の頭にカッと血が上った。

「なんだと！　オレがカードを盗ぬすんだっていうのか！」

　思わず運転手の肩を摑つかむ。

　そのとたん、運転手は天河の顔を睨にらみつけ、「警察呼びますよ！」と怒鳴った。

「け、警察？」

　怯ひるんだ天河に運転手はさらにたたみかける。

「乱暴するなら、通報しますよ。嫌いやなら大人おとなしく払はらってください」

「……」

　天河は手を離はなし、後部座席に腰こしを沈しずめ、顔を伏ふせて考え込んだ。

「……仕方ねえな」

　やがて、放り投げてあったケータイを摑み上げ、チエホフに電話をかけた。今、助けを求もとめられるのは彼しかいない。

　おそらくケータイを握にぎり締しめていたのだろう――ワンコールで、すぐにチエホフが電話に出た。

『ぼっちゃま！』

　心配そうな声が耳に飛び込む。

　その瞬しゆん間かん、ホッとしてしまった自分が、天河はなんだか情なさけなかった。

「あのさ、チエホフ……」

　天河は状況を説明し、彼に来てもらうことにした。

　チエホフは落ち着いた様よう子すで「すぐに向かいます」と言うと、電話を切った。

　しばらくすると、後ろにもう一台のタクシーが到着し、チエホフが降りてきた。チエホフが天河の乗るタクシーの運転手に運賃を払うと、相手は無ぶ愛あい想そうに走り去さった。

「ご無ぶ事じでなによりでございます」

　チエホフは心しん底そこほっとした表ひよう情じようで頭を下げた。

「それよりチエホフ、このカードが使えなくなってるんだ。どうなってんだよ！」

「ああ、それは……旦だん那な様の口座が破産により凍とう結けつされたのです。ですので、自動的にカード類の使用も停止されております。ぼっちゃまのカードは旦那様の家族カードですから」

　チエホフは沈ちん痛つうな面おも持もちで事実を伝えた。

「あのバカ親父、直接会って文もん句く言ってやる！」

　天河は一いつ刻こくも早く父親に会おうと会社のある巨大複合ビルに向かって歩き始めた。しかし、チエホフがそれを止める。

「ぼっちゃま、旦那様の会社には近づかないほうがよろしいかと……」

「なんでだよ」

「マスコミが会社の周りにおりますので」

「マスコミ？」

　天河はすぐにケータイを取り出し、確認する。

　数あるニュースの中に父親の会社の倒産ニュースを発見することができた。

「オレの知らないうちに、なんでこんなに世間に知れ渡わたってんだよ」

「旦那様がいらっしゃらないので、今、副社長以下、役員たちが対応に追われているようです……そのようなところにぼっちゃまが乗り込まれても、お邪じや魔まになるだけかと」

　つまり、行っても役立たずな上、父親の失しつ踪そうを天河が責せめられる――ということか。

「オレのせいじゃねーっつーの……ったく、あのクソ親父、逃にげてりゃケータイに出ないわけだ」

　落らく胆たんと同時に納なつ得とくし、天河は大きくため息をついた。

「ぼっちゃま、お気を落とさずに」

「気なんて落としてないさ、ただ呆あきれてんの、あのバカ親父に」

（あー！　もう、最悪！）

　天河は頭を掻きむしった。

「これじゃあ、どこにも行けないじゃないか」

　今まで湯水のように使っていたお金がない。こんなことが起こるとは、天河はまったく想像もしていなかった。しかし、それは現実に起こってしまったのだ。

「あ！　ホテルの代金どうしよう！　あいつらになんて言い訳すりゃいいんだよ！」

　ホテルの代金が未み払ばらいであること、クラスメイトを残したままでいることを思い出した天河は一気に冷ひや汗あせが出た。

「それはご心配に及およびません」

「へ？」

　聞けば、ホテルの精算もチエホフが立て替かえて済すませてくれたという。

「ご学友の皆みな様さまには、おじい様が危き篤とくのため、ぼっちゃまはすぐそちらに向かわれました、と言って、お引き取り願いました」

「そんな噓うそ……」

「ええ、これだけ世間に騒さわがれてますから、すぐにバレるでしょうが……」

　天河に祖そ父ふや祖そ母ぼはいない。調べればすぐにわかることだ。おまけに母親は九年前に家を出て行ったきり。

　天河の母親は、彼の小学校の入学式の日に失踪した。原げん因いんはわからない。父親はなにも語らないし、天河もそれは聞いてはいけないような気がして、今まで聞いたことがなかった。

　母親が恋こいしくないといえば噓になるが、望のぞんでも帰ってこないものにいつまでも執しゆう着ちやくできるほど純じゆん粋すいでいられなかった。そしていつしか、母親がいない生活が当たり前になっていた。

　しかし、母親に続き父親まで失踪されるとさすがに平気ではいられない。精神的にも金銭的にも、未成年の天河は窮きゆう地ちに陥おちいったといっても過か言ごんではない。

（これって……）

　天河はだんだんとこの状況が摑めてきた。そして、ある言葉が脳のう裏りに浮うかんだ。一生使うことはないと思っていた、ある言葉が。

『一いち文もん無なし』

　その言葉が天河の頭の中を埋うめ尽つくしていく。

（うあああああ！　嫌だあああああ）

　天河は頭を抱かかえて道路に座すわり込んでしまった。

「ぼっちゃま……」

　チエホフは天河の落ち込む姿すがたに、かける言葉が見つからない。

　父親の失踪に、破産。

　これだけのことが一気に起これば誰だれでもパニックになってしまうだろう。しかも、天河はまだ十六歳。いつもは生なま意い気きなことを言っていてもまだまだ子こ供どもなのだ。

「……オレ、どこに行けばいいんだ」

　天河は弱よわ々よわしい声でつぶやき、チエホフを見上げることしかできなかった。
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　天河は再ふたたびタクシーに乗って移動していた。

　おとなしくチエホフについて来てしまったが……しばらく走ると、窓まどの外の景け色しきからして、行き先は渋しぶ谷や方面だということだけはわかってきた。

「もう少しで着きますよ」

　チエホフの言葉通り、タクシーは数分ののちに停車した。

　車を降りた天河は目の前にそびえ立つ古びた建物を見上げた。

　ここは青あお山やまの住宅街の一角。建物の壁かべはレンガ造づくりで蔦つたが絡からみ付いている。映画に出てきそうな重じゆう厚こうで雰ふん囲い気きのある建物だ。

「さあ、こちらです」

　チエホフに促うながされて玄関に歩み寄ると、玄関横にプレートを発見した。そこには紋もん章しようのようなマークと社名が書かれていた。

「バトラーシステム？」

「はい。ここは私が経営する執しつ事じ派は遣けん会社バトラーシステムでございます」

「経営？　社長なの、チエホフが？」

　天河が目を丸くして質問すると、チエホフはこくりとうなずいた。

「私の五十歳の誕たん生じよう日びに設立致しました」

　チエホフの説明によると、チエホフはずっと優ゆう秀しゆうな執事を育ててみたいという願望があったらしい。それを天河の父親に話したところ、その夢に賛さん同どうし、出しゆつ資ししてくれたというのだ。

「なんで言ってくれなかったんだよ！」

「大人の事情を話すのはよくないと思いまして。それに、私は執事でございます。社長業と執事の仕事は別物と考えております。ですので控ひかえていたのです……」

　チエホフは申し訳なさそうな表情で天河を見つめた。

「……なんだよ、それ」

　天河はぶすくれた顔でうつむく。

「ぼっちゃま――ひとまず、お入りください」

　チエホフが玄関ドアを開ける。

　中に入った天河は、開口一番、悪あく態たいをついた。

「うわ……汚きたない！　狭せまい！　古い！」

「ぼっちゃま、それは……せめてノスタルジックと言ってほしいですね」

　ノスタルジックとチエホフは言うが、はっきり言って誰が見てもボロい建物だった。

「まあ、確かに古い建物で不便なこともありますが、青山という一等地にあって、このボロさでしょう？　おかげで家賃が安くて助かってます」

　玄関の床ゆかはタイル張りでいくつかヒビが入っているし、まっすぐ伸びる廊ろう下かは板張りで、まるでクワガタの背中のような色をしていた。しかも、明らかに違ちがう色の建材で修理された跡あともあるから格かつ好こうが悪い。

　廊下の途と中ちゆう途中には木製の扉とびらがあり部屋がいくつかあるのがわかった。よく見れば、その扉に取り付けられたドアノブはガラス製で、年代物のせいか輝かがやきがなく、どことなくくすんでいる。全体的に室内が薄うす暗ぐらく感じるのは、天てん井じようにある蛍けい光こう灯とうがぼうっと光っているからだろう。

　なんでもっとピカッと光る照明にしないんだろう。そんなことを考えていると、廊下の隅すみを歩く小さな家蜘ぐ蛛もを発見してしまった。

（げげっ、蜘蛛がいる）

　思わず顔をしかめてしまった天河である。虫というのは外にいるもので、家の中で見るものだとは思っていなかったのだ。

「さ、お上がりください」

「あ、ああ……」

　天河は靴くつを脱ぬぎ、来客用のスリッパに履はき替える。

　玄関からまっすぐ伸びた板張りの廊下を進むと、やがてリビングにたどり着いた。

「ここは社員たちが食事やミーティングをする場所です」

　南向きの部屋はとても日当たりがよく明るい。

　広々としたリビングには大きい楕だ円えん形けいのテーブルがあり、ラフな私服姿の三人の青年が座って話をしていた。その中のひとりは金きん髪ぱつの外国人だ。

　チエホフの姿が見えると、彼らはにこやかに挨あい拶さつをした。












「おかえりなさい、江え古こ田ださん」

「なに、そいつ、新入り？」

「ｏｈ、ニューフェイス！」

「ああ、みなさん、お揃そろいのようですね」

「誰？」

　天河は言って、じろじろと三人を見回した。

「彼らは我わがバトラーシステムの所属執事です。こちらから、梶かじ総そう司じ君、高たか邸やしき烈れつ君、ウィリアム・ロレンス君です」

「こんにちは、梶です」

　梶と名な乗のった青年がやさしげに微笑ほほえむ。うなじを隠すくらいの長さの髪、少しのんびりした口調。おっとりとした印象が身体全体から漂ってくる。

「ハロー、ロレンスです。よろしくー」

　金髪でタレ目の眼鏡めがねの青年も軽く会え釈しやくをしてくれた。

「俺おれは高邸だ。それにしても、まだ若いな……家出少年でも拾ったのか、チエホフ」

　高邸と名乗った青年はがっしりとした体格で、ハードになりすぎないパンクファッションで身を固めている。興きよう味み津しん々しん、無ぶ遠えん慮りよに天河を見つめてくる。その視し線せんに天河はちょっとかちんときた。

　チエホフはあわてて、首を振った。

「いえ……スカウトしてきたのではありません。こちらの方は、私がお仕つかえしている天てん上じよう家のぼっちゃまです」

「へ～、ぼっちゃまかぁ……」

　高邸は感心したようにつぶやいたが、次の瞬間、ロレンスが目を丸くした。

「えっ？　その家って、ＩＴの？　けど確か今日、潰つぶれたんじゃ――」

　天河はぐっと拳こぶしを握り締めた。チエホフも黙だまり込んでしまい、部屋の中は一気に気まずい雰囲気になってしまった。

「あ、ごめん……」

　ロレンスは申し訳なさそうに目を伏せる。

「とにかく、事情はあとで説明します。とりあえず、ぼっちゃまは今日からここに住むことになりましたので、みなさん、仲良くしてくださいね」
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「それでは、ぼっちゃまのお部屋に案内します」

　チエホフは天河の意見を聞かず、さっさと事を進めていった。いつもなら「ぼっちゃま、ぼっちゃま」と、必ずご機嫌うかがいをして、天河のいいように取りはからってくれるのに。

（こんなことは初めてだ）

　だが、天河は文句を言う気力さえ起こらず、チエホフのあとについて三階へ上がった。

　三階は一階同様板張りの廊下があり、窓のある廊下沿ぞいに各部屋のドアが並ならんでいる。

　そのひとつ、３０２号室の前でチエホフは止まり、ドアを開けた。

「ここがお部屋になります」

　その部屋には家具がまったくなかった。カーペット敷じきの六畳じよう間まにあるのは、隅に畳たたまれた布団ふとん一式だけ。

　が、あと、ひとつ。布団の横に見み覚おぼえのあるヴァイオリンケースが置いてあった。

　思わず天河は、そのケースに駆かけ寄る。

「オレのヴァイオリン……」

　なつかしい友に再会したかのように、天河はヴァイオリンケースを抱きしめる。その重みに少しだけホッとする。

「でも、なんでここに……」

「旦那様がぼっちゃまの誕生日に間に合うようにと、メンテナンスに出しておられたのです」

「親父のヤツ……」

　七月に入ってからは一学期の期末試験で忙いそがしく、しばらくヴァイオリンに触ふれていなかった。終業式が終わるとそのままホテルに直行したため、知らなかったのだ。弾ひきたくなったら、チエホフに持ってこさせればいいと思っていたし。

「他の財産はすべて差し押さえられましたが、これだけは工房にメンテナンスに出していたため、無事だったのです」

「これだけ……」

　ヴァイオリンの名器、ストラディバリウス。

　大人用のヴァイオリンが持てるようになったお祝いわいにと、小学五年生のときに父が買ってくれたものだった。他にはなにも残っていない。お気に入りのゲームも、本も、ＣＤも。手元に残った私し物ぶつはこのヴァイオリンだけ。そのことに、改あらためて天河はひやりと背中が冷つめたくなる。

　天河はいっそう強く、ケースを抱きしめた。

「ヴァイオリンは今け朝さ、私が引き取りに行きました。そしてお屋や敷しきに帰ったときには……」

　家に帰り着いたチエホフは、天上家が差し押さえにあったことをそのときに知ったそうだ。

「私もびっくりしました、まさか短時間の間にあんなことになっていようとは」

「それじゃあ、チエホフもなにも知らなかったんだ」

「はい。なにも知らされてはおりませんでした」

　扉の前に立ったままのチエホフはつらそうに目を伏せる。

「……――」

（親父のヤツ、なに考えてんだ！　俺とチエホフにこんなに迷めい惑わくかけて本当に最低だ）

　再び父親に対する怒りがこみ上げてきた。

　と、そこへ、ロレンスの声が階下から響ひびいてきた。

「チエホフーっ、電話だよー」

「はい、すぐに行きます」

　チエホフはドアを開けて返事をする。

「電話が終わったら戻ってきますので」

　が、立ち去ろうとしたチエホフの手を、駆け寄った天河が強く摑んだ。

「ぼっちゃま？」

「……あいつらにチエホフって呼ばせてんのか」

「え？」

　なにを言われたのかよくわからない、といった顔で首を傾かしげるチエホフに、天河はさらに詰つめ寄った。

「さっきの、高邸とかいうヤツもチエホフって呼んでた」

　子供じみた軽いやきもち。もやもやとした感情が、天河を不ふ愉ゆ快かいにさせる。

「ぼっちゃまがつけてくださった愛あい称しようだという話を以前、みんなにしたことがありまして……。それから私をそう呼ぶ社員が増えたんですよ」

　天河の不機嫌そうな様子に、チエホフは戸と惑まどってしまう。

「チエホフーっ、電話どーすんの？　いったん切る？」

　気まずい雰囲気の中、階下から催さい促そくの声が聞こえてくる。

「ぼっちゃま……」

　チエホフは困こまった表情を浮かべ、決して手を振りほどこうとしない。

　自分を傷きずつけまいとするその姿に、天河は我われに返った。

「……行けよ。オレのことはいいから」

「ぼっちゃま……」

「早く行けよ」

　半なかば追い出すようにチエホフを締め出すと、天河はドアを乱暴に閉めた。

（もういい。今日は寝よう）

　捨すて鉢ばちな気分のまま、布団を敷く。

「なんだ、この掛かけ布団。綿なのか。重いな……それに敷布団は薄くて硬かたいじゃないか」

　自分の部屋の――今はもう自分のではないけれど――ふかふかのベッドと軽い羽う毛もう布団とは雲うん泥でいの差だ。

　なんだか、惨みじめな気持ちで布団にもぐり込む。膝ひざを抱えてダンゴムシのように丸まると、少し落ち着く気がした。だが、ひとりになって思い出すのは情けないことばかりだ。そう思うとやるせない気持ちになってきた。

「あー、もうっ」

　天河は布団を跳はね除のけ、がばっと立ち上がり、枕まくらをむんずと摑んだ。そしてそれをカーペットに叩たたきつけると思い切り蹴け飛とばした。枕は壁に激突し、虚むなしく落下する。

（なんなんだよ……！）

「……オレだけ仲間はずれかよ」

　父親の会社がヤバイことも知らなかった。

　チエホフが会社を持っていたことも、知らなかった。

　結局、なにも知らずにお気楽に暮くらしていたのは自分ひとり。

（オレは天上家のひとり息子むすこなんだぞ！　それくらい教えてくれてもいいじゃないか！）

　今までないがしろにされていたのが悔くやしい。しかも、父親の会社の倒産という、最悪の事態が起こらなければ、自分はこれからもなにも知らず、蚊か帳やの外だったのだ。

　――気がつくと、部屋は茜あかね色に染そまっていた。

　いつのまにか夕方になっていたのだ。部屋の中は薄暗く、いっそうさびしさが募つのる。

　今日一日で天河をとりまく環境は激変した。この部屋は自室のウォークイン・クローゼットの半分もない。そんな部屋に住むことになるとは誰が考えただろうか。

　この世の終わり。そんな気分だ。

　天河は部屋の電気をつけないまま、ヴァイオリンケースに手を伸ばす。

　そっとケースを開けると、中身をじっと見つめた。

（これを売れば、すぐに金が作れるのに……親父のヤツ、なんでそうしなかったんだ？）

　借金がどのくらいあったのかはわからないが、世界のどこでも高値がつく、高価なヴァイオリンだ。売ればなにかの足たしにはなっただろうに。

（親父のヤツ、オレに気を使って……？）

「まさか」

　天河は鼻はなで笑い飛ばす。

　あの父親がそんなこと考えているはずがない。そう思いたかった。

　父親が道どう楽らくで与えたおもちゃ。そう思えば叩き売ることにためらいなどなくなる。

（明日にでも売りに行くか？　そうすれば）

　おそらく、二～三億円は手に入る。今の天河にとっては夢のような大金だ。

　天河が所有する『ストラディバリウス』とは、ヴァイオリン職人のアントニオ・ストラディバリが約三百年前に製作したものである。彼が製作した楽器にはラテン語で名前と製作年の銘めいがあり、そこから『ストラディバリウス』と呼ばれるようになった。ヴァイオリンの他にもヴィオラやチェロも製作しており、彼の楽器は独どく創そう性せいにあふれ、一六世紀に登場したヴァイオリンの基本設計に影えい響きようを与えたといわれている。

　さらに、彼の楽器はどれも優秀で約三百年経たった今でもその音ね色いろが褪あせることはない。そんな、ストラディバリウスは収集家やヴァイオリニストの羨せん望ぼうの的であり、本物がオークションに出品されれば軽く数億円の値がついてしまうのだ。

（そういえば……）

　天河はこのヴァイオリンをプレゼントされたときのことを思い出した。

　いつもは帰りの遅い父が、その日は珍めずらしく早く帰ってきた。

　天河は内心うれしかった。が、それを表には出さなかった。結局は父親と顔を合わせるのが気き恥はずかしくて、自室に閉じこもってヴァイオリンの練習をしていた。すると、父親が珍しく部屋にやって来て、そわそわした仕草でヴァイオリンケースを天河に差し出したのだ。

『大人用を使えるようになったお祝いだ』

　中には、ストラディバリウスが納おさまっていた。

『ちゃんと練習しないと質屋に入れちまうからな』

　そう言うと、父親は照てれたような顔で去っていってしまった。

「お互たがい、素す直なおじゃなかったよなー」

　天河はついつい、思い出し笑いをしてしまう。

　それから急に我に返り、苛いら立だたしさと情けなさの入り交まじったつぶやきを落とした。

「今、どこにいんだよ、クソ親父……」

　ヴァイオリンケースに背を向け、ごろっと横になる。

　今なら、父親と話したいことがたくさんある。

　倒産のこと、チエホフのこと、そして……母親のこと。

　しかし、どうすれば父親を見つけられるのだろう。

　心当たりがまったくない。

　父のお気に入りの店、親しかった友達、信頼していた社員――。そんなものに、天河が興味を持ったことなど一いつ遍ぺんたりともないのだから。

　願わくば、目が覚さめたら、すべていつも通りでありますように。

　再び布団にもぐり込み、ぎゅっと目を閉じる。

　でも、もし、明日あしたがこの悪あく夢むの続きだったら……。

　そう思うと涙なみだが出そうになった。

　そして、天河は涙をこぼすまいと、さらにきつく目を閉じたのであった。
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　気がついたとき、天てん河がは差し押さえられたはずの自宅のダイニングで朝食を摂とっていた。

　焼きたての厚切りトーストにたっぷりのバターを塗ぬり蜂はち蜜みつをかけて頰ほお張ばる。その瞬しゆん間かん、上質な小麦の香りが口の中に広がった。次にふわふわに盛もられたスクランブルエッグ、ドイツ直輸入のソーセージ、カリカリベーコンを次々口に運んでいく。

　それは、いつもと変わらない朝食風景だった。

「やっぱり、あれは……」

　財産差し押さえも天てん涯がい孤こ独どくになってしまったことも、すべて夢だったんだ。そう、天河は信じた。なぜなら、今、自分は自宅で朝食を摂っている。これが現実であって、あれは悪あく夢むだったのだ。

　天河は朝食を堪たん能のうし、満足げに息をつく。

　と、そのとき、ダイニングのドアを叩たたく音が聞こえてきた。

「誰だれだ？」

　しかし、相手の返事はなく――ドアは叩かれ続けている。

「うるさいな。チエホフ、開けてやれよ」

　が、チエホフの姿すがたはどこにも見当たらない。

「ったく……」

　仕し方かたがないので天河は席を立ち、ドアノブに手をかける。

「……うあああああ！」

　ドアを開けた瞬間、「差し押さえ」と書かれた何百枚……いや、何千枚、何万枚という紙が強風とともに部屋の中になだれ込んできた。大量の紙は家具や装そう飾しよく品に突とつ進しんし、張り付いていく。挙あげ句くの果はてには天河の身体からだにさえベタベタとくっついてきた。

「なんだよ、これ！　チエホフー！　チエホフはどこだ!?」

　天河は力の限り叫さけぶ。しかしチエホフはおろか誰も助けに来る気け配はいはない。

　紙が口まで塞ふさぎ始め、息が苦しくなってきた。

（嫌いやだあああ！　このままだと死ぬー）

　意識が朦もう朧ろうとしてくる。死を覚かく悟ごした瞬間――。

　ドンドン！　と鮮せん明めいにドアを叩く音が耳に入ってきた。







「――っ！」

　天河はハッと目を覚ました。全身汗あせでびっしょりだ。

　半はん身しんを起こし、あたりを見回すと、そこはバトラーシステムの部屋だった。

　一ひと晩ばん寝ねても、なにも変わらない。貧ひん相そうな六畳じよう間まだ。

（あれは夢……そしてこれが現実）

　天河は深いため息をついた。

　悪夢から覚さめたのはいいが、覚めれば覚めたでつらい現実が待っている。どちらが幸せだろうと考えて自じ嘲ちようしてしまう。

　そんなことを考えている間にも、ドアを叩く音は一いつ向こうに収おさまる気配はない。

「んー……」

　不ふ機き嫌げんな顔で起き上がると、天河はドアを開けた。

　そこには笑え顔がおのロレンスが立っていた。

「グッモーニング、テンガ。わ、髪かみの毛、はねまくってるよ」

「は？」

　天河はムッとした顔で、髪を手て櫛ぐしで整ととのえる。しかし、猫ねこっ毛けの髪は言うことを聞いてくれずにはね放題だ。

「朝食、片かた付づかないから早く食べちゃって、って。レツが」

　ロレンスはそれだけ言うと、階段を下りていった。

（そういえば腹へったな）

　昨夜ゆうべなにも食べずに寝てしまったから、胃いの中は空からっぽだ。お腹なかと背中がくっつきそうなくらいペコペコだ。

（なにか着き替がえ……）

　服を着たまま寝たことを思い出し、天河はきょろきょろと狭せまい部屋の中を見回した。クローゼットがあったので開けてみたが、ハンガーをかけるバーがあるだけでなにもなかった。ここはホテルではないので、パジャマやバスローブが用意されているわけがない。

（このオレが二日続けて同じ服を着るなんて――）

　仕方がないので昨日きのうの服のまま、天河は階下に下りていった。







　昨日案内されたリビングに向かうと、ロレンスが席に着き、食後のお茶を飲んでいた。

「テンガ、やっと下りてきたね」

「……――」

　天河はロレンスから目を逸そらし、彼の向かい側の、できるだけ離はなれた位置に座すわった。

　いつもなら、席に着いたとたん、すかさずチエホフが朝食を運んできた。

　しかし、チエホフは来ない。

「チエホフは？」

　こうなったら、ロレンスに尋たずねるしかない。

「さっき出かけたよ。テンガの家のことで、いろいろやることがあるみたい」

「……――」

（家のこと……）

　天河にはよくわからないが、いろいろと面めん倒どうな片付け事が残っているのだろう。

（バカ親父おやじの尻しり拭ぬぐいしてるのが容よう易いに想像できるぜ）

　失しつ踪そうした父親のことを思うと、本当にムカムカする。今からでも探しに行きたいくらいだ。

　しかし身体は燃料切れで、元気に動けそうにない。

「腹へった～。朝食まだ出てこないの？」

「ああ、レツに声をかければ出してくれるよ」

　そう言うと、ロレンスは親切にキッチンに向かって天河の朝食を頼たのんでくれた。

「あいよ」

　キッチンから高たか邸やしきの声が返ってくる。

「いちいち、声かけるなんて面倒くせぇ」

　天河は不満そうに椅い子すにふんぞり返る。

「バトシスの人たちはみんな食べる時間がまちまちだから、声をかけて用意してもらうんだ。ちなみに朝食は基本的に九時までだからね。レツがいないときは各自で朝食を摂るんだ。レツのスケジュールは壁かべに貼はってあるから確認しておいてね」

「ふーん」

　天河はますます面倒くさいと思った。

（専属シェフ雇やとえばいいじゃん。チエホフ、ケチだな）

「今日はチエホフに頼まれたから起こしたけど、明日あしたからはちゃんと自分で起きて朝食を摂るんだよ」

　ロレンスが「チエホフ」と気軽に口にしたことに少しムッとしたが、それはともかく。

「えっ！　朝、起こしてくれないの」

「え？　小さい子こ供どもじゃないんだから、当たり前じゃないか、そんなの」

　ロレンスが不ふ思し議ぎそうな顔で答える。

「……――」

（庶しよ民みんって面倒くさい暮くらししてんだな……）

　天河は大きくため息をついて、テーブルに頰ほお杖づえをついた。

　そうしてだらけていると、いきなり頭をコツンと叩かれた。

「！」

「はいよ、お待ちかねの朝食だぜ。はらぺこ坊ぼう主ず」

　声がしたほうを見ると、四角いお盆ぼんを片方の手に乗せた高邸が立っていた。

「いちいち、叩くなよ」

「悪い、悪い」

　笑いながら言って、高邸はお盆をテーブルの上に置いた。

　お盆に乗っていたのは、ごはんに漬つけ物もの、わかめと豆とう腐ふの味み噌そ汁しる、たまご焼き、きんぴらごぼう。それらは実に日本人らしい一般的な朝食であるといえるのだが。

「これが朝食？」

　と天河は眉まゆ根ねを寄せた。

（随ずい分ぶん、貧相だな）

　ごはん、味噌汁、たまご焼きは湯ゆ気げが立っている。が、漬物は別として、冷ひえたおかずがあった。きんぴらだ。

　天河は確かめるため、指先できんぴらの小こ鉢ばちを触さわってみた。

「……あったかくない」

「ああ、そのきんぴらは昨日の夕飯のあまりなんだ。だけど、きんぴらは作りたてより一晩経たったほうが味が染しみてうまいんだぜ」

（昨日の残り物！）

　天河の好みはアメリカン・ブレックファーストだった。毎日できたてのものばかり食べていた天河は、まさか残り物が出てくるとは思っていなかったのでショックを受けた。

（これを食くわないといけないのか……）

　本当はあまり食べたくないが、お腹の虫がぐーぐー鳴ないている。今は好き嫌きらいをいっている場合ではない。

　天河はおそるおそる、きんぴらを箸はしで摘つまんでみた。犬のようにくんくんと臭においを嗅かぎ、異い臭しゆうがしないことを確認してから食べてみる。

　口の中にキンピラの甘あま辛からい味が広がる。確かに美お味いしかったが、昨夜のあまりものだと思うとそれ以上食べる気になれなかった。そう思うと、お腹がすいているはずなのに、ごはんも味噌汁もたまご焼きも漬物も食べる気が起こらない。

「いらない」

　天河は箸を置き、お盆を遠ざけた。

　その態度に高邸の目が吊つり上がる。

「おい、ちゃんと食え。ひとが真ま心ごころこめて作ったメシなんだからよ」

　遠ざけられたお盆を戻し、天河が置いた箸を摑つかんで差し出す。

「今までどんな食事をしてきたか知らないが、俺おれはそれらに負けるような食事を出してるつもりはねえ。文もん句くなら全部食ってからにしてもらおうか」

　天河は座ったまま高邸を見上げて、睨にらみつけた。

「こんな犬の餌えさみたいな食事、食べられるか」

「なんだと！」

　高邸は激げつ昂こうし、テーブルに手をついた。その衝しよう撃げきで食器がガシャンと派は手でな音を立てて飛び上がる。

「おまえ、残り物出すなんて最低の料理人だな。うちのシェフはそんなこと一度だって――」

「てめえ、何なに様さまのつもりだ！」

　高邸が天河の肩かたを突く。

「痛いてーな、オレに触んな！」

　天河は立ち上がり、高邸を思い切り殴なぐりつけた。

「こいつ！」

　高邸も負けじと殴り返す。

「やったな！」

「ああ、やられたらやり返す主義なんでな」

「……てめぇ！」

　ついに殴り合いのケンカになってしまった。

　それまでおろおろと成り行きを見守っていたロレンスは大あわてになり、急いで席を立つとふたりの間に割って入った。

「ストップ、ストップ！　ふたりともやめなよ！」

　なんとかケンカをやめさせようとするが、高邸の肘ひじが肩に当たり、ロレンスはとばっちりを受けて壁かべ際ぎわに突き飛ばされてしまった。

　そんなことにも気がつかず、ふたりは殴り合いを続けている。

「もう、いい加か減げんにしてよ！」

　ロレンスは肩をさすりながら立ち上がり、眼鏡めがねのズレを直した。

　天河と高邸はお互いの胸むな倉ぐらを摑んで睨み合っている。

（なんで、こんなヤツに殴られないといけないんだ！）

　天河はムカついてしょうがなかった。

　会社が倒とう産さんしなければこんなヤツらと付き合わなくてもよかったのに、どうしてオレばかりがこんな目に遭あわなければならないんだ。

　と、そのとき。怒ど鳴なり声が響ひびいた。

「なにをやっているんだ！　馬ば鹿か者が！」

　天河と高邸は驚おどろき、リビングの入り口のほうに視線を向ける。

　そこには、ビシッとスーツを着た精せい悍かんな顔つきの四十代前半とおぼしき男が立っていた。

「ミスター・マミヤ！　いいところに来てくれました」

　ロレンスがホッとした顔になる。

「怪け我がでもして仕事に支し障しようをきたしたら、どうする」

　間ま宮みやは摑み合うふたりに近づき、交こう互ごに睨みつける。

「でも、こいつが俺の料理を侮ぶ辱じよくしたんだ！」

　と、高邸は興こう奮ふん気味にケンカの発ほつ端たんを話す。

　間宮は眉み間けんに一いつ瞬しゆん皺しわを寄せると、まず高邸に言った。

「高邸君、君はどうも血の気けが多いようだね。少しは冷静になるということを覚えたほうがいい。こんなことで激昂していてはいかなる事態にも対応できる執しつ事じになどなれないぞ」

「……チッ」

　舌した打うちし、高邸は天河の胸倉をバッと突き放した。

　天河もその拍ひよう子しに高邸から手を離す。

「君が天河君か。事情は江え古こ田ださんから聞いているよ」

「……――」

　天河は黙だまって間宮を見つめた。

「その様よう子すだと、まだ拗すねているようだな。いい加減甘えるのはよしたらどうかね、子供じみた行動は見苦しいぞ」

（なんだ、このおっさん！　偉えらそうに説教しやがって）

　天河はキッと間宮を睨みつける。しかし、間宮は怯ひるむ様子はない。

「怪我はない？　テンガ」

　黙り込んでしまった天河を心配して、ロレンスが声をかけてくれた。が、天河はそのまま黙って出て行ってしまう。

（どいつもこいつも気に入らねえ！）

　天河は乱暴な足取りで階段を上り、３０２号室に戻った。

　敷しきっぱなしの布団ふとんに寝転び、天てん井じようを見つめる。

　しばらくそうしていると……お腹がぐーっと鳴った。

　結局また食べることができなかった。

　ここにいたら、一生なにも食べられないような気がしてくる。

「やってらんねえ……そうだ！」

　天河はいいことを思いついた。

　こんなところにいるから、ろくな食事が出てこないのだ。

　だったら、クラスメイトに奢おごってもらえばいい。

「今までさんざん奢ってやったんだ、たまにはお返ししてもらわないとな」

　そうと決めたら、もうこんなところに用はない。

　天河は起き上がり、手櫛でなんとか髪を整えると部屋を出た。服は昨日と同じものだが、仕方がない。

　廊ろう下かを忍しのび足で歩き、極きよく力りよく誰にも見つからないように注意する。

　幸さいわいなことに、二階の廊下にも一階の廊下にも誰もいなかった。

（よっしゃ！　これで美味しいものが食えるぜ！）

　これ幸いと玄関に向かった天河だったが、玄関先になぜか肝かん心じんの靴くつがなかった。

「おっかしいなー」

　靴箱を開け、探していると、外から足音が聞こえてきて玄関ドアが開いた。

（やばっ）

　びくっと肩を震ふるわせ、ばつの悪い顔で見上げると、そこには梶かじが立っていた。

「あれ、天河君じゃないですか。お出で迎むかえとはうれしいですね。ちょうどよかった、ここにある靴を全部磨みがいてください」

　梶がさわやかな笑顔を向けてくる。

「なんで、オレが――」

　と突っかかりかけたとき、運悪く間宮がリビングから出てきて、こちらへやって来た。

「あ、間宮さん。今、天河君に靴磨きをしてもらおうと思っていたんですよ」

「それはいい。靴磨きは執事の仕事の基本中の基本だからな」

「はあ？　なんでオレがそんなことやんなきゃいけないんだよ」

「靴磨きは心磨き。靴が綺き麗れいな人ほど心が誠せい実じつで綺麗だと言われることもある。靴磨きができない人間は心がすさんでいるということだ」

　間宮に怖こわい顔で近寄られ、少しだけ背中が反そり返ってしまった天河である。

「けど、オレは……」

「ほう、では君の心はやはり曇くもっているというわけだな。まあ、あんなことがあったんだ、無理もな――」

　天河は間宮の言葉を遮さえぎり、憤ふん然ぜんと立ち上がった。

「やってやるよ！　やればいいんだろ！」
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「靴磨きくらいやってやるさ！」

　と、息いき巻まいたものの。

「……――」

　天河は目の前に並べられた道具たちをただ茫ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　おぼっちゃま育ちでこれまで靴磨きなどしたことがないので、どうやっていいのかわからないのだ。

「天河君」

　梶は苦く笑しようすると、困こまっている天河に助け舟を出してくれた。黒の革靴の片方を手に取り、手早く作業を始める。

「靴磨きはこうやるんですよ」

　まずは布で表面についた靴の泥どろなどを拭ふき取る。そして次にブラシを手に取り、縫ぬい目などの溝みぞに詰つまっている汚れを掻かき出す。おおかた掻き出し終わると、丸い小こ瓶びんのようなケースに入った黒いクリームを布に取る。

「これが靴くつ墨ずみ。靴の種類に合わせていろんな色や種類があります」

　梶はクリームをつけた布で靴全体を拭いてみせた。

「靴墨が靴全体に行きわたったら、今度は綺麗な布でそれを塗りこめるように磨きます」

　靴墨を塗った靴を布で磨くと、今まで鈍にぶく光っていた革靴がピカピカに光りだした。

「すごい……」

　思わずつぶやいてしまい、天河はすぐに口を閉じたが、

「でしょ？　ピカピカになるでしょう。この瞬間がたまらなく気持ちいいんです。しかもこうやってこまめに手入れをすれば靴が長持ちするんですよ」

　梶は気にする様よう子すもなく笑顔で答える。

　思えば、自分の靴はいつもピカピカだった。

　それが当たり前だと思っていたが、魔法でそうなっていたわけではなく、誰かがやってくれていたのだ。きっとチエホフが磨いてくれていたのだろう。

「やってみてください」

　梶はそう言うと、もう片方の靴を天河に差し出した。

　天河は梶が示しめしてくれた手て順じゆん通りに靴を磨いていく。

　その手つきはたどたどしいものだが、天河はいつのまにか真しん剣けんになっていた。

「靴墨って、くせー」

「我が慢まんですよ」

　梶と間宮は真剣な面おも持もちで天河の作業を見つめていた。

（……くそっ）

　自分の運命を呪のろいながら、天河は作業を続けた。

　梶の手て際ぎわに感心し、きれいになった靴を見たときはちょっとだけ楽しい気分になったのだが、やってみると地味でつまらないものだった。

　靴はきれいになるが、反対に自分の手がどんどん汚れていく。

（どうしてこんなことに……靴磨きなんて嫌だ）







　天河がなんとか一足目の靴磨きを終わらせると、間宮と梶は「あとは任まかせた」と奥に引っ込んでしまった。

　靴一足磨くだけでヘトヘトになってしまった天河は立ち上がり、放ほう心しんしたように玄関にたたずんだ。慣なれないことをしたいせいで、背中や肩がこってしまったのだ。

（オレ、なにやってんだろう……）

　クラスメイトのところに行こうという気力すら萎なえてくる。

　と――またしても玄関から人が入ってきた。

　それは若い男だった。見たところ同い年くらいだろうか。

「やあ、君、新入りかい？」

「……――」

　天河は眉間に皺を寄せた。

　新入りかと訊きいてくるところを見ると、ここの登録執事であるようだが。

　声をかけてきた彼は、真夏だというのに長袖そでの白いシャツを着ていた。しかもひらひらした襟えりに長いリボンをしている。

（どこの国の王子だよ……）

　ゴシック系と呼ばれるファッションがあることは知っているが、自分が着ようとは思わない。

　それに。

（随分、若いな。高校生の執事もいるのか）

　丸くて大きい瞳ひとみ。艶つややかでやわらかな髪は、ひらひらのシャツによく似に合あっている。

　背は天河より五センチほど高いが、どう見ても十代後半の雰ふん囲い気きだ。

「あんた、誰？」

「ヴィクトール本ほん多だだよ」

　そう名な乗のった男は天使のような笑えみを浮うかべた。

（芸名みたいな名前だな。もしかして、ハーフなのか？）

　天河はこいつとなら話が合うかも、と少し希望を持った。年代が近ければ雰囲気でわかり合うこともできるだろう。しかし、そんな天河の希望はすぐに消え去った。

「うわーっ！」

　と、叫ぶといきなりヴィクトールが天河に顔を近づけてきたのである。

「なんだよ？」

　ムッとしつつ顔を逸らすと、

「君、水すい難なんの相そうが出ているよ」

　と妙みような指し摘てきをされた。

「はあ？　なにを根こん拠きよに……」

　ヴィクトールはそれには答えず、大げさに怖がってみせ、さらに、

「超極ごく悪あくな貧びん乏ぼう神が見える～っ」

　と、わめきだした。

「はあ!?」

（なんだこいつ！　失礼な！）

　天河はかちんと来た。貧乏神。確かにそうだろう。それも言われた通り、超極悪だろう。だからって、なんで初対面のヤツに言われなくてはならないのか。

　拳こぶしを震わせている天河の心しん中ちゆうをよそに、ヴィクトールはさらに細かくまくし立ててきた。

「君、最近、神も仏もない幸運を呼ぶという座ざ敷しきわらしに家出されて大金使った挙あげ句く踏ふんだり蹴けったり一いち文もん無なしで缶ジュース一本買うお金もありません着替えもありませんってな目に遭あってなーい？」

「るせー……黙れ」

「あれ？　真っ赤になって怒おこるということは全部当たってるんだね。あはは、僕ぼくってすごくない？　やっぱり天才だねー」

　ヴィクトールはあごに手をあて、にやにやと自じ画が自じ賛さんしている。

「なにが天才だ！　インチキ占うらないしてんじゃねーよ！」

　天河が叫んだとたん、

「インチキだと？　新入りだと思ってやさしくしてりゃなめやがって！　この俺様にそんな口利きくなんていい度ど胸きようだ、こら」

　ヴィクトールは目を吊り上げ、顔を真っ赤にして怒りだした。口く調ちようもさっきまでとはがらりと変わり、ガラが悪くなっている。

　バチン！

　強烈な平ひら手て打うちがいきなり天河の左頰ほおに炸さく裂れつした。

「こ、こいつ！」

　平手をうけた天河は、カッとなって手に持っていた靴墨のついた布をヴィクトールの顔にめりめりと擦こすり付けてやった。

「やりやがったな」

　ヴィクトールは天河に摑みかかると、そのまま廊下の壁に押し付ける。

　どすんっと背中を打ち付けられ、天河の息が一瞬詰つまる。

「くはっ……」

　苦しそうな表ひよう情じようを浮かべる天河だったが、ヴィクトールは力を緩ゆるめようとしない。

（こいつ、意外に強い……くそっ）

　反はん撃げきするため、ヴィクトールを押し返そうとした、そのとき。

　いつのまにか近づいてきていた梶が、はたきでふたりをパタパタとやりだした。

「天河君、仕事はどうしたんですか。まだ、全然進んでないようですが……。ヴィクトールさん、あなたも一回り年下の子に対して、大人おとなげないですよ」

　梶は落ち着いた様子でそれぞれに苦く言げんを呈ていする。

「え、こいつ、高校生じゃ……」

「俺様は二十八歳だ」

　ヴィクトールは憮ぶ然ぜんとした態度で言い切る。

「はぁ？　年齢詐さ称しようもいいとこだ！　その顔は詐さ欺ぎだ、詐欺！」

　ヴィクトールを突き放し、天河はびしりと指をさす。

「おまえ、年上に向かってその口の利き方はなんだ！」

　ヴィクトールは天河の言葉に再度怒いかりのボルテージを上げてしまったようだ。

　天河に詰め寄り、またもや壁に押しつける。

　胸の圧あつ迫ぱく感がさらに強くなり、その痛さから天河の怒りも再燃する。

「やるか、この野や郎ろう！」

「ああ！　表へ出ろ！」

「やってやる！」












　売り言葉に買い言葉。

　天河はヴィクトールの手をほどき、靴も履はかずに外に飛び出した。

　突然、水がばしゃーっと天河に浴あびせられた。

「わっ！」

　天河は一瞬なにが起こったのかわからなかった。視線の先には申もうし訳わけなさそうな顔をしているロレンスが、ホースを手に突っ立っていた。どうやら玄関先で打ち水をしていたらしい。

「ソーリー、ゴメンナサーイ」

　玄関先から笑い声が聞こえてきた。

　振り返ると、梶は口元に手をあてて堪こらえているが、ヴィクトールは遠えん慮りよなく腹を抱かかえて笑っている。

「水難の相、大当たり～。いやあ、俺様って天才だなー、あははは」

（くそっ……）

　悔くやしいやら悲しいやら。天河はずぶ濡ぬれの身体をふるふる震わせて自分の不幸を呪のろった。







　天河はそのまま風ふ呂ろに駆かけ込むこととなった。

　最初は「大だい丈じよう夫ぶだ！」と、気き丈じように振る舞っていた天河だったが、頭の先から爪つま先さきまで濡れた身体は今度は寒さでぶるぶると震えだした。

　風呂場は四畳ほどで、三人が同時に入れそうな浴よく槽そうがある。タイル敷きの洗い場の壁にはシャワーが三つ設置されていた。

　熱いシャワーを浴び、天河は少しだけリフレッシュした。

　考えてみれば昨日はプールサイドから引き上げるときに軽くシャワーを浴びただけで、夜、風呂に入っていなかった。汗でべたついた身体を洗い流しただけでもいい気分転換になった。

　水をかけられたのは災さい難なんだったが、シャワーを浴びられたのは不幸中の幸いと言うべきだろうか。

　風呂から出ると天河はロレンスが用意してくれたＴシャツに着替えた。

「安物のＴシャツでごめんね。テンガの服が乾かわくまでの間ガマンしてください」

　と言って持ってきたものだ。

　Ｔシャツに着替えるとリビングに向かった。

　ロレンスがお詫わびにお茶を淹いれてくれる予定になっていたのだ。

　水をかけたお詫びが、お茶とは安いが――。

　リビングに向かうと、ロレンスが紅茶を用意してくれていた。

　さすが執事というべきか、完かん璧ぺきなタイミングだ。

　席に着くと目の前のカップに褐かつ色しよくに輝かがやく紅茶が注そそがれた。湯ゆ気げとともに、ふわりと香気が立ち上る。

「どーぞ召めし上がれ」

「ああ」

　天河はふてぶてしい態度で返事をすると、紅茶をひとくち。

　次の瞬間、芳ほう醇じゆんな茶葉の香りが口の中に広がった。

「……美味しいじゃん」

「ホント！　うれしいな！」

　ロレンスは心の底からうれしそうな笑顔を見せた。

（のん気なヤツ）

　天河は紅茶を飲みながら、ロレンスを観察した。

　昨日はよく見なかったが、かなり若いようだ。先ほどのヴィクトール本多の例もあるので、見た目で年齢は特定できないが――おそらく二十はたち歳前後だろう。

「あ、僕の部屋、テンガの隣となりの３０１号室なんだよ」

　ロレンスは紅茶を褒ほめられて気をよくしたのか、いろいろと話しだした。

「ここには他に、レツ、ソージ、ハヤミ、チエホフも住んでるんだよ」

　ハヤミ、という男はまだ会ったことはないが。

「じゃ、間宮って人とさっきのヤツ……ヴィクトールは？」

（あいつとひとつ屋根の下なんてまっぴらごめんだ！）

　天河が心の中で叫ぶと、ロレンスはにこりと笑った。

「ああ、あのふたりは通いなんだ。バトシス……って、バトラーシステムの略りやくなんだけど、ここには僕たちみたいな住み込みと、通いの人がいるから」

「ふー、よかったぁ」

「よかった？」

「ああ、オレ、あいつ、気に食わないから」

「あはは、テンガ、はっきり言うねー」

「そういえば、あいつ、どこに行ったんだ？　もう帰ったのか？」

「ううん、ソージと出かけたよ。今日はちょっと時間ができたから寄っただけみたい。ふたりでお茶しに行っちゃった。僕が淹れてあげるって言ったんだけど、今日は東の方角にある店で飲んだほうが運気が上がるんだとかなんとか言ってたよ」

「なんだ、それ。あいつ、占いマニアなのか？」

「ヴィクトールの本業は占い師なんだよ。名前はペンネームみたいなものなんじゃないのかな。見た目がああだから、女の人に大人気なんだって」

「本業って……執事と掛け持ちしていいのか？」

「うん。バトシスは派は遣けんだからね。期間は半日から長くても二～三年。短期間でもオーケーだから、他の職業と掛け持ちしてる人も多いよ。チエホフがね、上流階級以外の人にも執事を身近に感じてほしいと思って、こういうシステムにしたんだって」

「へー……」

（チエホフのヤツ……）

　チエホフは十三年もの長い間、天てん上じよう家に仕つかえてきたのだ。なのに、そんなことを考えていたなんて――。なんだか、少し裏うら切ぎられたような気分だ。

　だんだんとおもしろくなくなってきた天河は、話題を変えることにした。

「で？　あんたは？　なんかと掛け持ちしてんのか？」

「僕？　僕はね大学生。イギリスからの留学生なんだ。だけど、途と中ちゆうでお金が尽つきちゃってさ困こまってたんだよ。そのときにチエホフが声をかけてくれたんだ。おかげで今は勉強と仕事と充じゆう実じつした毎日が送れてるんだ。でも、まだ見み習ならい中だからできることは少ないけどね」

「ふーん」

（随分とおせっかい焼きなんだな、チエホフのヤツ）

　イライラし始めた天河の心中など知らず、ロレンスは続ける。

「だからさ、君と境きよう遇ぐうが似てるっていうか、なんていうか……家を離れるのって、つらいよね。僕も親元を離れてるから、君の気持ち、少しはわかるつもりだよ」

　ロレンスはできるだけ言葉を選んだ。今の天河はとても敏びん感かんで傷つきやすい状態にあると思っているからだ。ロレンスもここに来たばかりの頃は不安なことばかりだった。だから、天河の気持ちを少しはわかるつもりだ。

「僕でよければいつでも相そう談だんに乗るよ。お父さんのことも手伝えることがあれば手伝うからさ」

　が――ロレンスの気持ちは天河には伝わらなかった。

「あんたにオレのなにがわかるって言うんだよっ!?」

　天河はテーブルを思い切り叩たたいて立ち上がった。自分でも驚くくらいの大声だった。

（同情なんていらない！）

　父親のことが出たとたん、天河の中でなにかが爆ばく発はつした。

　怒り、悲しみ、さびしさ、悔しさ。モヤモヤしていた気持ちが噴ふき出す。

「ご、ごめん……でも、僕は」

　ロレンスがなんとかなだめようとすると、

「なんの騒さわぎだ」

　と、高邸がリビングに顔を出した。

　天河は高邸とは目を合わせずにつぶやいた。

「なんでもない。ほっとけよ」

「これ以上、暴あばれたら、容よう赦しやしないぜ」

「……わかったよ」

　悔しそうに唇くちびるを嚙かみ締しめると、天河はリビングを飛び出し、階段を駆け上った。

　残されたふたりは、やれやれとばかりに息をつく。

「テンガ、いろいろあって大変なんだよね」

「ああ、気分が腐くさるのはわかるが――それ以前に」

　高邸はロレンスを見て苦く笑しようした。

「反はん抗こう期きだな」
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　その夜、天河の部屋にチエホフが訪たずねてきた。

「ぼっちゃま、夕食をお持ちしました」

　さすがに空くう腹ふくの限げん界かいを感じていた天河は、素す直なおにドアを開けた。

　ドアを開けた瞬間、チエホフの顔がほころぶ。

「開けていただけてよかった」

「……腹へった」

　天河はぶっきらぼうに答える。

「これを――」

　チエホフが持ってきてくれたお盆には、オムライスと野菜スープが載のっていた。

「残りものじゃないよな？」

　朝食のときの不ふ快かい感かんがよみがえり、天河はつい身み構がまえてしまう。

「大丈夫ですよ、これは先ほど作ったものです」

　チエホフは苦にが笑わらいで答えた。きっと朝食事件のことを聞いているのだろう。

「わかった、食べるよ」

　お盆を受け取ろうとしたとき、三階に誰かが上ってきた。

「ああ、早はや見み君、お帰りなさい」

　チエホフがにこやかに声をかける。

「江古田さん、ただいま帰りました。お会いするのは一週間ぶりですね」

「今回は住み込みでしたから、なかなか大変だったでしょう」

「いえいえ、とても充じゆう実じつした仕事ができました。ところで、新人が入ったと聞いて上がって来たのですが……彼ですか？」

　早見は天河に視線を送る。

「はじめまして。早見達たつ郎ろうです。元塾じゆく講師で、派遣先で家庭教師などもしています」

　早見は律りち儀ぎに頭を下げて、丁てい寧ねいに自己紹介した。三十代の前半だろうか。おだやかな顔つきで、やさしそうな細い瞳をしている。

「ぼっちゃま、彼もバトシスの寮りように住んでいるんですよ」

「君の斜ななめ下の部屋です。よろしく」

「……――」

　天河は無む言ごんで早見を睨みつけた。

（オレは他に行くところがないから仕方なくここにいるだけだ）

　内心イラつき始めた天河の雰囲気を察さつし、チエホフがあわてて口を開く。

「さあ、ぼっちゃま、冷さめないうちに」

「あれ、これから夕飯ですか？」

「夕飯というよりも、今日初めての食事と言ったほうが正しいでしょうか」

　チエホフは苦笑して答える。

「……ということは朝からろくに食べてないのですか？　大変だ、身体に障さわりますよ」

　早見は心配そうな表情で天河に近づいてきた。

「栄養不足は育ち盛りの少年にとってとても危険なことです。骨や筋肉の成長が著いちじるしい今の時期に食事を抜くことは自殺行為ですよ！　特に成長期にはカルシウム、亜あ鉛えん、リン、ビタミン群など重要な栄養素が必要です！」

（なんだ、このおっさん）

　今日一日を振り返ると怒られてばかりだ。

　やっとごはんにありつけたというのに、また説教されるのはごめんだ。

「……るせー」

　天河は早見の言葉を遮り、チエホフからお盆を奪うばい取る。

　チエホフと早見をドアの前からどかし、扉とびらをバタンと閉めてしまった。

　ふたりはしばらく廊下で話をしていたようだが、やがてその声は聞こえなくなった。

「……くそっ。なんでオレがこんな貧相な食事をしなきゃいけないんだ」

　悲しい気持ちになりながら、オムライスを食べ始める。

　長話のせいで、少し冷めてしまったオムライスはあまり美味しいとは思えなかった。

　しかし、空腹の天河はガツガツと平らげた。

（人間、限界になるとなんでもよくなるんだな）

　自分のプライドが崩くずれるような音がして、天河は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。
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　夜もだいぶ更ふけてから、チエホフの部屋に訪問者があった。

「……どうぞ」

　入室を許きよ可かすると、入ってきたのは間宮だった。

　間宮は部屋に入るなり開口一番、

「彼は性格に問題がありますね」

　と、切り出した。

　彼とは天河のことである。

「ぼっちゃまは反抗期なんです。本当は素直でやさしい、いい子なんですよ」

　チエホフは書しよ斎さい机の上に手を置いて弱々しく微笑ほほえんだ。

「本当はそうかもしれませんが、今の彼はそうじゃない」

　間宮は厳きびしい表情をチエホフに向ける。

「江古田さん、あなたが育てたようなものなのでしょう？」

「……ぼっちゃまは、おかわいそうな方なのです」

「同情は彼のためになりませんよ」

「私は同情など……」

　チエホフは間宮の言葉に少し瞳を揺ゆらす。

　しかし、間宮は容赦せず、続けた。

「あなたは彼の保護者じゃない。面倒見る必要はないんじゃないですか？」

「でも、ぼっちゃまは突然、一文無しになって……戸と惑まどっているのですよ。心の傷が癒いえるまで誰かが見ていてあげないと」

「しかし、その状況は昨日も今日も、そして明あ日すも――おそらく一年後も変わらないでしょう。自分がどんな立場にいるのか、よく知るべきです」

　間宮の言っていることは正しい。孫まごのようにかわいいのは理解できるが、それはそれこれはこれである。経営者として、大人として言うべきことは言っておかなければ天河のためにならないのだ。

　それはチエホフにもわかっている。

　しかし……。

「私は甘いでしょうか」

　チエホフは困ったような笑顔を浮かべる。

「甘いです」

　間宮は言い切った。

「その甘さが彼を破は滅めつさせるでしょう。あなたが鬼おににならないと、彼は一生自立できない」

　間宮だって意い地じ悪わるでこんなことを言っているわけではない。天河のためを思い敢あえて苦く言げんを呈ていしているのだ。

　それはチエホフのためでもある。社長であるチエホフ――江古田元げん蔵ぞうに厳しいことを言えるのは、バトシスのナンバー２ツーである間宮巧たくみしかいないのだ。

　チエホフは少し考えて厳しい表情になった。

「……そうですね、私が鬼にならなければなりませんね」

「夏の間に少しでも使えるようにならなければ、追い出しますので、そのつもりで」

「わかりました」

　チエホフが大きくうなずく。

　と――間宮が深ふか々ぶかと頭を下げた。

「失礼をお許ゆるしください。しかしこれは言っておかなければと思いまして」

「頭を上げてください。あなたは正しいことをした」

　チエホフは微笑む。

　その言葉を聞くと間宮は、

「それでは、失礼致します」

　硬かたい表情のまま部屋を出て行った。

　部屋に静せい寂じやくが訪れる。

　残されたチエホフは立ち上がり窓まどに近づいた。

　空に浮かぶ月に、厚あつい雲がかかり鈍く光っている。

「ぼっちゃま……」

　チエホフは深いため息をつき、カーテンをそっと閉めた。





[image: ]












　翌朝。天てん河がはロレンスに言われた通り、自分で起きてきた。

　昨日きのうのように腹ぺこでいるとろくな事がないと悟さとった天河は、ふてくされながらもキッチンに声をかけ、朝食を用意してもらう。

「ほらよ」

　高たか邸やしきは無ぶ愛あい想そうに言って、食事の載のった盆ぼんを置いていった。

　用意された朝食は昨日とあまり変わりがなかった。

（出た、庶しよ民みん食）

　そう思っても、空くう腹ふくを満たすには食べるしかない。それでなくても成長期の天河の身体からだはいつも以上にカロリーを要求してくる。

（背に腹はかえられぬ……ってヤツだよな）

　天河は覚かく悟ごを決め、朝食を食べ始めた。午前九時を過ぎているせいか、他には誰だれもいない。

　仏ぶつ頂ちよう面づらでパクパク食べていると、チエホフが入ってきた。

「おはようございます、ぼっちゃま」

「……おはよう」

「ぼっちゃま、お話があります」

　チエホフの硬かたい表ひよう情じようを見て天河はピンときた。

「なんだよ、説教か」

　いつものチエホフのお小こ言ごと。そう思った。

「それならあとにしろよ。今は食事――」

　チエホフはいきなり、天河の箸はしを取り上げた。

「なにすんだよっ」

　天河は座すわったままチエホフを見上げ、下から睨にらみつける。

　チエホフはまっすぐに天河を見つめ、こう言った。

「働かざるもの、食くうべからずです」

「は？」

　たちまち天河の機き嫌げんが悪くなった。

「チエホフ。オレにそんなこと言っていいと思ってんの？　取り消すなら今だよ」

「取り消しません。いい加か減げん、ご自分の立場を理解していただかなければ」

「……――」

　チエホフは天河に睨まれても怯ひるむ様よう子すはない。

（なんだっていうんだ）

　いつもと雰ふん囲い気きが違ちがうチエホフに天河は戸と惑まどった。天河の知っているチエホフはいつも笑顔のやさしい執しつ事じだった。厳きびしいことをたまに言っても、鋭するどい瞳ひとみを向けてきたことは決してない。

　しかし、今、目の前にいるチエホフは別人に見える。

　しばしの沈ちん黙もくのあと――。

「ぼっちゃまには、ここで派は遣けん執事として働いていただきます」

　チエホフはきっぱりと言い切った。

「え……」

　派遣執事。

　それは誰かの家に行き、その家の者に仕つかえるということで――。

　その言葉の意味を飲み込んだ直後、天河は目を丸くした。

「冗じよう談だんはよせ！」

「冗談ではございません」

「なんでオレが！　オレを誰だと思っている」

「無む力りよくなただの子こ供どもです。ぼっちゃまにはもうなにもありません、お金も家族も家も、なにもかもあなたの自由になるものはないのです」

　チエホフの言葉がぐさりと心に刺ささる。チエホフの言っていることは真実だ。なにひとつ間ま違ちがいなどない。

「その朝食も部屋もすべて私があなたに施ほどこしました。ぼっちゃまはもう私の雇やとい主ではございません、私があなたの雇い主になったのです」

「――オレは」

　反論しようとした天河に、チエホフは容よう赦しやなく言葉を続ける。

「まずは基き礎そ知識を叩たたき込みます。その後、夏休み中に研修を行い、その上で使いものにならないと判断すれば、ここから追い出しますので、そのおつもりで」

「そんな……」

　天河は悲ひ愴そうな表情でチエホフを見る。

　しかし、チエホフはまったく意に介かいしていないようだ。

「覚悟をお決めください。甘あまえはもうおしまいです」

　それだけ言うと、チエホフは背を向けてリビングから出て行ってしまった。

（オレが働くって！）

　天河は下を向き、膝ひざの上で拳こぶしを思い切り握にぎり締しめた。

　チエホフは裏うら切ぎらない。

　そんな思いがどこかにあった。

　無む一いち文もんになった天河を助けてくれたのも、今までやさしい言葉をかけてくれたのもすべて天河を主人と思っての行動だと思っていた。

　しかしチエホフの考えは違ったのだ。最初から天河を働かせるためにここに連れてきたのだ。

　そう思うと笑えてきた。

「……ははは」

（結局、人間なんて金がすべて、金がない人間には誰も従したがわないんだ。そう考えればチエホフの行動も当たり前だ――）

　天河はひと通り笑ってから、ぴたりと笑いを止めた。

「オレは絶ぜつ対たいに従わないぞ」

（こき使われて生きていくなんてまっぴらだ。オレはひとりで生きていくんだ）

　天河はリビングを飛び出した。玄関で靴くつ――先ほどリビングに入る前に見つけておいた――を履はき、外に出る。

「もう二度と帰るもんか！」

　バトラーシステムを一いつ瞬しゆん振り返り、憎にく々にくしげな視し線せんを送る。

「ばっきゃろ～っ！」

　天河は周りの目も気にせず叫さけんだ。

　そして、大通りへと走りだした。
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　数時間後。

　天河はぶらぶらと表おもて参さん道どうを歩いていた。

　飛び出してはみたもののお金もない、ケータイもない、親しい友人もいない。ないない尽づくしで正直困こまり果はてていた。

（オレって本当にさびしいヤツ……）

　お金がないとなにもできないということを、天河は痛つう感かんしていた。

　表参道だというのに買い物もお茶もできないなんて、なんて惨みじめなんだろう……天河は己おのれの不幸を何度も呪のろった。

　しかし今さらバトシスに帰るのも癪しやくだったので、天河は意い地じを張って表参道を歩いていた。

　明めい治じ神じん宮ぐうまで行き着くと、また折り返して表参道を歩く。

　意地になって無む駄だに何度も往復したものだから、体力をすぐに消しよう耗もうしてしまった。

（疲れたー。なにやってんだ、オレ）

　自分の無計画さに舌した打うちする。

　これ以上体力を消耗するのは得とく策さくではない。天河はそう考え、近場で座すわれる場所を探してみる。しかし、どこにも適てき当とうな場所はなかった。

　どうしようかと考えていた天河は表参道の地下鉄出口付近に、座れる場所があったことを思い出した。そこには楕だ円えん形けいの花か壇だんがあり、その縁ふちが座れるようになっているのだ。しかも花壇は大きな街がい路ろ樹じゆの近くなので、今の時間なら木こ陰かげになっているはずだ。

（あそこだ！）

　天河は再び歩きだした。

　今いる場所から、少し戻ることになるが、このまま座れないよりはましだ。

　そんなとき、誰かに肩かたを叩かれたものだから、天河は飛び上がって驚おどろいてしまった。

「よっ！　天河、久しぶりじゃん」

　それはクラスメイトの川かわ原はら敦あつしだった。

「か……川原、久しぶり」

（確かこいつパーティーのとき海外旅行に行ってたな）

　南の島でバカンスを楽しんできたのか、川原は随ずい分ぶんと日焼けしている。

「夏休み満まん喫きつしてるか？」

（こいつ、あの事件をまだ知らないんだな）

　どうやら海外から帰ってきたばかりのようだ。それとも単にニュースを見ないタイプなのかもしれないが。

「こんなところで会うなんて偶ぐう然ぜんだよなー。今日は服でも買いに来たのか」

「あー……まあ、そんなとこ」

　気さくに話しかけられ、天河は苦にが々にがしい顔をしてしまう。

「いやー、おれ、タヒチに行ってたんだけどさー、ホントに楽園みたいなとこだったぜ。海も空も青く澄すんでてきれいでさー、しかも水着のねえちゃん、いっぱい。いやあ、揺ゆれる胸元がまぶしいったらなかったぜ」

　下品に笑いながら、川原は天河の肩を叩いてくる。

「ははは、そ、そっか、よかったな」

　天河はどう反応していいのかわからずに戸惑ってしまう。

　そんな天河をよそに、川原は上機嫌で話を進めていく。

「そうだ。これから、うちでパーティーがあるんだ。従姉いとこがかわいい女の子をいっぱい連れてくるはずだから、おまえも来ない？」

　その言葉に天河の顔色が変わった。

（チャーンス！）

　宿が確保できれば、これ以上、路ろ頭とうに迷わなくても済すむ。

「と、泊とまってもいいかな？」

　そのとたん、にやり、と川原が笑い、天河の肩に腕うでを回した。

「なんだよ、おまえ、やる気満々じゃねえか。いいよ、好きな子、部屋にお持ち帰りしなよ」

「え！　いや、そういうつもりじゃなくてさ」

　川原の勘かん違ちがいに気付いた天河はあわてて訂てい正せいしようとする。

「別にやましいこと考えてるわけじゃなくて……」

「照てれなくたっていいよ。俺おれたちもう十六歳だぜ！　ひと夏の熱～い冒ぼう険けんをしたいって思うのは当然だよ。うん、うん」

　川原は興こう奮ふんした様子でうなずいている。

（思いっきり勘違いされてるよ……だけど無一文の宿なしだなんて口が裂さけても言えねえ）

「さ、行こうぜ！　車近くに待たしてあるんだよ」

　川原は天河の腕を摑つかんで歩きだす。

「ちょちょちょっ！」

（どうする、オレ？　女の子も捨てがたい、だけど行ったら、遅かれ早かれ絶対にオレの秘密がバレちまう。バレるんだったら本当のことを言って泊めてもらったほうがいいよな……でも）

　天河の心が揺れ動く。

（うーん……）

　少しの間考えると、天河は川原が引っ張る力に逆さからい、足を止めた。

「どうした？」

　川原が怪け訝げんな顔で振り返る。

「実は……」

「実は？」

「……――」

（すべてを白はく状じようしてしまうんだ！）

　天河は意を決して口を開いた。

「あのさ、オレ――」

　が。

（うわーん。言えねえ！）

　最後の最後でプライドがそれを許ゆるさなかった。

　今までさんざん金持ちだと威い張ばり散ちらしていた手前、今は無一文の宿なしであることなどとてもじゃないが言えなかった。

　結局、本当のことが言えずに天河は、

「やっぱ、いいわ。オレ」

　と、苦笑いを浮かべて逃にげるように走りだした。

「おい、天河！」

　川原の呼び止める声に、天河は振り返らなかった。







（喉のど渇かわいた～）

　夏の暑さは予想以上に天河の体内から水分を奪うばっていく。

　天河はへとへとになりながら、青あお山やま通りを歩いていた。

　川原と再会しないように必ひつ死しに逃げたものだから、疲ひ労ろうも半はん端ぱじゃない。

　こんなとき、前ならカフェに入って喉を潤うるおしたものだ。

　しかし、今は自動販売機で飲料水を買うことすらできない無一文。

　飲み物のことを考えれば考えるほど喉が渇いてくる。

（お金がないって惨めだな）

　天河はさんさんと降り注そそぐ太陽を睨みつけ、舌打ちをする。

「……くそっ」

（これが運命だっていうのかよ。だったら普ふ通つうの家に生まれたかったなあ）

　金持ちになんて生まれなければよかったと、天河は本気で思った。

（普通に育って、普通に進学して、普通に結婚して、普通に死ぬ）

「うらやましい……」

　天河はぶつぶつ言いながら歩いていく。

　経済力もない、親もない、頼たよれる友達もいない。

（このままじゃ、オレ死ぬな……なんにもないオレは、なんの価値もなく果はてていくしかないんだ……――）

　そう思ったとき、チエホフの顔と言葉が思い浮かんだ。

　――覚悟をお決めください。甘えはもうおしまいです。

　真しん剣けんな瞳のチエホフの顔が忘れられない。

（覚悟を決める……）

　しかし。

「オレにいったい、なにができるっていうんだ」

　天河は足を止めた。

（まだ高校生なんだぞ、オレは。そんなオレにいったいなにが……）

　しばらくして――天河は決心したように瞳をまっすぐ前に向けた。

　そしてある場所へと向かって歩きだした。
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　チエホフは自室にこもり、書類にサインをしていた。

　しかし、すぐにその手を止め、ため息をついてしまう。今日はもう何度、ため息をついたのかわからない。

「ぼっちゃま……」

　今け朝さの一件がチエホフの胸を苦くるしめていた。しかし、あのときは天河のために言うしかなかったのだ。

　だから、天河がバトシスを飛び出したことを知っても追おいかけなかった。

　本当は今すぐにでも探しに行きたいが、ここで追いかけてはなんの意味もない。

　天河自身が乗り越えなければならない試し練れんなのだ。

　心配で胸が張り裂けそうだが、今は辛しん抱ぼうだ。

　再ふたたび深いため息をついたとき、チエホフの部屋のドアがノックされた。

「どうぞ」

　入ってきたのは天河だった。

「ぼっちゃま……」

　部屋に入ってきた天河の様子はいつもと違うように思えた。

　なにか思いつめているような暗くらさを湛たたえている。

「――研修を受ける」

　天河はまっすぐチエホフを見て言った。その瞳に迷まよいはない。

「ぼっちゃま……」

「ひとり暮ぐらしをする金が貯たまったら、出て行くからな」

　天河の視線はとても冷たい。

　胸がちくりと痛んだが、チエホフはそれ以上にうれしさを感じていた。

「決心してくれたのですね」

「それだけ伝えるために来たんだ」

　天河はそう言うと、静かに背を向けて出て行ってしまった。

「今は私に恨うらみをぶつければいい……」

　天河の弱い心が今やっと前を向いたのだ。

　それならば、全力で支ささえよう。チエホフはそう決めた。

　憎にくまれようと、嫌きらわれようと構わない。

　天河のためにチエホフは鬼おにになると決めたのだから、それくらいは覚悟の上だ。

　チエホフは書類の上に手を置き、天河が去さったばかりのドアを見つめた。

「これからですよ、ぼっちゃま……」
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　天河が決心したその日。さっそく研修が始まった。

　十五時にリビングに来るように言われた天河は、時間通りに下りてきた。

　すると、そこではチエホフと梶かじが待ち構かまえていた。

「さて、まずは基き本ほんの挨あい拶さつから始めますよ」

（なんだ簡かん単たんじゃん）

「挨拶なんて軽い軽い」

　天河は余よ裕ゆうの表情を浮かべる。

「ぼっちゃまは私のお辞じ儀ぎを毎日のように見ていらしたはずなので、こんなの簡単でございましょう？」

「余裕だね」

「それは頼たのもしい。ではまず梶君にお手本を示しめしてもらいますから、よく見ていてくださいね」

　梶はチエホフの合あい図ずを受け、「お帰りなさいませ」と言いながらお辞儀をした。

　それはホテルやデパートの従じゆう業ぎよう員いんがするような優ゆう雅がで規き律りつ正しいお辞儀だった。

　今までお辞儀をされる側だった天河には、珍めずらしくもなんともない。

「では、ぼっちゃま」

「はいはい」

　天河は軽い気持ちでお辞儀をした。

（こんな感じでしょ）

　しかし、そう思った直後、お尻しりに衝しよう撃げきが走った。

「腰こし！　猫ねこ背ぜ！　足閉じる！」

　驚いて梶を見ると、いつのまに取り出したのか、その手にはハリセンが握られていた。もう片方には数学の授業で使いそうな巨大分ぶん度ど器き。どうやらハリセンでお尻を叩かれたようだ。

「なにすんだよっ、今のでいいだろ」

　カッとなって梶に嚙かみつくが、梶は冷静に切り返してきた。

「だめです。全然できてません。いいですか、お辞儀とは奥おく深ぶかいものなのです」

　梶の説明いわく。お辞儀はまず背せ筋すじを伸のばし立つ。足はピシッと閉じ、爪つま先さきからかかとまできちんとつける。そして、頭を上げ下げするときは一、二、三と心で数えながらする。一で頭を下げ、二で止める。そのときの背中の角度は四十五度。そして三で頭を上げて背筋を伸ばして立つ。

「そして一番大切なのは心を込めることです」

（面めん倒どうくせえ……）

　梶の説明を聞いて、たちまち辟へき易えきしてしまった天河である。

　その気持ちが顔に出てしまったのか、梶のハリセンが再び天河の尻に炸さく裂れつした。

「痛いってーな」

「はい、もう一度」

（くそーっ！　こうなったらヤケだ）

　お辞儀ごときでこんなに馬ば鹿かにされるとは思っていなかった。

　それなら完かん璧ぺきにやりきって、ぐうの音ねも出ないようにしてやろう。負けず嫌ぎらいの天河はそう思った。

　しかし、何度やってもハリセンがやむことはなかった。あっちが引っ込めば、こっちが出っ張る。角度を気にすれば足を指し摘てきされ、足を気にすればタイミングを指摘される。

　こんなとき、昔の天河だったら投げ出していた。

　だが、今回ばかりは逃にげることは許ゆるされない。天河のプライドが逃げることを拒こばんでいたからだ。

　いったい何時間練習したことだろう。やっとの思いで及きゆう第だい点がもらえるまでになった。

「まあ、今日はこんなものでしょうか」

　梶のその言葉に正直ムカッときたが、ここで揉もめてはもう一度練習する羽は目めになる。それだけは嫌だった。

　腰は痛いし、足はパンパンになっていた。明日はきっと筋肉痛だろう。そんな状態がこれ以上続くのは勘かん弁べんしてほしい。

「じゃあ、最後に挨拶しながらお辞儀してみましょうか。はい、『おはようございます』」

「おはようございます」

　天河は言って、頭を下げた。

　ハリセンが飛んでくることはなかったが、ひとこと「滑かつ舌ぜつが悪いですね」と冷たく言われた。

「え……ちゃんと言えてただろ」

「いいえ、まったく。天河君の挨拶では、お客様は朝からさわやかな気分にはなれません」

（ったく、なんなんだよ）

　やっと、お辞儀をマスターしたと思ったら、今度は、滑舌が悪いと指摘される。

　いったいこの練習はいつ終わるというのだろう。

「それじゃあ、早口言葉いってみましょう！」

　梶はうれしそうに次の練習に移った。

　提てい示じされた早口言葉は、定番の「青あお巻まき紙がみ赤あか巻まき紙がみ黄き巻まき紙がみ」「お綾あやや母親におあやまり」。

（早口言葉なんて余裕だぜ）

　日本語なんだから簡単にできる――そう思ったのだが。

　しかし、実際にやると大変だった。思った以上に口が回らないのだ。

「あおまきがみ、あかまきがみ、きぱぴがみ！　おややや、ははおやに、おやややまり！」

（言えねえ……）

「ダメですねえ。これくらい言えないと執事の『し』の字にも近づけませんよ」

（滑舌がなんだっていうんだ。そんなのできなくたって、執事やってるヤツもいるんじゃないのか？）

　頭にイギリス人のロレンスが浮かぶ。

「そうだ！　ロレンスはいいのかよ。外国人には目をつぶるのか？」

　梶はその言葉に満まん面めんの笑えみを浮かべた。

「そう思うなら、ロレンス君と勝負しましょうか。君が勝ったらもうお辞儀の練習をしなくていいですよ。その代わり負けたら倍の練習してもらいますよ」

「その勝負のった！」

「では、ロレンス君を呼んできますね」

　これまで椅い子すに座って様子を見ていたチエホフが立ち上がり、三階へと上がっていく。

（ロレンスに負けるわけがない。楽勝だ）

　すぐにロレンスが下りてきて、天河との早口言葉勝負が開始された。

「では、はじめましょうか。お題はこれです」

　梶がお題を発表する。またまた定番の「裏庭には二羽、庭には二羽、ニワトリがいる」そして「東とう京きよう特とつ許きよ許きよ可か局きよく」だ。

「では、天河君からどうぞ」

「お、おう」

　東京特許許可局は多少自信がないが、落ち着いて言えば大だい丈じよう夫ぶなはずだ。天河はそう思い、深呼吸をひとつしてからチャレンジした。

「うらにわにわにわにわ、ニワトリがいる？　とうきょうとっきょきょきゃきょきゅ……いっけねえ失敗した」

　落ち込む天河。しかし次はすべてうまく言えた。

　これならロレンスに勝てそうだ。

「それじゃあ、僕ぼくもいくよー。『裏庭には二羽、庭には二羽、ニワトリがいる』『東京特許許可局』」

「え……」

　すらすらと早口言葉を言うロレンスに天河は唖あ然ぜんとしてしまった。しかもロレンスは一回だけではなく三回言ってみせたのだ。

「こんな簡単でいいのかな」

　ロレンスはうまく言えたうれしさで少しはしゃいだ声を上げる。

（うわーっ。こんなはずでは）

　天河は落ち込みがっくりとテーブルに倒たおれ込んだ。

「ぼっちゃま。約束は守らなければなりませんよ」

　チエホフが笑顔で天河の肩を叩く。

「さっ！　練習再開しましょうか」

　梶もハリセンを手に、やる気満々といった表情だ。

「はははは」

　天河はいきなり笑いだした。

「どうしました？　壊こわれましたか」

　梶が心配そうに顔をのぞき込む。

　しかし、天河の表情にはやる気がみなぎっていた。

「やってやるよ！　燃えてきたぜ」

　どうやら天河の負けず嫌いの闘とう志しに火がついてしまったようだ。

「テンガ、ファイトー！」

　ロレンスが声援を送る。

（こうなったら極きわめてやるよ！）

　天河は研修に打ち込み始めた。




　その様子を眺ながめつつ、チエホフは目尻に浮かんだ涙なみだを人知れず指先で拭ぬぐった。

（今までこんなに、ぼっちゃまが頑がん張ばったことがあったでしょうか……）

　学校は幼よう稚ち舎しやからエスカレーター。興きよう味みを失うしなえば、なんでも簡単に切り捨てる。代わりのものなんていくらでも手に入るからだ。そんな何不自由ない生活が天河には当たり前だった。

　だから「努力」なんていう汗あせくさい言葉は、自分には関係ないと鼻はなで笑っていたのだ。長年続いてる趣しゆ味みといえばヴァイオリンだが、これだってコンクールに出てやると思うほどの情熱を持ったことはない。

（ぼっちゃまの根こん気きがどうか続きますように……）

　チエホフは心の中で真剣に祈いのったのだった。
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　数日後。天河は梶に言いつけられ、廊ろう下かの掃そう除じをしていた。

　ここ数日、天河はバトラーシステムの掃除や電話番をして小こ銭ぜに稼かせぎをしていた。

　無一文の天河を哀あわれに思って、チエホフが「お手伝いをすればお小こ遣づかいを出しましょう」と提てい案あんしてくれたのだ（ちなみに最低限の着替えや日用品はチエホフが立て替えて購入してくれた）。

　一回のお手伝いで数百円という額がくだが、今の天河にとっては大金だ。

　塵ちりも積つもれば山となる。その言葉を切せつ実じつに実感している天河である。

（やっと千二百円か……）

　天河はポケットの小銭を握り締める。

　無一文の天河にとってはお金を稼ぐ絶ぜつ好こうのチャンスだ。少額でも稼げるうちに稼いでおかなければならない。

「……えっと、次は」

　梶は廊下掃除を命じると同時に、廊下掃除の豆知識を教えてくれた。

　濡ぬらした新聞紙を小さく千ち切ぎって廊下にばらまき、それをホウキで集めるとゴミがよく集められるそうだ。濡れ新聞にゴミや埃ほこりがくっついてくるということらしい。

　実じつ際さいにやってみると、確かによくゴミが取れた。しかも埃があまり舞い上がらないので咳せき込むこともない。

　そのあと、廊下を固く絞しぼった雑ぞう巾きんで拭ふく。

（なんだか、シンデレラになったような気分だな）

　天河はそんなことを思いながら、木目に沿そってごしごし擦こする。

　すると、小さな家蜘ぐ蛛もが壁かべを這はい上がっていくのが見えた。

　先日、「塵がひとつでも落ちていると許せないのに、蜘蛛がいるのはいいんですか？」と梶に聞いたところ、「蜘蛛は害虫を捕とってくれるからいいんです。私の相棒のようなものですよ」という答えが返ってきた。ちなみに蜘蛛にはなぜか「モッチー」という名前までついており、「モッチー２」まで生せい存ぞんが確認されているという。

「おまえはファースト、セカンド、どっちなんだ？」

　しかし、蜘蛛は答えず、ささっと壁を昇のぼり、天てん井じようとの隙すき間まに消えてしまった。

「……どうでもいいよな、そんなことは」

　ぶつぶつ言いながら雑巾がけをしていると、ふいに玄関から来客を告つげるベルが鳴った。

（誰だろう）

　天河は急いで立ち上がり、エプロンで手を拭く。

　そして、できるだけの笑顔で玄関を開けた。

「いらっしゃいませ」

　ドアが開いたとたん、いきなりひとりの男が倒れ込んできた。

「わわっ！」

　天河は驚きつつも、男を抱きとめる。

　自分より身長が高いその男は、天河には重く、両腕で支えきれない。仕し方かたがないので引きずるように移動して、玄関マットの上に転がした。

　男は仰あお向むけに倒れ込んだ。

　長身で色白。眼鏡めがねをかけているせいか知的な雰囲気が漂ただよう青年だ。

「この暑さで……めまいが」

　男は青い顔をして天河に手を伸ばしてくる。

「大丈夫ですか？」

「水を……早く」

　男は今にも死にそうな表情で訴うつたえてくる。

「は、はい！」

　天河は男の様子に焦あせりを覚え、キッチンへと水を汲くみに走った。

　水を持って戻ると、男は半はん身しんを起こし、一気にそれを飲み干ほした。

「ありがとう……軽い脱だつ水すい症しよう状じようだ。俺としたことが油ゆ断だんした」

　男はつらそうに息をしている。相当ギリギリだったようだ。

「朝からあまり水分を取らなかったことと、この暑さの中を歩いてきたことが原げん因いんだな。今、水分を補ほ給きゆうしたから、しばらくすれば体内の水分量が六十パーセントを上回るだろう。少々意識障害と神経系の障害が出ているが心配はなさそうだ」

「は、はあ……」

（なんだ、この人……）

　冷静に自分の症状を分ぶん析せきする男に唖あ然ぜんとしてしまう天河である。

　と、そこへまた客がやってきた。間ま宮みやだ。

　玄関先で寝転ぶ男と困こまった様子の天河を見て、間宮は一瞬、怪訝そうな顔をする。

「皇すめらぎ君、なにをやってるんだ、こんなところで」

　間宮は苦にが笑わらいで男を見下ろす。名前を君付けで呼ぶところを見ると、どうやら彼はここの登録執事のようだ。












「すみません、実は……」

　皇はだいぶ回復したようで、顔色がよくなっていた。

　説明を聞くと、間宮は再び苦く笑しようした。

「医者の不ふ養よう生じようとはこのことだな」

「そうですね。もう二度としないように気をつけますよ、こんなこと……さてと」

　皇は勢いきおいをつけて立ち上がった。

「よし、それじゃあ、打ち合わせしましょうか」

「ああ」

　間宮もうなずく。

　皇が醸かもし出す雰囲気からして、彼が一人前の執事であることがなんとなく天河にはわかった。

「あの……」

　天河は今いま更さらながら皇に挨拶をしていないことに気がついた。

　ここ数日で挨拶の大切さを教え込まれていた天河は怒おこられると思って、ドキドキしてしまい、助けを求めるように間宮の顔をちらりと見た。

「あの、オレ、皇さんに会うのが初めてなんですけど……」

「ああ！　そうか、そうだったか。それならきちんと挨拶しなさい」

　間宮は天河の背中を押す。

「はじめまして、天てん上じよう天河です」

　梶に教え込まれた通り、心の中で三秒数える。

「ほほう。少しは挨拶ができるようになったんだな。以前とは大違いだ」

　間宮は意い地じ悪わるな笑顔を見せる。

（相あい変かわらず嫌いや味みな言い方するおっさんだな）

　内心ムカッときたが天河は顔に出さずに抑おさえる。

「皇十とお夜やだ」

「皇君は医師免めん許きよを持っているんだよ」

　そう間宮が付け加え、天河はびっくりした。

「えっ、医師免許？」

「あまりこちらに顔を出すことはないけど、よろしく」

　黒くろ縁ぶち眼鏡の奥で、あまり表情の変わらない、知的な瞳が天河を見つめる。

「そうだ」

　間宮はなにかを思いついたように、ぽんと手を打った。

「ちょうどいい機会だ。天河君、彼を練習台にこれまでの研修の成せい果かを見せてくれたまえ」

「ええっ！」

「執事の基本は実習が一番身につく」

「でも、打ち合わせは……」

「あとでもできる。なあ、皇君」

「そうですね」

　皇は指先で軽く眼鏡のつるを押し上げて、うなずいた。

「それじゃあ、決まりだ。皇君は厳しいから覚悟しておけよ」

「そんな！」

　天河が抗こう議ぎの声を上げると間宮がじろりと睨んでくる。

「なんだ、自信がないのか？」

　執事の大先輩であり、バトシスのナンバー２ツー。その男の言葉に反論することなど天河にはできなかった。

「わかりました」

　天河は渋しぶ々しぶうなずいた。







　――というワケで、まずはお出で迎むかえから。

　皇は玄関の外に出て行き、間宮は天河の後ろに控ひかえ、天河の動きを見る。

「それでは始めてくれたまえ」

　間宮の合図とともにチャイムが鳴なる。

　玄関ののぞき穴から誰が来たのかを確認し、玄関を開け、皇を迎え入れる。

「お帰りなさいませ」

　心の中で数を数え、お辞儀をする。

（よし、嚙まずに言えたぞ。お辞儀の角度もこんな感じで大丈夫だよな）

　天河はひとつひとつ動作を頭の中で確認する。

　次にスリッパを出し、皇の荷物を持つ。

　ここまでは梶やロレンスに教えられたことは漏もらさずできているはずだ。

　そう、思った。

（よし、結けつ構こうできたかも）

　天河は満足げに笑顔を見せる。

「そこまで」

　間宮の合図で、天河は肩の力を抜いた。

「どうでした……？」

　おそるおそる間宮の顔色をうかがうと、間宮の表情がとたんに険けわしくなった。

「駄だ目めだな」

　その言葉に、天河は少なからず傷ついた。

（一いつ生しよう懸けん命めいやったのに……）

　間宮は眉み間けんに皺しわを寄せて、厳しい指摘を始めた。

「まず、なぜ顔を見て挨拶をしない。それに、姿勢などに気を取られて声が硬い。それでは、雇い主クライアントに不快感を与えるぞ」

「うう……」

　余裕のなさを指摘され、天河は言い返す言葉もない。

　しかも、お辞儀の角度や、背筋が曲がっているなど、基本がまったくできていないと指摘されてしまった。

（あんなに練習したのに……）

　ずどーんと落ち込む天河。

　もう、言い返す元気もない。

「挨拶が棒読みで動きもカクカクしていて、まるで小学生の演劇みたいだったな」

　皇にもきついことをさらりと言われ、

（ぐはっ）

　その的確な表現に、天河は泣きそうになる。

　結局、お出迎え十回目で仮オーケーが出た。

　あくまで仮だが、及きゆう第だい点はもらえたようだ。

　しかし、まだまだ油断はできない。

　次はリビングに移動してのお茶出し。今回は紅茶を淹いれるということになった。

　リビングのソファに間宮と皇が座すわる。

「今度こそうまくやってくれたまえ」

　間宮がプレッシャーをかけ、皇も「美お味いしいのを淹れてください」と付け加える。

　天河はさっそく紅茶を入れる準備に取り掛かかった。高邸は執事の仕事で朝から出ているので、今はいない。

　キッチンは業務用の冷蔵庫や広めの調理台まである本格的なものだ。磨みがかれた調理器具やシンクがピカピカに光っているその様子は高邸が「オレの城だ」と言うだけあって、ここにいなくても彼の気き概がいを充じゆう分ぶんに感じる。

　紅茶の淹れ方については、ロレンスから指し南なんを受けた。

　英国生まれとあって、ロレンスの紅茶に対するこだわりはすごいものがあった。

　ロレンスから、紅茶の淹れ方の基本はみっちり教わったつもりだが、不安がないといえば噓うそになる。紅茶を淹れるのは、なかなか難むずかしいのだ。

　ぎこちない手つきで、天河はなんとか仕し度たくを整ととのえた。

（よし！）

　天河はトレーにティーカップとポットを載せ、リビングに向かった。

　カップに注ぎ、それぞれの前に置く。

「どうぞ、お召めし上がりください」

　そして、ポットの中に残った紅茶が冷さめないようにティーコゼーをポットに被かぶせた。

　どきどきしながら二人が飲むのを天河は見つめる。

　間宮たちが紅茶を飲んでいた時間はほんの数秒のはずなのに、天河には長い時間に感じられた。

　やがて、ふたりはカップを置いた。

「まずいな」

　間宮は低くつぶやく。

「ええっ、手て順じゆんは間違っていないと思うんですが……」

　天河は納なつ得とくがいかない。

「手順は間違っていない。しかし……」

　間宮は指折り数えて指摘する。

「蒸むらし時間オーバー、茶葉の量が多すぎ、お湯の温度が……」

（ああああ！）

　天河は思わず頭を抱かかえてしまう。

　これでいいかも、これでいいや、と準備したことがすべて紅茶に出ていたのだ。

「全部、子供でもできる算数だね」

　皇の言葉が天河の心にぐさりと刺さる。

（こんなにダメだなんて……）

　落ち込む天河に、間宮はいきなり紅茶とは関係ない質問をしてきた。

「質問だ。執事がしてはいけないことをひとつ言ってみなさい」

（えっ！　そんなの知らないよ）

　紅茶を淹れることを失敗してしまった天河は動どう揺ようして、頭がぐるぐるしてきた。

「まだ教わってません」

　天河は正直に言った。それしか思いつかなかったのだ。

　その言葉に、間宮は明らかに落らく胆たんした。

「君は相そう当とうな馬鹿のようだね。執事が主人に質問されたらそんな受け答えはしないだろう。もっと頭を使いなさい」

（……ムカつく）

　天河は思わず睨んでしまう。

　その視線に気がついた間宮は、

「……まだまだ、使えないな」

　と、冷たく言い放った。

「時間の無駄だったようだ。もういい。行きなさい」

「……――」

「我われ々われはこれから打ち合わせに入るから、君は君の仕事をやりたまえ」

「……はい」

　天河はリビングを出、唇くちびるを嚙み締める。

（くそっ……！）

　悔くやしさだけが心を支し配はいしていく。

　どうすればうまくなれるのか、どうすれば認みとめられるのか。

　掃除を再開した天河は、ぐるぐるとそんなことをずっと考えていた。
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　その夜、天河は自室の布団ふとんでごろごろしていた。

　なにもする気き力りよくがなく、ただボーッと天井を見つめる。

（あーあ、辞やめたい）

　そんな言葉ばかりが浮かんでくる。

　と、そのとき視界の端はしにヴァイオリンケースが入った。起き上がり、久しぶりにケースを開ける。

「これを売れば、オレは――」

　ここを出て行けるし、自由になれるだろう。

　そうすれば、ひとりでもなんとか生きていけるかもしれない。

　そんな思いが浮かんでくる。

　しかし、そんな思いとは正反対に、負けず嫌いの部分の天河が叫んでいた。

（このままじゃ引き下がれない！　バトシスの連れん中ちゆうに認めさせてやるんだ！）

　天河はヴァイオリンを手に、立ち上がった。







　その頃、チエホフの部屋では、間宮が渋しぶい顔で立っていた。

　今日の一件を報告に来ていたのだ。間宮から報告を受けたチエホフはさすがに落ち込んだ表情をしてしまう。

「彼はまだまだ努ど力りよくが足たりないようです。今のままでは絶ぜつ望ぼう的ですね」

「ぼっちゃま……」

　チエホフが遠い目をしたとき、ヴァイオリンの音がしてきた。

　その音ね色いろに、間宮は一瞬驚いた表情を見せる。

「これは――？」

「ぼっちゃまのヴァイオリンです」

　チエホフはそう言って、うれしそうに顔をほころばせた。

「久しぶりです……ぼっちゃまの音を聴きくのは」

　どん底に叩き落された直後は、天河は運の悪さにあがくばかりだった。そして、覚悟を決めて研修に臨のぞんでからも、気持ちがいっぱいいっぱいだったはずで。

（ヴァイオリンを弾ひくことで、ぼっちゃまはご自身を慰なぐさめているのですね……）

　目尻に滲にじんだ涙を間宮に悟られまいと、チエホフは眼鏡のズレを直すフリをした。

「この音色……ぼっちゃまは本当は素直でいい子なんだということを、わかっていただけるでしょう？」

　が、間宮は相変わらず厳しい言葉を返してきた。

「性格がいいに越こしたことはありませんが、仕事の能力とは別です」

　音色がいくらよくても、性格がいくらよくても仕事に役立たなければなんの意味もない。間宮はさらにそう付け加える。

「相変わらず厳しいですね、私も見み習ならわなくては」

　チエオフは困こまったような笑顔を浮かべる。

「ありがとうございます」

　間宮は深ふか々ぶかと頭を下げた。







　一階のリビングダイニングには、チエホフ以外の住み込みの執事たち――梶、高邸、ロレンス、早はや見みが集まっていた。彼らの前には紅茶のカップがある。ロレンスが淹れたものだ。

　ヴァイオリンの音が聞こえてくると、みんな一いつ斉せいに耳を澄ませた。

「ヴァイオリン……？　テンガが弾いているのかな」

　ロレンスが天井を見上げ、「ファンタスティックな音色だね」と微笑ほほえむ。

「優雅な気分になれますね」

　梶が紅茶をひとくち飲んでつぶやくと、

「あいつ、性格悪いのにな」

　と高邸が軽く毒どくづく。

「これは歌曲集『白鳥の歌』の中にある小夜曲セレナーデですね。これを作曲したシューベルトは――」

　薀うん蓄ちくを言いかけ、早見は自みずから口をつぐんだ。

「いい音楽に、解説はいりませんね」

　早見の言葉に、一同はうなずいた。

　ヴァイオリンの音色はやわらかく、耳に届く。

「こんなに素す敵てきな音色が奏かなでられるんだから、天河君は本当はいい子なんですよね」

　梶がしみじみと言い、ロレンスもにっこり笑った。

「うんうん、ちょっと素直じゃないけどね」

「まあ、今は反はん抗こう期き真まっ只ただ中なかだからな。ツンツンしてて当たり前だ」

　高邸も賛さん同どうし、ニヤニヤ笑う。

「あれ？　みんな天河君に冷たいと思っていましたけど、意外と理解があったんですね」

　早見は少し驚いたような顔をする。

「ひどいな、ハヤミ。僕たち天河のこと、心配なだけなんだよ。だから、ついつい構っちゃうんだ」

　どうやらロレンスの言葉に異い論ろんはないようで、梶と高邸は黙って互たがいの目を見た。

「……そうですか」

　早見もうなずき、音楽に耳を傾かたむけた。







　天河はただヴァイオリンを弾き続けていた。

　すっかり無む心しんになって弾いていた天河は、部屋がノックされていることになかなか気がつかなかった。

　ドンドンと強めにノックされ、ようやく我われに返る。

「は、はいっ」

　急いでドアを開けると、目の前に間宮が立っていた。

「近所迷惑だ。時間を考えたまえ」

（へ？）

　それだけ言うと、間宮は反論する隙も与あたえずバタン、とドアを閉めてしまった。

　足音が遠ざかり――やがて聞こえなくなる。

「オレって、なにをやってもダメだな……」

　天河は気が抜けたように、へたりとヴァイオリンを手にドアに寄りかかった。
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　それからしばらくした――ある日の朝。

　天てん河がは玄関前を掃そう除じしていた。

　両手でホウキをしっかり握にぎり、砂や埃ほこりをすっかり掃はき出してしまうと、お次は打ち水。

「梶かじさんが帰ってきたら、びっくりするぐらい徹てつ底てい的に綺き麗れいにしてやる」

　ぶつぶつ言いながら、掃き残しはないかと腰こしに手をあて見渡わたしてみる。梶は数日前から派は遣けんの仕事で留る守すにしているのだ。

　そこへ、ひとりの青年がやって来た。

（誰だれだろう？）

　歳としは二十代前半から半なかばだろうか。人懐なつこそうな笑えみを浮うかべている。

「こんにちは」

　にこやかに声をかけてきた青年に、天河はハッとなった。

「あ……、もしかしてご依い頼らいの方ですか？」

「あ、いえ、僕ぼくは――」

　その瞬しゆん間かん、青年の胸むねポケットから緑色のアマガエルが飛び出し、天河の顔に貼はり付いた。

「ぐおっ？」

「わわわ、ごめんなさいっ」

　青年はあわててカエルを引き剝はがし、手のひらに載のせて「めっ」と叱しかった。

「どうやらこの子、君のことを気に入ったみたいです」

「は、はぁ……。あの、カエルと仲がいいんですか？」

　天河が戸と惑まどいながら訊きくと、

「うーん、この子とはそこで会ったばかりなんだけどね」

　青年はカエルの頭を指先で撫なでる。

「ゲコ！」

　カエルはそうだとばかりに鳴なくと、ぴょんと地面に飛び降りて、そのまま見えなくなった。

「飼かってたワケじゃないんですね……」

　天河は首を少しひねり、半笑いを浮かべた。







　彼の名は小こ鳩ばと優ゆう介すけといった。

　大の動物好きで、以前、ある屋や敷しきでペットシッターの仕事をしていたら、そこの屋敷のパーティーに来ていたチエホフに「うちで働かないか？」と誘さそわれたという（チエホフは天河の父親について、そのパーティーに来ていたらしい）。

「僕は夏前に研修を終えて、正式に登録したばかりなんだ。ペットシッターができる執しつ事じ――ペットシッター執事っていうのが売り」

「ペットシッター執事……ですか」

「ペット付きの執事だって誤ご解かいされることもあるけどね」

　あはは、と小鳩が楽しそうに笑った。

　動物と触ふれ合えるなら、どっちでもいいらしい。

（ここって本当にいろんな人がいるんだな……）

　天河が感かん慨がいにふけっていると、

「君の特技は？」

　小鳩に出し抜けに訊きかれ、思わず、

「ヴァイオリンです」

　と天河は答えてしまった。

「ヴァイオリンかぁ、すごいね！」

　小鳩は感心したようにうなずいている。

　だが、天河は内心冷ひや汗あせをかいていた。

（特技っていうより、ただの趣しゆ味みなんだけど……）

　そういえば、ここの執事は個性豊かだ。梶は掃除、高たか邸やしきは料理、ロレンスは紅茶……など、それぞれ得意な分野を持っている。

（ここの執事は特技がないと雇やとってもらえないのか？　でも、なにもできない、なんて言うのは癪しやくだし……）

　けれど、ヴァイオリンがちょっと弾ひけるくらいで、果はたして認みとめてもらえるのだろうか？

　と、そこへチエホフがやってきた。

「いらっしゃい、小鳩君。久しぶりですね」

「こんにちは、江え古こ田ださん」

「今回の派遣先はいかがでしたか？」

「はい。とても楽しかったです。お別れのときには、たろべえ……派遣先のワンちゃんがなかなか離はなれてくれなくて。僕もさびしくなって、つい泣ないちゃいました」

「そうですか……。いいお仕事をされたようで、なによりです」

「はい。それで今日は業務報告書を提出しに来ました」

「ご苦労様です。どうぞお入りください」

　小鳩を先に中に入れると、チエホフは天河のほうへ向き直り、

「ぼっちゃま」

　と急に改あらたまった口く調ちようになった。

「な、なんだよ、チエホフ」

　ここにまだ埃があるとか、掃除についてあれこれ言われるのだろうか？

　思わず身を固くする天河に、チエホフはおごそかに告つげた。

「ぼっちゃまの最初の派遣先が決まりました」
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　翌日、天河は初めての派遣先へと向かった。

　両手に白手て袋ぶくろをはめ、上から下まで、バトラーシステムの制服で隙すきなく固めている。

　藍あい色の、膝ひざより十センチほど上のロング丈たけのジャケット。中にはジャケットよりトーンを落としたベストを着込み、白いシャツの襟えり元もとにはタイをあしらっている。

（この家か……）

　屋敷の前に立って、ぐっと唇くちびるを嚙かみ締しめた。自分の家――以前の――に負けず劣おとらず、大きな屋敷だ。端はしから端まで歩くと何分かかるだろう？

　明るい白しら壁かべには蔦つたが這はい、まるで舞ぶ台たいの大道具のような優ゆう雅がな装そう飾しよくを施ほどこしたバルコニーが正面玄関の上にあった。三階建ての屋や根ねは品のあるダークグリーンで、暖だん炉ろがあるのだろうか、ところどころに煙えん突とつが見える。

　表札には「ＫＩＲＩＳＨＩＭＡ」とあった。ここの主人の名前は霧きり島しま正まさ和かずという。

　その苗みよう字じは天河に誕たん生じよう日びの出で来き事ごとを思い出させた。

　気に食くわないヤツと同じ名前だが――。

（きっとよくある苗字だよな。だから気にすることないよな）

　夏休み終了まで、あと半月。ここで及きゆう第だい点をもらわなければ、路ろ頭とうに迷まよう。

　ヴァイオリンケースを持つ手に力が入る。なにか役に立つ場面があるかもしれないと思い、携たずさえてきたのである。

（この前、弾いたとき、音がちょっと変だなと思ったけど……最近、ろくに練習してなかったせいだよな）

　弾いて構かまわないような環境であれば、こっそり練習させてもらおう――そんなことを思いながら、天河は裏口へ回る。

　そこでは制服姿の梶が笑顔で出で迎むかえてくれた。

「時間通りですね、天河君」

　屋敷の中に入ると、梶がいろいろと説明してくれる。

「江古田さんから話をうかがっているとは思いますが、この家の専属執事が怪け我がをしたため、復ふつ帰きするまでの間、私が派遣されたのです。ですが、もうひとり派遣してほしいと依頼されましてね」

　天河は昨日きのう、チエホフがうれしそうに話していたことを思い出す。

　最初に派遣した梶を気に入り、バトラーシステムの執事なら、もうひとり雇いたいと言ってきたということ。

　執事のリストを見せたところ、研修中の半人前でも構わないと言われたので、天河が派遣されたこと。

　と、いうことで――八月末に復帰する予定の専属執事が戻ってくるまでの間、天河は梶とここに住み込み、働くことになったのである。

「それじゃ、とりあえず屋敷の中を案内します。とっても広いから、早く覚えてもらわなくてはね」

　裏口からキッチンを抜け、食堂に来ると、梶が「あっ」と足を止めた。

「冬ふゆ樹き様」

　食堂の長いテーブルの正面で、天河と同い年くらいの少年がお茶を飲んでいた。

「冬樹様、こちらは今日からこのお屋敷に勤つとめることになった、天てん上じよう天河と申もうします」

　梶が天河を紹しよう介かいする。

「ふぅん？」

　興味なさそうに、ゆっくりと上向いた顔を見て、天河は息を飲んでしまった。

（き、霧島……!!）












　そう――それは天河のクラスメイトである霧島だった。

「天河君？」

　茫ぼう然ぜんとしている天河を梶が軽く肘ひじでつつく。

　しかし、天河はそれを無視した。

「霧島……おまえの家だったのか」

「おまえって、天河君？」

　たしなめようとする梶に、天河が言う。

「同じクラスなんです、こいつ」

「だからって……」

　咎とがめる前に、霧島が立ち上がってつんとあごを反らしてみせた。

「こいつとは失礼だな。ここでは主人と執事だ。口を慎つつしめ」

（く、くそぉ……）

　悔くやしさで震ふるえる天河を一いち瞥べつもせず、霧島はティーカップを口元に運んだのだった。







　屋敷の中をひと通り案内し終えると、客間のひとつに案内され、

「それでは、こちらの棚たなのグラス磨みがきをよろしくお願いしますね」

　梶がさっそく仕事を指示する。

「それにしても、クラスメイトとは偶ぐう然ぜんですね」

「……いや、偶然じゃない」

　天河は憮ぶ然ぜんとつぶやく。

　チエホフには雇い主にリストを見せたところ、天河が選ばれた、と聞いている。

（あいつ、オレに仕し返かえしするつもりだ……！）

　無む一いち文もんになった自分をせせら笑い、これからとことん嫌いやがらせの限かぎりを尽つくすのだろう。

（憂ゆう鬱うつだ……）

　腕うでまくりをして布を持った手が、無意識に止まってしまう。

　そんな、天河の胸きよう中ちゆうを読んだのか、

「心中複ふく雑ざつでしょうが、仕事は仕事です。しっかりやってくださいね」

　念ねんを押すように梶は言って、自分の仕事に戻っていった。

　あとに残された天河は、イライラとグラスを磨き続ける。

（オレが霧島に使われる身になるなんて！）

　しかも、これが初めての派遣先。

　ここで失しつ態たいを犯おかせば、自分は執事失格と見なされ、文字通り宿なしになってしまうだろう。

（くっそー、霧島はムカつくけど、失敗はしたくないっ……？）

　人の気け配はいを感じ、天河は振り向いた。

「ね、ね、あの子が今度来た執事さん？　かわいい～！」

「まだ、十代だって」

「梶さんもいいけど、あの子もよくない？」

　開きっぱなしの扉とびらの陰かげから、ハタキ、ホウキ、モップを持った三人のメイドがこちらを興きよう味み津しん々しん見つめていた。彼女たちは歳で言うなら大学生くらいだろう。

（か、かわいい？　それにあの子もよくない？　って）

　そのうちのひとりと目が合い、天河は思わず顔を伏ふせる。

「きゃー」

「照てれてる、照れてる」

「赤くなってる～」

（お願いだから、さっさと行ってくれ～）

　一いつ心しん不ふ乱らんに仕事に集中しているふりをしていると、

「なにをしているんだ？」

　ふいに落ち着いた声が落ちた。

「きゃ、す、すみませ～ん」

　メイドたちがパタパタと走っていく足音がする。

（もしや……）

　嫌な予感にゆっくりと顔を巡めぐらせると、通りかかった霧島が馬ば鹿かにしたような笑みを浮かべて去さっていくところだった。

（似に合あってるな、とでも言いたいのか？　くそっ、なんの拷ごう問もんだ、これは！）

　天河は思わず、布を壁に投げつけていた。
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　翌朝。

　天河は霧島を起こしにいった。

（霧島はクラスメイトでもなんでもない、ただの他人だ）

　自分で自分にそう言い聞かせていなければ、なにかの拍ひよう子しにこの前のようにまた手を上げてしまうかもしれない。

「冬樹様、おはようございます」

　天河がノックをして部屋に入ると、霧島はもう起きていて、パソコンの前にいた。

　電話でなにか指示を飛ばしながら、素す早ばやくキーを叩たたいている。

　電話が終わるのを待って、天河はできるだけ平へい静せいを保たもった声で言った。

「テラスに朝食の用意ができております」

「テラスに？」

「昨日、天気がよければテラスに用意するようにとの、ご指示でしたので……」

（ふん、どうせ「そんな指示はしていない」なんて、意い地じ悪わるを言うんだろうな）

　天河は身み構がまえてしまったが、霧島は「ああ、そうだったな」と、さっさと部屋を出て行くではないか。

（あ、あれ？）

　少し拍子抜けな気分のまま、天河もテラスに向かう。

　朝食を食べながら、霧島は経済新聞を読み始める。

（こいつ、学校でいつもケータイ眺ながめてる根ね暗くらなヤツって思ってたけど……）

　もしかして、ネットで常つねに株価をチェックしていたのではないか。

　こんな一面があるなんて、知らなかった。

「――コーヒー」

　霧島の声に天河は我われに返る。

「は、はい」

　急いでおかわりを注そそぐと、霧島は天河に興味などないように、すぐに視線を新聞に戻した。







　朝食を終えた霧島は、すぐに外出すると言いだした。

「いってらっしゃいませ」

　角度やタイミングに気をつけてお辞じ儀ぎをしながら、天河は内心ホッとしていた。

　とりあえず、霧島が出かけている間は、顔を合わせないで済すむ。

「お帰りは？」

「日付が変わる前には帰る」

　霧島は天河と目を合わせもしない。

　無視しているわけではない。

　それは朝食のときの様よう子すからもわかっている。

（こいつ、オレのことなんか、どうとも思ってないんだ……）

　拍子抜けすると同時に、なぜかさびしい気分にもなった。

（嫌いや味みを言われるのはイヤだけど、石ころみたいに無感情に扱あつかわれるのもイヤなもんだな）

　そんなことを思いながら、今日の仕事の指示を受けるために食堂に戻ると、

「さ、今日もはりきってお屋敷中をピカピカにしましょう」

　梶がメイドたちに薀うん蓄ちくを披ひ露ろうしながら嬉き々きとして掃除していた。

「お茶ガラは、床ゆか掃除に利用できたりするんですよ。あ、それから化学洗剤を使わなくても、重じゆう曹そうがあれば……」

「あの、梶さん。オレ……いえ」

　派遣先では一人称は「オレ」ではなく「僕」にするように言われているので、あわてて言い直す。

「僕はなにをすればいいでしょうか」

「天河君は靴くつ磨みがきをお願いします」

　それなら、この前教わったばかりだ。

　天河は玄関に行くと、靴を一足ずつ磨き始めた。

　途と中ちゆう、靴墨の匂においがこもるような気がしてドアを開けると、前庭を掃除していたメイドたちの声が飛び込んできた。

「梶さんってステキだけど、なんか小こ姑じゆうとみたいよね」

「あ、それ言えてる！　『ここ！　障しよう子じの桟さんに埃がついています！』みたいな」

　あまりに図ず星ぼしだったので、天河はクスクスと笑ってしまったのだが。

　後ろでガタッと音がしたので、あわてて振り返った。見れば梶が壁に背を預あずけ、ずるずるとへたり込んでいくところだった。

「か、梶さんっ？」

「そ、掃除のことになると、つい熱くなってしまいまして……」

　どうにか笑顔を作りながら、梶は立ち上がる。梶は掃除に命をかけているせいか、なんだか所しよ帯たい染じみた印いん象しようがあり、その丁てい寧ねいな言葉遣づかいと物もの腰ごしから実年齢より上に思われがちだが……彼はまだ二は十た歳ちの青年なのだ。若い女の子に「小姑みたい」と言われれば、ショックを受けて当然だろう。

「……あ、まずい！」

「え？　……きゃっ！」

　梶に気づいたメイドたちは、あわてて話題を切り替かえる。

「ところで、冬樹様はあのお歳で会社を経営なさっているのよねー」

「見み初そめられたーい！　玉の輿こしよ、玉の輿♪」

　天河はその様子を横目で見ながら、オレも屋敷にいない間に、噂うわさされまくってたんだろうな……と思った。それもたぶん、悪い噂ばかりだったろう。

「そういえば、冬樹様のご学友のお家うちが破は産さんして、差し押さえにあったそうよ」

「うそ、イヤだ～。冬樹様みたいに頭のいいご子し息そくなら、そんな目に遭あわなかったんじゃないの？」

（なんだとっ？）

　自分の家のことだと気づき、天河はムッと顔をしかめた。

　けれど、冷静に考えると。

（そうかもしれないな……）

　高校生でまだ子どもの自分になにができたかわからないが、父親の愚ぐ痴ちを聞くぐらいはできたかもしれない。そう――自分はあまりにも家のことに無関心だった。

「あの、ちょっと訊きたいことがあるんですが、いいですか？」

　梶が靴を履はいて外に出た。

　天河のことを思って話題を中ちゆう断だんさせようと思ったのか、それとも純じゆん粋すいに仕事のことを考えてかはわからないが。

「門もん扉ぴ脇わきに、もう何十年もあそこに生えているっていう、立りつ派ぱなバラの木がありましたよね？　それ、どこに行っちゃったんですか？　急に見当たらなくなったから、気になっていたんですが……」

　すると、メイドのひとりが笑顔で答えた。

「ああ、それでしたら、昨日、梶さんが外出している間に捨てましたよ」

「す、捨てた？」

「はい。通りすがりの小学生が、いたずらで枝を折ってしまったようなんです。冬樹様にご報告申し上げたら、バランスが悪くてみっともないから、抜いてしまえとおっしゃって。新しい苗なえ木ぎは二、三日中に届くと思いますよ」

　とたん、梶が顔色を変えた。

「私は庭木のことは詳くわしくありませんが、折れたところだけ剪せん定ていしてあげればそれでよかったんじゃありませんか？　来年になれば新しい枝だって伸のびるだろうし。長い間、このお屋敷を見守っていた、それこそ守り神みたいな木だったでしょうに……」

　だが、メイドはこれがうちのやり方だ、とばかりに苦にが笑わらいしながら首を振った。

「冬樹様はそんな感かん傷しよう的な考えを一いつ切さいお持ちじゃございませんよ。お金をかけてすぐに直るのなら、そちらのほうがよいとおっしゃいます」

　気に入らなければ金で解決。

　情や思い入れは一切排はい除じよ。

（霧島って……やっぱヤなヤツ）

　そんな性格だから、天河のことにも興味を示しめさず、道ばたの石ころを見るような態度なのだ。

（けど、ひとのこと言えないよな……オレも）

　金がありあまっていた頃の天河は、まさにそういうタイプだった。

　反はん省せいなら充じゆう分ぶんにした。……と思う。なんせ今の天河は１５０mlのペットボトルのジュースを買うときも、「すぐに飲みきれないならウーロン茶かな」とか「水分補給にはイオン飲料のほうがいいかも」とか、充分に悩なやみ抜いてから買うようになってしまったのだから。

（人の振り見て我が振り直せっていうけど……もしかしたら、霧島はオレを見て、『俺はあいつみたいに落ちぶれないぞ』とか思ってるかもしれないな）
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　数日が経たち、天河が霧島家についてわかったことがさらに増ふえていった。





　・霧島の両親は仕事で海外を飛びまわり、ほとんど帰ってこない。

　・霧島は学生だが、親の会社（アパレル関係）の子会社の経営を任まかされている。

　・霧島は金でなんでも解決するタイプ。だが、無む駄だな出費はしない。






（だから、豪ごう遊ゆうしていたオレをバカにしていたんだな……）

　夜、使用人部屋のベッドの中で天河は考えていた。

　親の会社を任されて、経済新聞も読めば株価も調べる――。

　同じぼっちゃんだというのに、この違ちがい。

　霧島のことは正直すごいと思うが、憎にくらしくもある。

（やっぱり、仲良くはなれないよな）

　しかし、今、天河はぼっちゃんではなく、執事なのだ。

　この仕事を成し遂とげなければ、バトシスを追おい出されてしまう。

　それには霧島に気持ちよく過ごしてもらい、執事としての覚えをよくしてもらうのが一番だろう。

　だが、霧島に媚こびを売るような真ま似ねはしたくなかった。

（ミスさえしなければ、クリアできるはずだ）

　天河は頭から布団ふとんを被かぶった。







　そんなある日のこと、霧島の家に荷物が届いた。

　片方の手に載るくらいの小さな箱で、軽い。

　応対に出た天河は伝票にサインをし、霧島の部屋へと持っていった。

「いったい誰からだ？」

「それは……」

（そんなの、見ればわかるだろう？）

　一いつ瞬しゆん、天河は悪あく態たいをつきかけたが、机つくえの上に置いた箱に、送り主の名前は見当たらなかった。

「書き忘れ……かな？」

　つぶやいた天河に、

「案外、おまえみたいなおっちょこちょいで失礼なヤツからかもな」

　と霧島は薄うすく笑い、「開けてくれ」とあごで示した。

　天河は憮然とした顔で鉛えん筆ぴつ立ての中からカッターを取り、ガムテープに沿そって刃は先を滑すべらせる。

（いったいなにが入ってるんだ？　名前のない小包なんてなんだか気味が悪いな……）

　興味半分、恐れ半分、蓋ふたを開けた天河は目を見開いた。

「……どうした？」

　硬こう直ちよくしてしまった天河に、霧島が声をかけてくる。

「なにが入っているんだ？」

　身を乗り出して箱の中をのぞき込むと、霧島は顔色も変えずに「処しよ分ぶんしろ」と命令した。

（「処分しろ」……って、これ見てなんとも思わないのか？）

「なにをしている？　早く持って行け」

　イライラとした霧島の声に押されるように、天河は部屋を出、勝手口から裏庭に向かった。

　小型焼しよう却きやく炉ろの前まで来ると、まるで汚きたないものでも持つように、人差し指と親指で箱の蓋を摘つまみ、目の高さまで上げてみる。

　のぞき込めば、中には釘くぎの打たれた藁わら人形が横たわっていた。

（オレ、リアルで見たの初めてだよ……）

　こんな縁えん起ぎの悪いもの、燃やしてしまうのが一番だろう。

（けど、燃やして反対に祟たたられたりしないよな？）

　焼却炉の前でたたずんでいると、ひとりのメイドがゴミ箱を抱かかえてやって来た。

「あら？　どうかしたの？」

「それが……」

　天河が箱の中身を見せると、

「また来たの、イヤねえ」

　と顔をしかめてみせる。

「え？　こういうの、結けつ構こう来るんですか？」

　驚おどろく天河にメイドは「ええ」とうなずき、

「八月に入ってから、たびたびね」

　と怯おびえたようにつぶやいた。

　聞けば、嫌がらせはそれだけではないらしい。

　屋敷の外壁の高い部分に、藁人形が打ち付けられていたこともあったというのだ。

「それを取ろうとした執事さんが、梯はし子ごから落ちてケガを……」

（なるほど、それで梶さんやオレに臨りん時じの仕事が回ってきたんだな）

　自分もいつ巻き込まれてケガをするか、わかったもんじゃない。

（初めての仕事だってのに、なんだってこんな面めん倒どうな屋敷に……。オレってやっぱ、ついてねえ～っ！）

　天河は思わず頭を抱えたのだった。
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　その夜、天河は霧島の部屋にいた。

　眠ねむ気け覚ざましにコーヒーを入れてほしいと頼たのまれたのだ。

「――お待たせしました」

　テーブルにコーヒーを注いだカップを置いて、ミルクピッチャーも添そえる。

　そのとき、天河は何枚かの便びん箋せんが、無む造ぞう作さに投げ出されているのに気がついた。

（なんだ、これ？）

　思わずのぞき込むと、そこには赤くおどろおどろしい筆ひつ跡せきで「霧島、おまえは呪のろわれている」という文字が書き殴なぐられていた。もう一枚には「覚えていろ。必ず報むくいは来る」。

　天河の背筋が寒くなった。

（また嫌がらせかよっ？　しかも怨おん念ねんこもりまくり！　もしや、相手は本気かも……）

「どうした？」

　茫然としている天河に、霧島が声をかけてくる。

「なんだ、それか」

「『なんだ』って、警察に言わないのか？」

　思わずため口になってしまったが、霧島はそんなことは気にせず、淡たん々たんと言った。

「このぐらいで動じてどうする？」

「けど……」

　相手は手を替え品を替え、しつこく嫌がらせをしてくるヤツなのだ。

　いつか本気になって襲おそいかかってくるかもしれない。

　だが、霧島はそんな天河を鼻はなで笑う。

「おまえ、本当に小さいヤツだな。このぐらいの嫌がらせで警察に通報するようじゃ、おまえの家は没ぼつ落らくして当然だな」

「はぁ？」

「つまらない者ほど偉大な者に嫉しつ妬とする。だが、こんなことを気にしてられるほど、俺は暇ひまでもないんでね。……まあ、ホテルのプールを貸し切りにして遊んでた暇ひま人じんには到とう底てい理解できないと思うけど」

「なんだと……！」

　カッとなった天河は思わず霧島の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

　右手を高く振り上げたが――どうしてもその腕を霧島に向かって繰くり出すことはできなかった。

「……あれ？　殴らないのか？」

　小馬鹿にしたような口調で霧島が笑う。

「……――」

　腕を下ろし、天河は霧島を離す。

「なんだ？　あのときは思いっきり、食らわしてくれたじゃないか」

　霧島が自分の頰ほおを人差し指で軽く突つき、

「おまえも落ちたもんだな」

　と哀あわれむように目を細めた。

「そんなにクビになるのが怖こわいのか？　金がなくなったら、気の強さも消えてなくなったわけか」

「な……」

　頭の中で、血が沸ふつ騰とうしそうになる。

　こんなヤツは今すぐ気が済むまで殴ってやりたい――。

　そんな衝しよう動どうに駆かられる。

（でもダメだ！）

　執事が主人に手を上げれば、すぐにでもクビ。

　そうなれば、自分は完全に路頭に迷うのだ。

「……失礼します」

　一礼して、足早に部屋を出る。

　扉を閉めたとたん、膝から力が抜けて、天河は廊ろう下かの壁にもたれかかった。

「クビになるのが怖いのか……オレは」

（堕おちたもんだな、ホント）

　天河は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑みをこぼし、壁に手をついて体たい勢せいを立て直すと、静まり返った夜の廊下を歩きだした。
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「また来たよ……」

　朝一番。

　郵便ポストの中身を回収してきた天てん河がは、困こん惑わくした面おも持もちで一通の封ふう筒とうを見つめる。

　それは、新聞の束たば（霧きり島しま家は新聞を五紙も取っている）とともに入っていた――差し出し人も、宛あて名なも書いていない、なんの変へん哲てつもない茶封筒。

　中身はもう見なくてもわかっているが一応、確認はした。

「新聞とか雑誌の、切り貼ばりか……筆ひつ跡せきもわからないし、完かんっ璧ぺきな嫌いやがらせだよなあ……」

　細かく切った文字で、『死ね』だの『地獄に落ちろ』だの書かれている。

（うわ……こういうのって、ひと目みてわかる短い言葉のほうがパンチ力あるよな）

　毎日毎日手を替かえ品を替えて、嫌がらせは続いている。ここまで続くと、さすがに気味が悪くなってくる。

　梶かじと天河はそれとなく屋や敷しきの周辺を注意して見回っているのだが、不ふ審しん人物は特に見当たらないまま、数日が過ぎていた。

「よっぽどの恨うらみがあるのかもしれないけど、それにしたってやり方が陰いん険けんだよなあ。もっとスカッとする方法にすればいいのに。殴なぐるとか蹴けるとかさ」

　ムカッ腹が立つと口と手が同時に出るタイプの天河には、このジメジメとした嫌がらせの仕し方かたは別の意味でイライラする。

「どうかしたのか。朝っぱらから、廊ろう下かなんかに突っ立って」

「霧……いえ、冬ふゆ樹き様。あの、その……」

　ちょうど通りかかった霧島に見み咎とがめられ、天河はとっさに茶封筒を背中に隠かくすように腕うでを回そうとしたのだが。

「なにを持ってる。見せてみろ」

　霧島がさっと手を伸のばし、茶封筒を開けて、わずかに眉まゆをしかめた。

「なんだ、こんなもの持ってたのか。さっさと捨てろ」

　汚けがらわしいものにでも触ふれたかのように、ぴっと指先で便びん箋せんを弾はじき飛ばす。

「でも、あの、指し紋もんとか……」

　警察に渡わたせば、犯人の手て掛がかりが得られるかもしれない。

　あわてて便箋を拾った天河を見、霧島はちっと舌した打うちした。

「言いたいことがあるなら、直接言いにくればいい。わざわざこんな方法を使う馬ば鹿かに割さく時間はない」

　さっさと部屋に戻ってしまった霧島が、バタンと乱暴に扉とびらを閉じる。

　朝日の差し込む人気のない廊下に、扉の閉まる音がやけに大きく響ひびいて残った。

　部屋でケータイを使っているのか、少し怒おこったような声が聞こえてくる。

「そっちじゃないって昨夜ゆうべ言っておいたはずだ！　押さえ直せ！　それじゃ話にならない！　いったいなにを聞いていたんだ！」

「うわ、荒あれてるな、霧島」

　ここ最近、霧島は仕事にも集中できないでいるみたいだ。

　メイドたちから聞いた話によると、早朝と学校から帰宅してからが霧島の仕事の時間で、寝る暇ひまもないくらいに忙いそがしいときもあるらしいのだが、今は夏休みだから、一日のほとんどの時間が仕事がメインになっているようだ。ゆっくり食事を摂とる暇もないし、もちろん遊びに行く時間もない。

「ま、霧島はこんなもん、気にしないよな」

　言われた通り茶封筒を捨てようとして、天河はふと気付く。

　最近、霧島は食事をあまり摂らない。

　眠れないらしく、夜中にも仕事をしているような痕こん跡せきもある。

「もしかして、ちょっとはイラついてるのかな……？」

　それはそうだろう、と天河は考え込んだ。

　この手の嫌がらせは、はっきり言って気味が悪い。傍はたで見ている天河でさえ、なんだか不安になってくるくらいなのだ。嫌がらせのターゲットになっている霧島も、表向きは平静を装よそおっているが、内心は動どう揺ようしているのかもしれない。

「だとしたら……」

　天河は廊下を小走りに走り、梶を探す。

　梶は一番大きな客間にいた。

「大だい理り石せきは、このなめらかでうっとりするような磨みがき心地ごこちが、たまりませんね～。磨けば磨くほど艶つやを増まして……これは天然物ですね、きっと。不純物が入っていたりしたら、こうはいかない」

　うっとりと大理石の灰皿を磨いていた梶を見つけたとたん、天河は脱だつ力りよくした。

（ここまで掃そう除じ好きになるウイルスか遺い伝でん子しみたいなの、なにか持ってるんじゃないかな、この人って）

　すると、梶が気付き、こちらを向いた。

「おや、天河君。どうしました？　そんなところにへたり込んで。郵便物の仕分けは終わったんですか？　だったら、お掃除を手伝ってください。一日を掃除から始めると気持ちが清すが々すがしくなっていいですよ」

「あのっ、お願いがあるんですけど！」

　梶の言葉をぶった切る勢いきおいで、天河は身を乗り出した。

「ええと、高たか邸やしきさん！　そう、高邸さん呼んでもらえませんかっ？　応援に来てほしいんですけど！」

　　　　　[image: ]

　霧島は仕事のために昼前に飛び出していった。

　帰ってきたのは日が落ちて間もない頃。

　戻ってきた霧島は、肩が下がり、目はどんよりとして血けつ色しよくも悪かった。誰だれがどう見ても、ひどく疲つかれているようだった。

「お帰りなさいませ」

　玄関で出で迎むかえた天河に返事もせず、霧島はさっさと部屋に戻ってしまう。

　だが、天河にそれを気にしている暇などなかった。

　素す早ばやく時間を確認し、それから厨ちゆう房ぼうに行くと高邸に声をかける。

「高邸さん、準備いいですか？」

　すると、高邸がおたまを持ったままで腕を組んでみせた。

「ふん、俺おれ様さまを誰だと思ってやがる！　完璧にできてるよ。もし追加でなにか作れっていうんなら一分でやってやる！」

　――いや、一分はさすがに無理でしょう、と天河が思わずツッコミかけたとき、

「こちらも、ぎりぎりですが間に合いましたよ」

　庭先から使用人たちの通用口を通って入ってきた梶がにこりと微笑ほほえみ、天河は思わず小さくガッツポーズをした。

「よし、それじゃ行きます！」

　いったい、霧島はどんな顔をするだろう？

　期待を胸に、天河は廊下を急ぐ。

「冬樹様。お夕食のご用意ができました」

「わかった」

　扉をトントンとノックして声をかけると、すぐに霧島が出てくる。

　先せん導どうしようとする天河を長いストライドで追おい越こし、ダイニングへ向かおうとするのを天河が引き留とめた。

「いえ、そちらではなく、今日はお庭にご用意させていただきました」

「……庭に？」

「たまには、趣しゆ向こうを変えてはいかがかと思いまして」

　怪け訝げんな顔の霧島は天河について屋敷の南側にある庭園に出た。広いダイニングから庭先へと続くテラコッタを敷しいたエリアにウッド調のガーデンテーブルを置き、庭の木々の低めの枝には、等間隔にランプが揺ゆれている。

　テーブルの上や少し離はなれたところで揺れる小さな灯あかりはアロマキャンドルだ。

　花の甘あまい匂においは似に合あわなさそうだし、虫よけのシトロネラのアロマをセレクトした。実用性もあるところが、妙みように霧島に似合っていると天河は自じ画が自じ賛さんする。

　庭の幻げん想そう的な飾かざりつけは梶にお願いしたのだが、天河の思っていた以上の出で来き栄ばえだ。

（ろくに時間もないし、他にも仕事はいっぱいあったのに。すごいよなあ……）

　さすが一人前の執事。こういうことは慣なれているのだろう。

「なんだこれは。俺は、こんな指示は出していないぞ。勝手な真ま似ねをするな」

　不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた霧島は、テーブルに着こうとしない。

「仕事もあるから、いつものように簡単に摂れるものでいい。時間がもったいない。部屋に持って来てくれ」

　霧島に睨にらみつけられたが、その程度の反応は予測済ずみだ。

　天河はニコッと笑い、霧島を椅い子すに押しつける。

「まあ、そう言わずに、いいからお座すわりください」

「時間がもったいないって言ってるだろうが。生なま意い気きなんだよ、執しつ事じの分ぶん際ざいで」

　ぶつぶつと文もん句くを言いながらも、腰こしかけた霧島が席を立つ様よう子すはない。

　天河は内心ホッとして、腰を折った。

「お飲物はなにになさいますか？　今日のメニューには、冷たいウーロン茶か緑茶がお勧すすめでございますが」

「……じゃあ、緑茶」

「かしこまりました」

　ワゴンに用意していたセットの上で、香ばしい香りの緑茶を淹いれる。

　夏の夜の庭に、あたたかくとろりとした緑茶の匂においが、不ふ思し議ぎとよく似合った。












「どうぞ」

「あ、ああ」

「茶葉は宇う治じ産の最高級茶葉を取り寄せました。緑茶に含ふくまれるカテキンには成人病予防、発ガン抑よく制せい作さ用ようなどが有名ですが、抗こう菌きん作用もすごいんですよ。風か邪ぜの予防にはもちろん、食中毒の予防にも効きくことから、昔は毒どく消けしと同じに使われていたそうです。お寿す司しに緑茶というのも、食当たりを防ぐために有効な組み合わせだったんですね」

　天河はこれだけのことを嚙かまずに最後まで言い切った。

（やった！　すらすら言えると、気分いいなー）

　これは実はロレンスから聞いたことだった。最初は薀うん蓄ちく王の早はや見みに聞こうと思ったのだが、バトラーシステムに電話をかけたとき仕事で留る守すだったので、ダメもとで紅茶好きなロレンスに聞いてみたところ、丁てい寧ねいに教えてくれたのだ。

　が、心の中でガッツポーズを取った天河に、霧島がうざったそうな顔をする。

「――変なことに詳くわしいんだな。悪いが前菜は飛ばしてくれ。コース料理をゆっくり食くっている暇はない」

「あー……それは、冬樹様のお好きになさってください」

「どういう意味だ？」

　天河が霧島の前に置いたのはお重じゆうだった。

　漆うるし塗ぬりに和風の吉きつ兆ちよう模も様ようの重箱は、古めかしくはなくむしろスタイリッシュで、中には色とりどりの総そう菜ざいが綺き麗れいに並べられている。

　幕まくの内うち弁当の三種の神じん器ぎと言われる焼き魚とたまご焼き、蒲かま鉾ぼこは外はずさない。焼き魚はブリの照てり焼きで、濃こいめの味がアクセントだ。たまご焼きは出し巻きたまごで、見た目にもふっくらやさしそうだ。花の形をした器うつわには煮に物ものはタケノコとフキ、それに金魚の形をした赤い生なま麩ふ。

　食べやすくカットしたステーキには、その場で卸おろしたわさびを乗せて食べる。

　俵たわら型の握にぎり飯は、胡ご麻まを乗せたものと赤せき飯はん、キノコの炊たき込みご飯を交互に並べて、和風でまとめた。

　高邸、渾こん身しんの仕上がりだ。

　霧島は色いろ鮮あざやかなお重を前に、珍めずらしく戸と惑まどったような顔をしていた。

「なんだ、これは」

「ええと、なんだって言われても……幕の内弁当です。お夕食です」

「いや、それはわかるが――」

　座ったまま見上げられて、そういえば霧島がこっちの目をちゃんと見るなんて珍しいな、とと天河は内心思う。見上げられているせいなのか、いつもより霧島が幼おさなく見える。

「コース料理とかは飽あきているでしょう？　それに、仕事中でも食べやすいからって、サンドイッチばっかり食べてますし。栄養のバランスと食事時間の短たん縮しゆくを考えたら、これしか思いつかなくって」

「まさか、おまえが作ったのか？」

「いえ。実は、料理の得意な先輩に特別に来てもらったんです。腕前がプロより上って公言してる人がいるんですよ。……あ、料金は気にしないでください。オレ、いや、僕の一日分の給料で手を打ってありますので」

「ふーん……」

　霧島は興味なさげに返し、お重に目を移した。

　涼すずしげな、小さなガラスの器に並べられた里さと芋いもや銀ぎん杏なん、一口サイズの胡麻豆どう腐ふは、久しぶりに食べる自然の味だ。

　小さめの器に氷水を張り、笹ささを浮かべて、その中で冷やされている白はく磁じのカップにはベージュ色の液体が満みたされている。

「これは？」

「レンコンのポタージュだそうですよ」

「ふうん……変わってるな」

　天河の見ている前で、霧島の箸はしが次々に料理を摘つまんでいく。

　食べる速度は速いが、さすがにマナーが行き届いているので下品には見えない。惚ほれ惚ぼれするほどの食べっぷりは、見ているこちらも気分がいい。

（やっぱり、うまいもの食えば、少しはくさくさした気分も落ち着くってもんだよな）

　霧島の箸の行方ゆくえをさりげなく視界の隅すみで追い、緑茶が足たりなくなる前に注つぎ足し、ステーキのためのわさびをすり下ろす。

「箸休めには、こちらをどうぞ。梅うめ酒しゆのシャーベットです」

「梅酒？」

「ええ。未成年にお酒は出せないけれど、これならいいだろうって」

「なかなかおもしろいシェフみたいだな」

「はい。栄養満点かつ見た目も美しく、をテーマに作ってくれたんですよ」

「見た目ねえ」

　いったん箸を置き、霧島は視線を庭に移す。

　こうして見ると、見慣れたはずの庭がいつもと全然違う表情を見せて、なかなか風ふ情ぜいがあっていいかもしれない。

　庭も屋敷も、機能さえ整ととのっていればいいと思っていたが。

（うちの庭でこんなふうに食事をするなんて、初めてだな）

　知らず、心と身体からだがのんびりする。

　霧島の瞳ひとみが和やわらいで、高邸の料理を堪たん能のうしていく。

　と――木々が夜よ風かぜに少しざわめき、その葉は擦ずれの音に乗ってどこからかヴァイオリンの音ね色いろが聞こえてきた。

「…………？」

　少し離れたランプの前で、天河がいつのまにかヴァイオリンを弾ひいていた。

　あまりに自然に耳に入ってきたので、少しの間、気付かなかったが。

　うるさくなく、小さくもなく。

　緑の庭に、かすかなオレンジ色のランプと優ゆう雅がな音楽。

「ヘンデルの『水上の音楽』か。夏にふさわしい、涼しげな曲だ」

　霧島の知るこの曲はもう少しテンポがいいはずだが、天河がゆったりめにアレンジしているようだ。

　絶ぜつ妙みようの音色を響かせる天河の横顔が、ランプの灯りに照らされて浮かび上がる。

　あごに楽器を挟はさみ、伏ふし目がちに音楽に没ぼつ頭とうしている横顔は、いつもクラスで見ていた生意気な天河とはまるで別人みたいだった。

（あいつ、ヴァイオリンなんか弾けたんだな）

　金を湯水のように使うことしか能のないおぼっちゃんだとばかり思っていたが、どうやらそうでもないらしい。

（……わりと、いい音を出すじゃないか）

　腹は満たされ、自然と心も和なごむ。

　エアコンがなくても、風が通っている庭は案外涼しい。

　ヴァイオリンを構かまえたまま、一曲弾き終えた天河ににこりと笑いかけられ、霧島の口元も思わずほころんでいた。

「本当なら、ここでホタルでもいればロケーションとして最高だったんですけど」

「それはさすがに無理だろう。うちの庭に、水場は作ってない」

「……？」

　首を傾かしげた天河に、霧島が「やっぱり馬鹿だな、おまえ」と言いたげに肩をすくめる。

「綺麗な水がないと無理だ。ホタルは」

「あーそっか。小学生のとき、虫の図鑑で読んだことある！」

　やっと合が点てんがいった天河が思わず笑うと、霧島が耐たえ切れないといったように吹き出した。

「ははは」

「霧、……冬樹様？」

　爆ばく笑しようする霧島なんて初めてだ。

　こういう顔を見るのは。

（なんか、悪くないな……）

　霧島との距離が、ぐっと近くなったような気がする。

　と――そのとき。

　天河の背後で、がさりと茂しげみが大きく揺れた。

（へ？）

　振り向いた天河の目に飛び込んできたのは、月光のような煌きらめきだった。

　手にすっぽりと収おさまる大きさの。

　鋭するどい、刃。

「……！」

　茂みの向こうから、ひとりの男が飛び出してきた。三十前後とおぼしきその男の目が血ち走ばしって、憎ぞう悪おに染そまっている。その視線がひたと向けられているのは霧島だ。

　銀色に光るものは、男が手にした抜き身のナイフ。

「ちょ、あんた……」

　そのとたん、天河はドン、と男に手で払はらわれた。とっさにヴァイオリンを落とすまいとして、よろけて尻しり餅もちをつく。

「痛っ……」

「どなたですか!?」

　厳きびしく声を張り上げたのは梶で、男が怯ひるんだようにびくりと足を止めた。

　庭での夕食は天河の発案なので任まかせて屋敷の中から様子を見ていたのだが、主人の危機とあって、飛び出してきたのだ。

「冬樹様、早く中へ！」

「余よ計けいなことをするな！　霧島冬樹……やっと、やっとおまえに復ふく讐しゆうすることができる……！」

　充血した目を爛らん々らんと光らせた男は、肩かたで荒あらい息をしながら叫さけぶ。

　すると、霧島は梶に「こっちへ来るな」と命令した。

「待ち人来たる、だ。警察に連絡とかするなよ」

「し、しかし……」

「いいから、黙だまって従したがえ」

　霧島は立ち上がり、男へと歩み寄る。

「さて、ところでおまえは誰だ？」

　そのとたん、男は拍ひよう子し抜けしたように口をぽかんと開けた。が、すぐに気を取り直して、わめくように言った。

「鈴すず木きだ！　先月、おまえにクビにされた男だ！」

「鈴木？　よくある苗みよう字じだな」

　覚えがないとばかりに、霧島は首を軽くひねる。

「忘れたのか!?」

「ああ、悪いが見覚えがない。俺がクビを切った人間なんて山ほどいるからな」

「……なんだって？」

「俺はネットも含め、関東近辺だけでも十二の支店を持っている。末まつ端たんの社員のことなんて、いちいち覚えていられるか」

「……くそぉ」

　鈴木はナイフを握り直した。その手がぶるぶる震ふるえている。

　しかし、霧島は刃物を向けられているというのに、まったく怯おびえる様子もなく、冷水をかけるかのごとく冷たく言い放った。

「ここ最近の、あのくだらない、意味のない嫌がらせはおまえの仕し業わざだろう？　まったく、その程度のことしかできないからクビになるんだ。言いたいことがあるなら言え。聞くだけは聞いてやってもいい。あの嫌がらせには、いい加か減げんうんざりしていたからな」

　霧島は飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさず、鈴木と対たい峙じする。

（って、わざわざ挑ちよう発はつしてどうするんだよ、霧島！　相手は刃物持ってるんだぞ！）

　おろおろする天河たち使用人の前で、鈴木はナイフを構えたまま下ろさない。

「うるさい！　おまえのせいで、俺は女によう房ぼうにも逃にげられたんだーっ！」

「それはおまえが自身の甲か斐い性しようのなさを他人のせいにするような情なさけない男だからだろう？　責任を転てん嫁かするな。いい迷めい惑わくだ」

　悠ゆう然ぜんと腕を組んだ霧島が、ぶるぶる震える手に握られたナイフにちらりと視線を投げる。

「今までの嫌がらせの稚ち拙せつな方法からして、本当に刺さす度ど胸きようなんかないんだろう」

「な、なんだと……っ」

「俺の怯える顔でも見たかったのか？　お生あい憎にく様だったな。俺はそれほどかわいげのある人間じゃないんだ。刺すなら刺してもいいぞ。金ならあるから名医を呼べばいい。おまえは傷しよう害がい罪ざいで刑務所行きだ」

　傷口に塩を塗ぬるよりもまだひどい言い方に、鈴木が激げつ昂こうする。

「くそぉ――っ！」

　鈴木がナイフを握り直し、霧島目がけて突進する。

「冬樹様！」

　蒼そう白はくになった梶が叫ぶ。

　なぜか霧島は避よけようとせず、その場に立ち尽つくしていた。

　まるで、鈴木を待っているかのように。

　そして、霧島の腹部にナイフが突き立てられる寸すん前ぜん。

　バキィッ！

　なにかが派は手でに壊こわれる音がした直後、鈴木が呻うめきながらその場に崩れ落ちた。

「なにしてんだよ、霧島！　殺されてやるつもりか!?」

　肩ではあはあと息をしながら怒ど鳴なりつけてきたのは天河で、その手には、無む惨ざんな姿になったヴァイオリンが下がっていた。後ろから相そう当とうな力で殴りつけたらしい。

　梶が駆け寄ると、鈴木は気き絶ぜつしているようだった。

「天河君、それ……君の大事な……」

　武器となったヴァイオリンは砕くだけて、明らかにもう使い物にはならないとわかる。

「ストラディバリウスが……」

　それがかなりの高額で取引される名器であり、天河の唯ゆい一いつの持ち物であることを知っているだけに、梶はかなり驚おどろいていた。

　霧島がハッとしたように天河を見やる。

「馬鹿かおまえは。なんで俺なんかを助けた」

　天河がわずかに赤い瞳で、きっ、と霧島を睨みつける。

「この人でなし！　オレはおまえが大っ嫌いだ……！　けど、同じクラスのヤツが刺されるの、黙って見てられるほど、オレは冷れい酷こくにできちゃいないんだよ！」

　天河は今、霧島の執事であるという立場を忘れて、怒鳴りつけていた。

　そんな天河をおろおろと梶が見つめる。












「て、天河君……冬樹様になんて口を――」

　と、そこへ。

「おい、なんの騒さわぎだ？　なんかすげー音が聞こえたけど」

　厨房に詰つめていた高邸が、ひょこっと顔を出した。

「ああ、丁ちよう度どよかった。高邸さん、ちょっと手伝ってください」

　梶が気絶した鈴木の身体を起こそうとする。

　霧島が一いち瞥べつし、舌した打うち交まじりのため息をつく。

「――客間に運んでやれ。一応、手当てもしておけ。えらい馬鹿力で殴りつけられたようだからな」

「かしこまりました、冬樹様」

　鈴木が梶と高邸のふたりがかりで運び出され、ようやく庭に静けさが戻ってくる。

　霧島が前まえ髪がみを掻かき上げ、ふうっと大きく息を吐はいた。

「前から思っていたが……天てん上じよう。おまえってやつは、本当に甘いな」

「甘くて結けつ構こう」

　答える天河の言葉は短い。

　霧島はその強い意志を湛たたえた双そう眸ぼうを見て薄うすく笑い、くい、とあごをしゃくった。

「急な仕事ができた。少し手伝ってくれ」

　その後ろ姿に、天河は執事らしく深ふか々ぶかと礼をする。

「はい。かしこまりました」

　　　　　[image: ]

　誰かが手を握っている。

「あなた……大だい丈じよう夫ぶ？」

「う、ん……」

　聞き慣れたやさしい響きの声に、意識が闇やみから浮かんでくる。

　今の声は。

　そんなはずはない。自分は霧島冬樹を襲しゆう撃げきしたのだ。ここに、別れた妻がいるわけがない。

　細く、少し荒れた指――鈴木の意識が、完全に覚かく醒せいした。

　ふかふかとしたベッドの上で、目を開く。

「朝あさ、子こ……？」

　目の前にいたのはやはり妻の朝子で、泣なきだしそうな、怒っているような複雑な表情をして鈴木をじっと見つめていた。

「おまえ、なんでここに？」

　ベッドの上で上半身を起こすが、まだ手は握られたままだ。

「――あなたが、危き篤とくだって連絡があって……」

「危篤？　俺が？」

　驚いて首をひねると、重じゆう厚こうな扉が開いて、ひとりの少年が入ってきた。

　先ほど霧島冬樹のそばに仕つかえていた、年若い執事だ。

「奥様、連絡を差し上げた際は、突然のことでしたので情報が混乱してしまったようです。ご心配はいりません。ただの脳のう震しん盪とうでしたから」

　少年が朝子に向かってにっこりと微笑みかける。

「あんた……」

「この家の執事さんですって。この方から連絡をいただいたの」

「主人からの命令でしたので」

　天河は朝子に話をして、まだ状況が飲み込めずにいる鈴木のほうには、あまりまともに目を合わせようとはしなかった。

　防ぼう衛えいのためとはいえ思いっきり殴ってしまった引け目もあるし、第一、霧島を襲おそおうとしたことはまだ許ゆるせない。

　それでも、天河には務つとめがあるのだ。

　ゆっくりと腰を折り、礼儀正しく告つげる。

「鈴木様。主人からのことづてがございます。先月退職された際の退職金ですが、先ほど、ネットバンキングで手続きを行い、鈴木様の口座に振り込ませていただいた、とのことです。こちらの経理の不ふ手て際ぎわで、遅くなってしまったことをお詫わびしたいと……」

「た、退職金だって……？　だって、俺は」

　クビに――と言おうとした鈴木の言葉を遮さえぎるように、天河は懐ふところから白い封筒を取り出す。

「こちらが、その明めい細さいをプリントアウトしたものでございます」

　あわてて封筒から一枚の紙を取り出して広げた鈴木が、目を白黒させた。

「ご、五百万……!?」
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「失礼致します」

　天河が静かに入室すると、部屋の主は自分の机つくえに向かって仕事中の様子だった。

「鈴木様は先ほど、お帰りになられました」

「そうか。ご苦労だった」

　液えき晶しよう画面から顔を上げた霧島は、天河のなにか言いたそうな顔に気付く。

「なんだ。言いたいことがあるなら言えよ」

「――警察に連絡せず、しかも退職金まで……おまえって、冷たいんだか寛かん大だいなんだかわからないな、って思って」

　天河はひとりごとのようにため口でつぶやく。

「ああ、そんなことか。お茶、淹れてくれ」

「はい」

　霧島に命じられ、ワゴンに用意してきたのは緑茶だ。今日の食事で、すっかり気に入ったらしい。

「警察にいろいろ調べられると、面倒なことになるからな。ああやって黙らせるのが一番手っ取り早い」

　にやりと微笑まれ、天河は目を大きく見開く。

「それって……!?」

「埃ほこりってヤツは、叩たたけばいくらでも出てくるってことだ」

　霧島はさらりと恐ろしいことを言う。

　言げん外がいに、おまえの父親はヘマしただけだ、と言っているようにも聞こえたが――。

「今日までご苦労だった。もう帰っていいぞ」

「え？」

「バトラーシステムとの契けい約やくは、今日で終了する」

　突然の打ち切り宣せん言げんに、天河は驚いて言い募つのる。

「けど、ここの執事がまだ――」

　ここの執事の代打として派遣されているのだ。

　当の執事がまだ復帰していない以上、契約は解除されないはずである。

「気にしなくていい。執事なんか、親が世せ間けん体ていを気にして雇やとってる、飾りみたいなもんだからな。特に必要ないんだ」

「じゃあ、なんでバトシスに……」

　霧島が意い地じの悪い笑えみを浮かべ、天河を眺ながめる。

「執事が怪け我がをしたとき、俺の盾たてになるヤツが必要だと思ったんだ。それで、嫌がらせの犯人がわかるまで来てもらったというわけだ」

　あまりと言えばあまりな理由に、カッと頭に血が上った。

「人をまるで物みたいに……！」

　握り締しめた拳こぶしを振り上げかけたが、すんでのところで思い留とどまる。今はまだ契約中だ。自分は執事で、霧島は主人。逆さからうことは許されない。

（くそ。こんなヤツ、ちょっとでもいいヤツかもしれないなんて思ったオレが馬鹿だった！）

　霧島がさらにおもしろそうに続ける。

「おまえの顔をリストで見つけたときは正直驚いた。なかなか楽しませてもらったよ」

「……ぐ」

　やっぱり、笑いものにするためだったのだろうか。

　ここ数日で知った霧島は強引で策さく士しだけれども、悪趣味な悪戯いたずらや嫌がらせをするような性格ではないと思っていたのに。

　唇を嚙んでうつむいた天河の前に、すっと霧島の手が差し出された。

「……？」

「おまえのおかげで、いろいろ助かった」

　差し出された手。

（あ……）

　その意味を感じ取った天河は手袋を取り、素す手でで受けた。

「また、学校でな」

　ぎゅっと、強く握られる。

「あ、ああ……」

（そうか、夏休みが終わったら学校始まるんだっけ……）

　霧島の手を握り返しながら、天河は思った。

　果はたして、自分は二学期から学校に行けるのだろうか、と。
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　八月三十一日。

　天てん河がはあることに没ぼつ頭とうしていた。部屋の真ん中に陣じん取どり、あーでもないこーでもないと唸うなっている。

「えっと……ここは――」

　目の前に並べられた木の欠片かけらを両手に取り、それらをパズルのように空中で組み合わせている。

「このでっぱりはここかな……お、合ってた」

　破は片へんと破片のギザギザがぴたりと重なる。

　そのとたん、天河は小さくガッツポーズを取った。

　いったいなにを一いつ生しよう懸けん命めいやっているのかというと、天河は壊こわれたヴァイオリンをくっつけているのだった。しかも、百円ショップで買ってきた木工用ボンドで。

「あれ？　ここ足たりない。おっかしいな……破片は全部拾ってきたはずなのに、なんで合わないんだろ」

　天河はどうしても埋うまらない隙すき間またちを見つめて首をひねる。

　先日、霧島家を辞じする前に、庭でヴァイオリンの破片を回収していたのだ。そのときは全部拾ったと思っていたのに。

「拾い損そこねたのかな……？」

　天河はがっくりと肩かたを落とし、つぎはぎだらけのヴァイオリンを膝ひざの上に置いた。バトラーシステムに帰ってきてから時間を見つけては修しゆう復ふくし、やっとあと少し――というところまできたのに。

　そっとヴァイオリンを撫なでると、ささくれ立った木の繊せん維いが指をチクチク攻こう撃げきしてくる。

　まるでヴァイオリンがプリプリ怒おこっているようだ。

　と、そのとき。

「ぼっちゃまがヴァイオリンの修理を……」

　いきなり後ろで声がし、天河はビクッとなって振り返った。

　ドアのところにチエホフが立っている。

　チエホフは無む残ざんに壊れたヴァイオリンを見つめ、瞳ひとみをうるうるとさせている。

（まったくもう……涙なみだもろいの、どうにかしてほしいよ）

　天河はやれやれとため息をつく。

　各部屋の電気代は自分持ちだと言われているので、なるべく我が慢まんできるところは我慢して節約している。だからエアコン代を節約するため、天河は窓まどとドアを開けていたのだ。

　そのせいで部屋を訪たずねてきたチエホフから、中が丸見えになっていたのである。

（いったい、いつから見てたんだ……？）

　チエホフのことだから、天河が一生懸命ヴァイオリンを修復している場面に遭そう遇ぐうし、最初は邪じや魔まをしては悪いと声をかけずにいたのだろう。

（よりにもよって、こんなところ目もく撃げきしなくても）

　そう思うと少し気き恥はずかしい。

「梶かじ君から話を聞いております……ぼっちゃまが派は遣けん先のご子し息そくを守るために、ヴァイオリンで不ふ審しん者を殴なぐったということを。立りつ派ぱでございます、ぼっちゃま」

　チエホフは感かん極きわまったのか、目にハンカチをあてる。

「違ちがうよ」

　天河はぶっきらぼうに答えた。

「え？」

「派遣先のご子息じゃない、同級生だ」

　チエホフは目をぱちくりさせた。

　霧きり島しま家の子息が天河の、あまり仲のよくないクラスメイトであることは聞き及およんでいる。

　しかし、執しつ事じとしてではなく、友人であることが理由だったのだと天河は言い切ったのだ。

　それは損得なしに身体からだが動いたということで――。

　チエホフは満まん面めんの笑顔を作った。

「大切な、お友達なのですね」

「あー……友達とはまだ言い切れないな。オレがそう思ってても、あいつがたぶんそう思ってないだろうし」

　天河は恥ずかしいのか、チエホフから視線を外はずしてしまう。

「そうですか……」

　チエホフは残ざん念ねんとばかりに目を伏ふせ、それから壊れたヴァイオリンを見つめた。

「でも、ぼっちゃま、すごいですね……ストラディバリウスで殴りつけるなんて。私ならその価値を考えて躊ちゆう躇ちよしてしまったと思います」

「んー……とっさに身体が動いちゃったんだよな。何億もするモンだってわかってたけど……そんなことはあの瞬しゆん間かんには頭の中から吹っ飛んでた」

　天河は照てれ笑いを浮かべる。

　大切なはずのヴァイオリン。

　だけど、ヴァイオリンを破は壊かいしてしまったことは不ふ思し議ぎと後こう悔かいしていない。

　天河はヴァイオリンを見つめて、

「こいつにも悪いことしちゃったよな。ボンドでくっつけたって、もう二度と弾ひくことはできないんだけどさ……」

　後悔はないが、さびしさはあった。長年愛用してきたヴァイオリンだったから、弟と別れたような気持ちになったのは本当だ。

「ぼっちゃま、実はそのことなのですが……」

　が、言いかけたチエホフは言いづらそうに視線を逸そらし、もごもごと口ごもる。

「なんだよ？　実はって」

「ええーと……」

　天河は先を促うながすように語気を強める。

「なに？　はっきり言えよ」

　もじもじしていたが、チエホフは決意したように天河の目を見た。

「実は――本物のストラディバリウスは、旦だん那な様がとっくに売り払はらっておしまいになっておりました」

「……は？」

　天河は一いつ瞬しゆん、理解できなかった。

「メンテナンスに出すふりをして、借金の返済に充あてられたようでございます。私も、そのヴァイオリンを引き取りに行ったときに知ったのですが――」

「え、じゃあ、これは……」

「練習用のヴァイオリンだそうです。一万二千円の」

「ええーっ！」

　天河は驚おどろきのあまり口をあんぐり開けて、固まってしまった。

　チエホフは工房の人から聞いた話をしてくれた。

　天河の父親は修理に出すふりをして、偽にせ物ものと入れ替かえたのだ。チエホフが引き取りにきたら、これを渡わたしてほしいと工房の人に言ったらしい。

「私もびっくりしました……一応、確認しようとケースを開けてみましたら、旦那様からぼっちゃまに宛あてられた、あの手紙が入っていたのです」

　つまり、それは工房に預あずけるときに、すでに破は産さんすることがわかっていたということだが。

　それに対する腹立たしさよりも、別のモヤモヤが湧わいてくる。

（これが偽物だったなんて……）

　天河はキッとチエホフを睨にらんだ。

　チエホフが悪いわけじゃない。それは頭でわかっている。

　だけど。

「なんで、それを言わなかったんだよ」

　つい、きつい口く調ちようになってしまう。ストラディバリウスだと見抜けなかった自分の馬ば鹿かさ加か減げんにも腹が立つ。そもそも、自分がチエホフが持ってきたものを「偽物」だと疑うたがうはずがないではないか。

（なんか音がいつもと違うなって思ったのは、気のせいじゃなかったんだ……）

「長年の相棒が偽物だと知ったら、ぼっちゃまが悲しまれると思いまして……ただでさえ、どん底に突き落とされたというのに……」

　天河の気持ちが落ち着いたら、タイミングを見み計はからって言おうと思っていた。

　そう、チエホフは考えていたらしい。

「今まで黙だまっていて、申もうし訳わけございませんでした」

　チエホフは深ふか々ぶかと頭を下げた。

　しばらくの間、天河は黙っていたが。

　突然、笑いだした。

「くくくっ……親おや父じのヤツ……やられたよ、ったく。子こ供どもの悪戯いたずらじゃないんだから。超くだらねえ」

　なんだか不思議と清すが々すがしい気分だ。

　一瞬ムカッとしたけど、いっそ笑えてきた。さすが我わが父親といった感じだ。

「きっと旦那様もなにかお考えがあってのことだと思います」

　と、チエホフは気を使うが、

「なーんにも、深い考えはないと思うけどね。だって、『父さんだけに倒とう産さん……なんちゃって』なんて、ふざけた手紙を書くような親父だぜ？」

　天河は笑顔で返した。

　その笑顔に、チエホフは安心したような表ひよう情じようになった。少し肩の荷が下りたという顔だ。真実を隠かくしていたことが心こころ苦ぐるしかったのである。

「気にすんなよ、チエホフ。オレは大だい丈じよう夫ぶだからさ」

　天河はヴァイオリンを床ゆかに置き立ち上がる。

「安心してよ」

「ぼっちゃま……」

　チエホフはまた泣なきだしそうになる。

「あああ！　だからさ」

　天河は面めん倒どうくさそうに頭をかいた。

　と、そのとき。下から声が飛んできた。

「チエホフーっ、そろそろ乾かん杯ぱいするぞー」

　その声は高たか邸やしきだった。

「乾杯？」

　なんのことかまったくわからない天河はチエホフを見る。

「これからロレンス君のお祝いわいのパーティーがあるんですよ。実はそのお誘さそいに上がって来たのですが……うっかり忘れてました。ぼっちゃまもぜひ参加してください」

「あ、いや……オレは――」

「どうしたのですか？　美お味いしいものもたくさんありますよ」

「パーティーには参加する。だけど、もう少ししたら行くよ」

　天河は床に置かれたヴァイオリンを見て、ニッと笑った。

「こいつの修理、もう少ししたら、終わるから」

　　　　　[image: ]

　しばらくしてから天河が下りていくと、パーティーは盛もり上がっているようだった。

　リビングに近づくほどに、にぎやかな声が聞こえてくる。

「遅れてすみません……」

　天河はそっとリビングのドアを開けた。

　中にいた全員の視線が天河に集中する。リビングにはチエホフ、ロレンス、梶、高邸、間ま宮みや、早はや見みがいた。

「やっと来たか。新人は最初に来るのが礼れい儀ぎだぞ」

　こんなときまで間宮は苦く言げんを呈ていする。

「まあまあ。今日はロレンス君の昇しよう格かく祝いなんですから、固いことは……」

　梶が間宮をなだめるように、助け舟を出してくれる。

「待ってたよ、テンガ」

　ロレンスが笑顔で手を振る。

「あ。えーと、おめでとうございます」

　なんのパーティーかもよくわかってないのだが、たどたどしく挨あい拶さつをすると、

「うん！　ありがとう」

　ロレンスは心の底からうれしそうな笑顔を見せた。

「ささ、ぼっちゃま、こちらへ」

　チエホフに促され、天河は席に着いた。

　目の前のテーブルには高邸の作った料理が並んでいる。

　めかじきのサワークリームソース、ナスとトマトのオリーブオイル炒いため、具だくさんの生春巻き、ローストポーク、ツナのディップサラダ、冷製冬とう瓜がんときのこのカニあんかけ、魚介のアクアパッツァ、スモークサーモンとルッコラのパスタ……などなど。

「すごい……」

　見ているだけで、お腹なかが鳴なりそうだ。

「今日はロレンス君が見み習ならいから晴れて一人前に昇格したお祝いなんですよ」

　チエホフがうれしそうに天河に話してくれる。

「そっか、一人前かあ……」

（これで見習いはオレだけか）

　天河は少しさびしい気持ちになった。

　大学生のロレンスは年も一番近く、同じ見習い執事としていろいろとやさしくしてくれた。

　しかし、もう見習いではないのだ。なんだか、急に壁かべができたような気がした。

　ロレンスが昇格したことはとてもうれしいし、祝いたい気持ちもある。

　だけど、少しだけさびしい。

　天河の表情が一瞬暗くらくなったが、

（せっかくのお祝いなのに、暗い顔なんかしたらロレンスに悪いよな）

　そう思い、すぐに気持ちを切り替えた。

　それからは、天河も楽しく宴えん席せきに参加した。高邸の料理はどれもみんなとても美味しく、たくさん食べてしまった。

　パーティの盛り上がりが頂ちよう点てんに達したとき、

「メイン登場！」

　と、高邸がキッチンから特製ケーキを運んできた。

　それは三〇センチ四方のホワイトケーキだった。クリームとイチゴで豪ごう華かにデコレーションされたケーキはとても美しく、美味しそうだ。ケーキの真ん中には『おめでとうロレンス』と書かれたチョコプレートが載のっている。

「エクセレント！」

　ロレンスはとても感動した様よう子すで、高邸に握あく手しゆを求めた。

「レツ、サイコーだよ」

「それでは私が切り分けましょう」

　梶が几き帳ちよう面めんに切り分けて、みんなに配くばっていく。

　もちろんロレンスのケーキの上にはチョコプレートが載せられた。

　ケーキを食べる前に、チエホフが立ち上がり、挨拶を始める。

「それでは、改あらためまして。昇格おめでとう、ロレンス君。今後の君の活かつ躍やくに大いに期待していますよ。そう……思えば、私がロレンス君に会ったのは――」

　とうとうと語りかけたチエホフを間宮が止めた。

「はい、そこまで。じゃあ、みなさんいただきましょうか」

「え……」

　チエホフはがっくりとうなだれる。

　話が長いのはいつものことらしく、高邸がチエホフに座すわるように言う。

「ほら、チエホフもどんどん食くえって」

「は、はい、そうですね」

　チエホフは座ると、天河に声をかける。

「ぼっちゃま、お飲み物のおかわりをお持ちしましょうか？」

「じゃあ、コーラがいいな」

　天河はいつものようにチエホフと接せつする。

　しかし、そんなふたりを間宮が厳きびしい目で見ていた。

「江え古こ田ださん、前から思っていたのですが」

「なんですか、間宮君」

「江古田さんは天河君の雇やとい主なのですから、その呼び方はいい加減、おやめになったほうがよろしいかと」

　ここで全員の会話がぴたりと止まり、一いつ斉せいにこっちを向いた。

「えーっ」

　チエホフは意外なことを言われた。といわんばかりの驚きようだ。

　間宮は眉まゆを跳はね上げた。

「えーっ、じゃありません！　五十五歳でそのリアクションはどうかと……じゃなくて！　とにかく他の社員たちに示しめしがつきません。改めてください」

「しかし……」

　チエホフは困こまった顔で考える。

「しかし、なんですか？」

　一方の天河は間宮の言い分ももっともだと思っていた。

　なんとなく今までグレーゾーンにしておいた部分だったから、そろそろはっきりしたほうがいいかもしれない。

「そうですね――」

　と、天河が同意しようとした瞬間。

「ぼ、ぼっちゃまはあだ名です！」

　チエホフの言葉がそれを遮さえぎった。

「え？」

　間宮もその答えに目を丸くする。

「ほ、ほら、私がチエホフと呼ばれているように、ぼっちゃまはあだ名みたいなものなのです」

「あだ名ですか」

　間宮は納なつ得とくいかないようだ。渋しぶい顔でうなずこうとしない。

「ミスター・マミヤ。堅かたいこと言わずに。今日は僕ぼくのお祝いなんだから、ね」

　見み兼かねたロレンスがチエホフに味み方かたする。

「しかし……」

　間宮がなおも言い募つのろうとしたとき、彼のケータイが突然鳴りだした。

「ちょっと失礼します」

　そう断ことわり、間宮は部屋の隅すみに行って電話をとった。

「ああ、おまえか……なんだ？」

　どうやら奥さんからの電話だったようだ。間宮は独身ばかりのバトラーシステムの執事の中で唯ゆい一いつの既き婚こん者なのだ。

「くるみが？　わかった」

　どうやら、子供がおねむの時間で『おやすみ電話』をかけてきたらしい。

（家族仲がいいんだな）

　そう微笑ほほえましく思った次の瞬間、天河は顔面蒼そう白はくになっていた。

「くるみちゃんでちゅか？　もちもちー、パパでちゅよー。ごめんね、おやちゅみのキッスできなくて」

「ええっ！」

　この突然の変わりよう。声は激げき甘あまトーンで目め尻じりは下がりまくっている。

「なんなのあれ！」

　が、驚いているのは天河だけで、他のみんなは平然としている。

「うん、わかった。早く帰りまちゅからね～」

　間宮はケータイにチュッとキスをして電話を切ると、こちらを向いた。

　その顔はもう、いつものキリッとした顔だった。

「――と、いうことなので。私はこれで失礼します。ロレンス君、本当におめでとう」

　そう言い残し、間宮はダッシュで去さっていった。

「間宮さんって……ああいう人だったのか」

「ま、そのうち慣なれますよ」

　早見は同情するように笑いを浮かべた。

　その言葉に他のみんなも「うん、うん」と、深くうなずく。

「そうだ、プレゼントを用意していたんですよ」

　梶は綺き麗れいに包装された箱をロレンスに手て渡わたした。

「ソージ、ありがとう！」

　さっそく開けてみると、中にはメガネ拭ふきが入っていた。

「私からも、ささやかですけれど」

　チエホフからは絹のハンカチ――しかもチエホフお手製のピンクのバラの刺し繡しゆう入り――が、

「大学での勉強にも役立ててください」

　と、早見からは最新式の電子辞書が贈おくられた。

　高邸は「オレからはさっきのケーキってことで！」と笑う。

　次々とプレゼントが渡されて、ロレンスは今にも泣きだしそうだった。瞳がうるうるしている。

　そんな、いい雰ふん囲い気きの中――天河はひとり、しょんぼりしていた。

「ごめん、オレはあげられるものなんてなにも……お金が貯たまったらなにか贈るから」

「いいよ、テンガ。僕、その気持ちだけで充じゆう分ぶんだよ」

　ロレンスはやさしく微笑む。

　すると、チエホフがあるものを天河に差し出した。

　それはヴァイオリンケースだった。

「ぼっちゃま、これを」

「これ、ヴァイオリン？」

　天河は驚いた表情でそのヴァイオリンケースを受け取った。

　ずっしりと腕うでにくる重さが、なんだかなつかしくて心地ここちいい。

「今日、霧島様から届いたんですよ」

「霧島から……？」

　信じられない気持ちでケースを開け、天河はヴァイオリンを手に取る。

　ヴァイオリンは無事に復帰した霧島家の執事が持ってきて、霧島が今、自分の力で手に入れられる範はん囲いで買い求めたものであると言い添そえていったという。

　値段がいくらなのかはわからない。ストラディバリウスよりもちろん値段は安いだろうが、それでも造りのいいヴァイオリンだと思った。

「ぼっちゃまのお心は、お友達にも届いたようでございますね」

　チエホフはうれしそうに何度もうなずいている。

　天河は照れ笑いを浮かべ、ヴァイオリンを抱きしめる。

（オレのヴァイオリン……）












　もう二度とヴァイオリンが弾けないと思っていたので、天河は本当にうれしかった。

「私、正直申し上げますと、これを渡すことを迷まよっていました」

　チエホフはもし天河が自分のヴァイオリンをゴミ箱にぽいっと捨てていたら、これを渡すつもりはなかったという。

「以前のぼっちゃまだったら、ストラディバリウスであっても、役に立たないとわかれば平気でゴミ箱に捨てたでしょう。けれど、ぼっちゃまは壊れたヴァイオリンの破片を集めて直しておられた。そのお姿に、私は渡しても大丈夫だと確信致しました」

　そう言われて、天河はハッとする。

（そうか、確かに前のオレなら捨ててたかもな……）

　バトラーシステムに来て、物の大切さ、人の絆きずなの尊とうとさを少しだけ学んだ気がする。

　天河は自分でも気づかないうちに大きく成長していたようだ。

「ちょっと待ってて――すぐに戻るから」

　天河は廊ろう下かに出て、階段に座り、調ちよう弦げんを始めた。ヴァイオリンを手にしていると、ふいに涙が滲にじんできた。

（霧島のヤツ……）

　今度はもっと大事にしよう。値段とか、そんなの関係ない。これは世界でただひとつの自分のヴァイオリンなのだから。

「よし……！」

　完かん璧ぺきではないが、ある程度満足したところで再ふたたびリビングに戻る。

「それじゃあ、オレからはこの贈り物を」

　天河はリビングの広いスペースに陣取りヴァイオリンを構かまえた。

「お祝いに一曲――」

　ふっと息を吸い、弓ゆみと弦げんに意識を集中させる。

　弦と弓が触ふれた瞬間から、美しい音楽が奏かなでられる。

　曲名はヨハン・シュトラウスの『皇こう帝てい円えん舞ぶ曲きよく』。

　あたたかく華はなやかで、楽しげな音ね色いろ。

　天河はうちから溢あふれてくる思いを、旋せん律りつに乗せていく。

　それは天河の今の気持ちを表しているようで――。

　ロレンス、梶、高邸、早見、チエホフはその音色に聞き入った。

　それはとてもあたたかく、やさしい時間だった。

（――ぼっちゃま）

　チエホフの目め頭がしらが思わず熱くなる。

「ご立派になって……」

　演奏の邪魔にならないように、チエホフはそっとつぶやいたのだった。
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　あとがき




　ビーズログ文庫の読者のみなさま、お久しぶりです。そして、初めての方、はじめまして。藤ふじ咲さきあゆなです。「レンタル執しつ事じ」第１巻「オレが執事になった理ワ由ケ」は楽しんでいただけましたでしょうか？　（ＴＶアニメで私の名前を見たことがある方は、びっくりされているかもしれませんが、私は小説家でもあります）。

　この作品、なんと、たった四行のプロットからスタートしました。タイトルも二年前につけたまんまです。私のひらめきが、ここまで育つとは……（うるうる）。

　今から十四～五年前、派遣業が話題になった時期がありまして（そのとき家族派遣やお葬式の弔ちよう問もん客きやく派遣など変わったものもクローズアップされてました。「家族、貸します」なんて売り文句もあったぐらい）、おもしろい題材だなー、いつか派遣の話を書いてみようかなーと、ずっと思っておりました。けど、家政婦や家庭教師じゃ定番だしなー……といろいろ考えていたら、二年前のある日、ぽんっと「レンタル執事」という言葉が浮かんで。私はごく普通の一般家庭に育ちましたので、執事ってなじみがないけど、「もし、執事さんが家に来てくれたら、どーなるんだろう」と思って。

　そこで外国の映画などを見て勉強をはじめたところ、「執事はひとりの主人に長く仕える」のがごく当たり前。だったら、それの逆をいったほうがやっぱりおもしろいかなーと。

　こうして、執事派遣会社「バトラーシステム」は誕生しました。主人公は最初から「没落したぼっちゃま」に決めてました。やっぱり「正反対の環境に放り込まれたほうがおもしろかろう」ということで。名前はエラソーなのがいいな、そんでもってフツーにないのがいいな……で、パッとひらめいたのが「天てん上じよう天てん河が」。以下、こんな調子で「掃除が好きだから、梶かじ総そう司じ」（※総司は私の好きな新しん撰せん組ぐみの沖おき田た総そう司じから）とか「気性が激しそうだから、烈れつにしよう」とか「英国人だからロレンス」（※私の好きな映画「アラビアのロレンス」から）とか――ひらきめきでパパッと命名（あ、チエホフの由来は内緒）。メインの五人を決めたあとは、うちのスタッフと一緒に「こういう特技を持つ人がいたらおもしろいかも」「バトシスは登録制だから現役占い師とかいてもよさそう」――と、いろいろ楽しく考えました。

　バトシスにはさまざまな特技を持つ怪人……いえ、執事たちがたくさんいます。ロレンスはもろ、私の趣味を反映させてしまいましたが（前作「紫しの末まつ裔えい」シリーズを読んでくださった方にはバレバレな情報ですが）。天河は元セレブらしく、ヴァイオリンにしました。執事の特技としては、はっきり言って必要なさそう……ですけど、だからこそ、一から、いやゼロからかんばれるかなー……と。

　そして、この作品のために藤咲、執事喫茶にも何度か取材に行ってまいりました。一歩入れば、そこはファンタジーな世界。その徹底ぶりと執事さんたちのプロ意識はすごいものがありました。一度行っただけじゃ、あの良さはたぶんわからないですね。執事さんも何気に個性があって、領収書の字がお世辞にも上う手まいとはいえないレベルだったり、給仕の際、何度か忘れ物をしちゃう方がいたり……。作ったキャラなのかそれとも天然なのか……うーん、奥が深いぞ、執事喫茶。




　この「レンタル執事」という作品、無む謀ぼうなことに（！）最初からメディア展開させていただいています。２００８年末に特設サイトを立ち上げ、ＷＥＢ小説の連載、ＷＥＢラジオ、ドラマＣＤの先行配信など、すでに発表させていただいているものも多いのですが……。この文庫第１巻の内容が「すべてのはじまり」になります。いうなれば、「ｔｈｅ　ｏｒｉｇｉｎ」です。

　もちろん、どこから入っていただいても楽しめるとは思いますが、ＷＥＢ関連はまだ、という方は、この文庫を読んだあとにでも、ぜひ、のぞいてみてください。




　ＷＥＢラジオ「―天河の猫の手も借りたい・バトラジ―」はアニメメイトＴＶさんのサイトで配信中。隔週金曜日の更新です。バトラジモバイル版もケータイで聴けますので、そちらもぜひ★　メインパーソナリティは天河役の下しも野の紘ひろさんです。




　そしてそして、八月にはドラマＣＤ「レンタル執事」第１巻が発売となります。ここで配役をご紹介させていただきます（敬称略）




　天上天河／下野紘、チエホフ／小山力也、梶総司／石田彰

　ウィリアム・ロレンス／高橋広樹、高邸烈／中井和哉、早見達郎／杉田智和、間宮巧／成田剣

　小鳩優介／神谷浩史、華神忍／遊佐浩二




　こ、こんなに豪華でいいのか……？　配役が決まったとき、はっきり言ってビビリましたよ。テレビで見たことあるお名前ばかりで！　（←当たり前）実は「ネオ　アンジェリーク」でレイン役を演じられていた高たか橋はしさん以外の方は、ご一緒するのが初めてだったんです～っ。

　声優さん好きな方は、声をイメージしながら、文庫やＷＥＢ小説を読んでいただけると、よりいっそう楽しめるかと……[image: ]

　もう、どのキャラも素晴らしく声がぴったりなんですよ～。声優さんって本当にすごいですね。彼らをこんなにも生き生きと演じてくださって……まさに命を吹き込んでいただきました。ご出演の皆様、ありがとうございました！

　今回の文庫版では遊ゆ佐さ浩こう二じさんの演ずる華か神がみ忍しのぶは登場しませんでしたが……元カリスマ美容師である彼はバトシス一、モテる男だったりします。２巻目で登場しますので、楽しみに待っていていただけるとうれしいです。




　改めて、こう書いてみると……こんなにいろいろなジャンルで楽しめるようになるなんて、本当にうれしい限りです！

　私は小説の新人賞と漫画原作の新人賞をほぼ同時期に獲ったため、業界に入ってからずっと〝二足のわらじ〟を履はいてきたのですが――ノベライズ作品のドラマＣＤやアニメに携たずさわることはあっても、自分のオリジナルで、という機会には今まで恵まれなかったんです。なので、せっかく大きな夢が実現しちゃったので、これからも、小説と脚本は全部書かせてもらいます！　（読者の方の中には作家を目指している人もいると思います。はっきり言って、私は遅咲きです。投稿作はそりゃあもうたくさん書きましたよ。やっと新人賞獲ったと思ったら……うおお、そのあとの道も険けわしいったらなんの。きっとあなたは私より運がいいはずですよ～）。

　……と言いつつも、当然、全部をひとりでできるわけがありません。作家はひとりで成り立つ仕事ではないので。だいたいにおいて、小説の場合は担当さんと一対一という図式が多いのですが、この作品は企画当初から関わってくださった方が多くて――とにかくいろんな方面の方にお世話になってます。お名前を知らない方も多く、ここではあげきれないのですが……。

　ステキなキャラデザとイラストを描いてくださった凪なぎかすみ先生、私の無謀な企画に乗ってくれたビーズログ編集部の大喜戸さん、馬谷さん、フロンティアワークスの小川さん、鶴巻さん……をはじめ、関わってくださった皆様、本当にありがとうございます。これからもよろしくお願いします（深々）。

　最後に、読んでくださったあなたに最大級の感謝を。

　天河たちが少しでも幸せな時間をご提供できたことを願って――。

　また第２巻でお会いできるとうれしいです。




　　　２００９年　３月


藤咲あゆな　　









【レンタル執事　特設サイト】

　http://www.fwinc.co.jp/rental-shitsuji/
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Ayuna Fujisaki




７月14日、東京生まれ。

自他共に認めるお茶愛好家。紅茶はアールグレイが好き。なので、バトシスから来てもらうとしたら、ロレンスかな（笑）。

主な小説シリーズ作品に「魔天使マテリアル」（カラフル文庫）、「黒薔薇姫」（ポケット文庫）、「七香＊あろまちっく！」（青い鳥文庫）などがある。ＴＶアニメ「ヴァンパイヤ騎士」「スキップ・ビート！」など脚本家としても活躍中。







イラスト

凪かすみ
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７月27日生まれ・獅子座・ＡＢ型

美味しいごはんさえあれば幸せな人間なので、是非高邸君に来ていただきたい！

いつか執事さんに目覚めの紅茶をいれてもらえるのを夢見つつ頑張ります。

よろしくお願いします！
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